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お申し込み・お問い合わせ・資料請求はお気軽にどうぞ。
お電話で  国際部  +81 3 5954 1161
パソコン・携帯で　早稲田アカデミー　帰国生 検索

早稲田アカデミー オンライン校
海外からも、首都圏の難関校にチャレンジできる

ハイレベルの
志望校別対策 双方向Web授業

20 2 2年　帰国生合格実績　Webで公開中！

海外生・帰国生教育 法人向けサービス
早稲田アカデミーは、海外在住で帰国後に日本の中学校・高校へ
進学予定のお子様を積極的にサポートしています。
海外への赴任前・赴任中・帰国後のお子様の教育に関して、
人事ご担当者様に代わってバックアップ致します。
※入会費・年会費は一切かかりません。
詳しくはホームページをご確認ください。

詳細はこちら

「海外からも、首都圏の難関校受験にチャレンジしたい…」
そんな方に向けた待望のサービスをスタートします。
これまでに培った「双方向Web授業」の経験とノウハウを結集して、
対面と変わらぬ志望校別対策授業をご自宅で。

詳細・お申込はこちら

講座受講生滞在国（例）
アメリカ・オーストラリア・シンガポー
ル・タイ・中国・マレーシア・ドイツ

帰国生入試 出願ガイダンス

9/23 ㊗開催

帰国生集まれ講座
入試の面接や作文の中で「学校に求められている帰国
生像」をご説明し、ご家庭でアピールポイントを考え
るためのヒントをお伝えします。
海外からもZoomでご参加
いただけます。

中学入試でも高校入試でも、早い学校では11月から始まる帰
国生入試。早稲田アカデミーの国際部スタッフが、受験校の
確定・併願の戦略・出願についてアドバイス致します。また、
面接を見据えた願書の書き方についても詳しく説明します。

【日本会場】 9/19 ㊗ 【ニューヨーク会場】 10/2
【シンガポール会場】 10/15  【クアラルンプール会場】 10/16

無料 無料

るで教室で授業を受けているかの
ような臨場感を、「双方向Web授
業」にて。

特長 2
早稲田アカデミーオリジナルシステ
ム「早稲田アカデミーEAST」を使い
添削課題にも対応し、欠席した場合
や復習用としてオンデマンド授業映
像をご用意。

特長 3特長 1
対面と同じように、早稲田アカデミ
ーが誇るトップ講師の「完全志望校
別対策講座」を、早稲アカオリジナ
ルテキストで受講できる。

小６・中３　生徒　対象

オンライン
参加可

オンライン
参加可

オンライン
参加可

（小６）  1/10  ～ 30
（中３）  1/10  ～ 2/4

御三家中・早慶中などの難関校を目指す小6帰国生、開成高・
国立附属高・早慶附属高を目指す中3帰国生のための入試直前
に行う特別講座です。少人数制の授業
で、面接練習や作文添削も実施してい
ます。

入試直前対策講座

12/5  ～ 16

12月に受験帰国される小学6年生を対象とした講座を
開講します。1月・2月の帰国生入試難関校（聖光学
院中・渋谷教育学園幕張中・渋谷教育学園渋谷中・海
城中・攻玉社中・洗足学園中・慶應義塾湘南藤沢中等部など）の入試
レベルの演習を行います。英語は英文法やエッセイなどお子様の需要
に応じた内容で授業を行います。

プレ冬期講習会
小６　生徒　対象

オンライン
参加可

小１～中３　保護者様 小６・中３　生徒・保護者様

ら
ち
こ
は
細
詳

ら
ち
こ
は
細
詳

詳細はこちら

詳細はこちら

https://www.waseda-ac.co.jp/online_school/


C O N T E N T S

海外子女教育
中学部２・３年〈複式クラス〉国語
（ニュルンベルグ補習授業校）

2 今月の顔　　岡 勇樹さん（NPO法人Ubdobe代表理事／株式会社デジリハ代表取締役）

4　特集１　キコク中学生たちが描く将来の夢
14　特集２　〝Remember 9. 11〟忘れないあの日のこと 

　──21年目の秋に
22 連載　家族／クロスカルチャー

千の経験も「はじめの一歩」から（後編）

25 オススメの一冊

26 ◆受け入れ校紹介～学校会員ファイル◯234 ◆ 麗澤瑞浪中学校・高等学校

28 連載 　JOES Davos Next

29 連載　１都１道２府４３県めぐり 富山県

30　海外校シリーズ アブダビ日本人学校
ニュルンベルグ補習授業校

34 連載　校歌の広場　　デトロイト補習授業校

35 聞いてみよう！子どもの教育　　海外子女教育振興財団 教育アドバイザー 中村 昌子
　　 ─  子どもは漢字を覚えてもすぐに忘れてしまいます。定着させる方法を教えてください。

38 連載　ことばキャンプ　 思い違いのズレをなくす質問

39 連載　「ＫＡＮＪＩ」はおもしろい！　Shizuoka Prefecture, Hamamatsu :Nueshiro 鵺代

40 ニュース

45 海外子女教育振興財団　教育相談

46 連載　漫画 「なっとうねばじろうシリーズ」　アメリカ

ア
ブ
ダ
ビ
の
砂
漠

（
ア
ラ
ブ
首
長
国
連
邦
・
ア
ブ
ダ
ビ
）

海外子女・帰国子女教育の振興をはかるために、海外で経済活動を展開している企業・団体によって
1971年に外務省および文部省（現 文部科学省）の許可を受け財団法人として設立されました。それ

以来、政府の行う諸施策および維持会員の要望に相呼応して幅広い事業を行っています。2011年4月1日に公益財団法人に移行しました。財団の
事業は、おもに維持会員からの会費によって成り立っています。財団のサービスはどなたでもご利用いただけますが、維持会員の皆様には有料サ
ービスを無料または割引にて提供しています。（ 維持会員一覧表　https://www.joes.or.jp/kaiin/ ）

＊維持会員企業・団体所属のかたはウェブサイト上 ( https://joes-kaiin.jp/joesportal/ ) でも閲覧いただけます。
　閲覧にあたって必要となるグループＩＤは、所属先の企業・団体へお問い合わせください。

海外子女教育振興財団
公益財団法人
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医
療
福
祉
エ
ン
タ
ー
テ
イ
ナ
ー

　
岡
勇
樹
さ
ん
の
仕
事
は
、
音
楽
・
ア
ー
ト
・
医
療

福
祉
を
融
合
さ
せ
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
通
じ
て
、
あ

ら
ゆ
る
人
が
積
極
的
に
社
会
参
加
で
き
る
よ
う
に
す

る
こ
と
で
あ
る
。
代
表
理
事
を
務
め
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

U
bdobe

で
は
多
様
な
イ
ベ
ン
ト
を
行
っ
て
い
る

が
、
い
ち
ば
ん
人
気
は
医
療
福
祉
の
情
報
を
若
者
に

カ
ジ
ュ
ア
ル
に
伝
え
る
「SO

C
iA
L FU

N
K
!

」
だ
。

　
「
会
場
と
な
る
ク
ラ
ブ
に
集
ま
っ
て
踊
る
の
で
す

が
、
た
と
え
ば
出
演
者
に
難
病
で
人
工
呼
吸
器
を
つ

け
た
Ｄ
Ｊ
が
い
た
り
、
自
閉
症
的
傾
向
が
あ
る
ラ
ッ

パ
ー
が
ラ
ッ
プ
し
て
い
た
り
。
あ
る
い
は
『Silent 

Bar

』
と
い
っ
て
、
手
話
で
し
か
会
話
で
き
な
い
こ

と
に
し
て
、
ろ
う
者
の
バ
ー
テ
ン
に
手
話
で
お
酒
を

頼
む
体
験
を
し
た
り
と
か
。
さ
ま
ざ
ま
な
コ
ン
テ
ン

ツ
を
ク
ラ
ブ
イ
ベ
ン
ト
の
な
か
に
織
り
ま
ぜ
て
、
踊

り
な
が
ら
遊
び
な
が
ら
、
医
療
福
祉
の
情
報
を
手
に

入
れ
た
り
身
近
に
感
じ
た
り
し
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
」

　
謎
解
き
イ
ベ
ン
ト
「M

ystic M
inds

」
は
、
商

店
街
や
大
規
模
商
業
施
設
で
も
展
開
す
る
。

　
「
謎
を
解
い
て
い
く
ヒ
ン
ト
が
障
害
者
体
験
・
高

齢
者
体
験
の
な
か
に
含
ま
れ
て
い
て
、
体
験
し
な
が

ら
ヒ
ン
ト
を
得
て
、
そ
れ
ら
を
組
み
合
わ
せ
る
と
謎

が
解
け
て
い
く
し
か
け
に
な
っ
て
い
ま
す
」

　
他
方
で
、
重
度
障
害
の
あ
る
人
や
子
ど
も
た
ち
の

居
宅
介
護
を
支
援
す
る
た
め
、「W

※A
SSU

P

」
と

い
う
ヘ
ル
パ
ー
派
遣
事
業
を
展
開
し
た
り
、
日
本
全

国
の
医
療
福
祉
施
設
と
学
生
と
を
マ
ッ
チ
ン
グ
さ
せ

る
「
福
祉
留
学
」
で
、
医
療
福
祉
を
志
す
学
生
に
対

し
て
自
ら
の
学
び
と
地
域
の
課
題
解
決
を
か
け
合
わ

せ
た
〝
留
学
〞
の
機
会
を
提
供
し
た
り
す
る
な
ど
、

1981年、東京生まれ。3歳のときに渡米し、11歳までサンフランシス
コの現地校で学んだ。法政第二高等学校から法政大学経済学部
に進学、在学中に路上ライブやDJイベントを始め、卒業後は一般
企業の営業職に就く。26歳で退社して、音楽療法を学べる専門学
校に通った。2010年、NPO法人 Ubdobe <ウブドベ> を設立。ク
ラブイベント「SOCiAL FUNK!」、謎解きイベント「Mystic Minds」
など“医療福祉エンターテインメント”の事業を各種展開している。
https://ubdobe.jp

岡
お か

勇
ゆ う き

樹さん
NPO法人 Ubdobe 代表理事／
株式会社デジリハ 代表取締役

あ
ら
ゆ
る
人
が
積
極
的
に

社
会
参
加
で
き
る
よ
う
に

※ 英語のヒップホップのスラングで、「調子どう？」という意味。

https://ubdobe.jp
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す
べ
て
が
〝
明
る
い
ノ
リ
〞
に
あ
ふ
れ
て
い
る
。

音
楽
好
き
で
帰
国
で
き
た
か
ら

　
「
ア
メ
リ
カ
で
は
小
学
生
で
も
、
ヒ
ッ
プ
ホ
ッ
プ

を
あ
た
り
ま
え
の
よ
う
に
聴
く
の
で
、
僕
も
い
ち
ば

ん
好
き
な
音
楽
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
帰
国
し
た
と

き
、『
人
と
違
っ
て
も
、
自
分
は
こ
れ
が
好
き
だ
』

と
言
え
る
も
の
が
あ
っ
て
、
よ
か
っ
た
で
す
」

　
中
二
の
と
き
、
ク
ラ
ス
で
い
じ
め
に
遭
い
、
そ
の

フ
ラ
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
を
爆
発
さ
せ
た
こ
と
も
あ
る
。

　
「
母
が
『
外
の
世
界
に
出
な
よ
』
み
た
い
な
こ
と

を
言
っ
て
く
れ
て
、
高
校
か
ら
は
少
し
離
れ
た
学
校

に
電
車
通
学
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
行
き
帰
り
に

遊
べ
る
よ
う
に
な
っ
て
、
ラ
イ
ブ
ハ
ウ
ス
や
ク
ラ
ブ

に
行
き
は
じ
め
、
自
分
の
世
界
が
開
い
た
感
じ
が
し

ま
し
た
。
音
楽
だ
け
の
つ
な
が
り
で
人
と
会
話
が
で

き
、
友
達
が
た
く
さ
ん
で
き
た
の
も
、
ヒ
ッ
プ
ポ
ッ

プ
の
お
か
げ
で
す
。
高
二
で
バ
ン
ド
を
始
め
、
レ
コ

ー
ド
を
買
っ
て
Ｄ
Ｊ
の
ま
ね
ご
と
を
し
、
大
学
に
入

っ
て
か
ら
は
自
分
の
主
催
す
る
ク
ラ
ブ
イ
ベ
ン
ト
も

始
め
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
」

　
と
こ
ろ
が
大
学
二
年
の
と
き
、
母
親
が
癌が

ん
で
亡
く

な
り
、
ま
も
な
く
し
て
祖
父
が
認
知
症
に
な
り
、
症

状
が
ど
ん
ど
ん
ひ
ど
く
な
っ
て
い
っ
た
。

　
「
一
般
企
業
に
就
職
し
ま
し
た
が
、
祖
父
の
認
知

症
を
な
ん
と
か
で
き
な
い
か
と
模
索
し
て
い
た
と
き
、

音
楽
を
使
っ
て
認
知
症
の
状
態
を
緩
和
す
る
取
り
組

み
が
あ
る
こ
と
を
知
り
ま
す
。
会
社
を
辞
め
て
音
楽

療
法
の
専
門
学
校
に
入
り
直
し
、
そ
こ
か
ら
福
祉
の

現
場
で
ア
ル
バ
イ
ト
を
し
な
が
ら
、
障
害
者
や
高
齢

者
の
ケ
ア
の
世
界
に
入
っ
て
い
き
ま
し
た
」

人
と
人
と
を
つ
な
ぎ
な
が
ら

　
障
害
の
あ
る
子
ど
も
の
た
め
の
リ
ハ
ビ
リ
・
ツ
ー

ル
を
提
供
す
る
「
デ
ジ
リ
ハ
」
の
事
業
は
昨
年
、
独

立
さ
せ
て
株
式
会
社
に
な
っ
た
。

　
「
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
ト
や
セ
ン
サ
ー
を
活
用
し
て
、

歩
行
や
立
ち
上
が
り
の
訓
練
、
車
椅
子
の
操
作
の
練

習
な
ど
を
『
ゲ
ー
ム
と
し
て
楽
し
く
や
っ
て
い
た
ら
、

い
つ
の
間
に
か
リ
ハ
ビ
リ
が
終
わ
っ
て
い
た
』
み
た

い
な
世
界
観
で
開
発
し
て
い
ま
す
」

　

さ
ら
に
、
合
同
会
社
「O

ne-on-O
ne

」
と
い

う
レ
コ
ー
ド
会
社
も
設
立
し
、「U

bdobe

」「
デ
ジ

リ
ハ
」
と
合
わ
せ
て
海
外
展
開
を
考
え
て
い
る
。
で

も
、
子
ど
も
た
ち
や
高
齢
者
を
取
り
巻
く
無
限
の
課

題
を
、
一
般
の
人
々
に
少
し
ず
つ
知
っ
て
ほ
し
い
と

い
う
趣
旨
は
変
わ
ら
な
い
。

　
「『
〜
が
で
き
な
い
』
と
い
う
人
に
は
、
な
ぜ
で
き

な
い
の
か
を
聞
い
て
、
法
律
・
制
度
、
移
動
手
段
、

お
金
…
…
と
課
題
が
出
て
く
れ
ば
、
い
ろ
い
ろ
工
夫

し
て
共
に
や
り
た
い
。
い
ろ
ん
な
人
の
力
を
借
り
な

が
ら
、
人
と
人
と
を
つ
な
ぎ
な
が
ら
、
そ
の
人
の
課

題
を
解
決
す
る
み
た
い
な
役
割
が
面
白
い
で
す
」

　
「『
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
』
と
い
う
こ
と
ば
自
体
を
ネ
ガ

テ
ィ
ブ
に
捉
え
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
だ
か
ら
流

行
も
気
に
し
ま
せ
ん
し
、自
分
の
好
き
な
も
の
を『
好

き
だ
』
と
言
い
続
け
て
い
る
だ
け
で
す
。

　
ま
あ
、
自
分
が
や
り
た
く
な
い
こ
と
は
、
全
部
逃

げ
て
き
た
人
生
で
す
。
何
も
乗
り
越
え
て
は
い
ま
せ

ん（
笑
）。
で
も
『
な
ん
と
か
生
き
延
び
ら
れ
る
』
と

い
う
感
じ
で
が
ん
ば
っ
て
い
ま
す（
笑
）」

　
（
取
材
・
文　
小
山
和
智
）

発行：海外子女教育振興財団　改変ならびに再販を禁じます。

福
祉
の
現
場
で
ヘ
ル
パ
ー
と
し
て
働
い
て
い
た
こ
ろ

現地校のイースター行事にて
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本
誌
編
集
部
で
は
六
月
二
十
日
か
ら
七
月
十
日
に
か
け
て
オ
ン

ラ
イ
ン
で
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
い
、
か
つ
て
海
外
に
住
ん
だ
こ

と
が
あ
り
、
現
在
は
日
本
国
内
で
中
学
校
に
通
う
子
ど
も
た
ち
に

将
来
の
夢
を
描
い
て
も
ら
っ
た
。

　
回
答
者
の
募
集
は
本
財
団
が
行
っ
て
い
る
外
国
語
保
持
教
室

の
受
講
生
を
は
じ
め
、
本
誌
ラ
イ
タ
ー
陣
の
個
人
的
な
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
ル
ー
ト
で
呼
び
か
け
、
四
十
三
件
の
回

答
を
得
た（
そ
の
う
ち
、
全
文
英
語
に
よ
る
回
答
が
二
件
あ
っ
た
）。

　
ま
た
回
答
者
の
な
か
か
ら
五
人
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
行
い
、
そ

れ
ぞ
れ
の
回
答
の
奥
に
潜
む
も
の
を
掘
り
下
げ
て
聞
い
た
。

　
は
た
し
て
彼
ら
彼
女
ら
は
自
分
た
ち
の
将
来
を
ど
の
よ
う
に
イ

メ
ー
ジ
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
そ
こ
に
は
海
外
で
の
生
活
を
経

験
し
た
キ
コ
ク
生
な
ら
で
は
の
特
徴
が
表
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

　
こ
の
特
集
で
は
ア
ン
ケ
ー
ト
の
回
答
を
紹
介
す
る
と
と
も
に
、

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
浮
き
上
が
っ
て
き
た
キ
コ
ク
中
学
生
た
ち
の

「
い
ま
」を
伝
え
て
い
き
た
い
。

ア
ン
ケ
ー
ト
に
回
答
し
て
い
た
だ
い
た
皆
さ
ん
、
イ
ン
タ
ビ
ュ

ー
に
応
じ
て
く
れ
た
五
人
、
そ
し
て
呼
び
か
け
に
協
力
し
て
い
た

だ
い
た
多
く
の
か
た
に
感
謝
し
ま
す
。
な
お
、
ア
ン
ケ
ー
ト
の
回

答
な
ど
の
表
記
は
本
誌
の
基
準
に
合
わ
せ
て
整
理
し
て
い
る
ほ
か
、

英
文
で
の
回
答
に
つ
い
て
の
日
本
語
訳
は
古
家
が
担
当
し
ま
し
た
。

構
成
・
取
材
・
文
＝
古
家
　
淳

キ
コ
ク
中
学
生
た
ち
が
描
く

特集
1

23

16

10

23

16

10

3

11

21

11

14

11

5

3

3

5

5

5

6

55

3

3

3

2

7

■ 北米

■ アジア

■ ヨーロッパ
■ 大洋州

■ 戦争と平和

■ 平等と多様性

■ 環境と自然災害

■ 犯罪を減らす

■ その他

■ １年生

■ ２年生

■ ３年生

■ 外交官

■ 国際関係

■ 英語を使う

■ 医療関係

■ エンターテインメント

■ 航空宇宙

■ サッカー選手

■ 教師

■ 建築家

■ 獣医

■ その他

11

21

11

23

16

10

3

11

21

11

14

11

5

3

3

5

5

5

6

55

3

3

3

2

7

■ 北米

■ アジア

■ ヨーロッパ
■ 大洋州

■ 戦争と平和

■ 平等と多様性

■ 環境と自然災害

■ 犯罪を減らす

■ その他

■ １年生

■ ２年生

■ ３年生

■ 外交官

■ 国際関係

■ 英語を使う

■ 医療関係

■ エンターテインメント

■ 航空宇宙

■ サッカー選手

■ 教師

■ 建築家

■ 獣医

■ その他

回答者が海外で住んでいた地域（複数回答あり）

回答者の現在の学年
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こ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
キ
コ
ク
中

学
生
た
ち
の
将
来
の
夢
を
、
四
つ
の
項

目
に
分
け
て
聞
い
た
。

・
何
に
な
り
た
い
？

・
ど
ん
な
こ
と
を
し
た
い
？

・
ど
ん
な
大
人
に
な
り
た
い
？

・
ほ
か
に
、
ど
ん
な
夢
が
あ
る
？

　

ま
た
こ
の
四
つ
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
、

そ
の
回
答
の
理
由
、
実
現
す
る
と
思
う

か
ど
う
か（「
実
現
で
き
な
い
」か
ら「
実

現
で
き
る
」
ま
で
五
段
階
の
な
か
か
ら

一
つ
を
選
択
）、
さ
ら
に
そ
の
選
択
の

理
由
を
尋
ね
た
。

　

ま
ず
は
第
一
問
、「
何
に
な
り
た
い
？
」

の
回
答
か
ら
見
て
い
こ
う
。

　

こ
の
う
ち
「
国
際
関
係
」
に
は
、
ず

ば
り
「
国
際
人
」
と
い
う
回
答
も
あ
っ

た
が
、「
国
際
問
題
の
調
査
・
分
析
」「
Ｗ

Ｗ
Ｆ
や
Ｕ
Ｎ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
Ｆ
な
ど
」
の
よ
う

な
回
答
を
含
ん
で
い
る
。
ま
た
「
英
語

を
使
う
」
に
は
、「
日
本
語
と
英
語
で

人
を
助
け
る
仕
事
」
か
ら
「
英
語
の
通

訳
」「
英
語
教
師
（
こ
の
回
答
は
、「
教

師
」
と
の
複
数
回
答
と
し
て
扱
っ
た
）」

ま
で
を
含
め
た
。
こ
れ
ら
に「
外
交
官
」

も
合
わ
せ
る
と
十
五
人
、
複
数
回
答
が

あ
る
に
せ
よ
回
答
者
全
体
の
三
分
の
一

に
上
る
。
一
般
の
調
査
結
果
と
比
較
す

る
と
興
味
深
い
。

一
般
の
調
査
に
よ
る
日
本
の
中
学
生
が

「
就
き
た
い
職
業
」

＜

男
子＞

１
位

Y
ouT
uber

な
ど
の
動
画
投
稿
者

２
位
プ
ロ
ｅ
ス
ポ
ー
ツ
プ
レ
イ
ヤ
ー

３
位
社
長
な
ど
の
会
社
経
営
者
・
起

業
家

４
位
Ｉ
Ｔ
エ
ン
ジ
ニ
ア
・
プ
ロ
グ
ラ
マ
ー

５
位
ゲ
ー
ム
実
況
者

＜

女
子＞

１
位
歌
手
・
俳
優
・
声
優
な
ど
の
芸

能
人

２
位

Y
ouT
uber

な
ど
の
動
画
投
稿
者

３
位
絵
を
描
く
職
業
（
漫
画
家
・
イ
ラ

ス
ト
レ
ー
タ
ー
・
ア
ニ
メ
ー
タ
ー
）

３
位
美
容
師

５
位
ボ
カ
ロ
Ｐ
（
音
声
合
成
ソ
フ
ト
楽

曲
の
ク
リ
エ
イ
タ
ー
）

５
位
デ
ザ
イ
ナ
ー
（
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
・
イ

ン
テ
リ
ア
な
ど
）

（
ソ
ニ
ー
生
命
「
中
高
生
が
思
い
描
く
将
来

に
つ
い
て
の
意
識
調
査
」

https://w
w
w
.sonylife.co.jp/

com
pany/new

s/2021/nr_210729.
htm
l

）

＜

男
子＞

１
位
会
社
員

２
位
公
務
員

３
位
Ｉ
Ｔ
エ
ン
ジ
ニ
ア
／
プ
ロ
グ
ラ
マ
ー

４
位
ゲ
ー
ム
ク
リ
エ
イ
タ
ー

５
位
教
師
／
教
員

＜

女
子＞

１
位
会
社
員

２
位
看
護
師

３
位
医
師

４
位
公
務
員

５
位
幼
稚
園
の
先
生
／
保
育
士

（
第
一
生
命
第
33
回
「
大
人
に
な
っ
た
ら
な

り
た
い
も
の
」
ア
ン
ケ
ー
ト　

https://w
w
w
.dai-ichi-life.co.jp/

com
pany/new

s/pdf/2021_072.
pdf

）

　

な
お
本
誌
の
調
査
で
「
医
療
関
係
」

に
は
、「
医
師
」「
看
護
師
」
の
ほ
か
「
心

理
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
」
や
「
い
ろ
ん
な
病

気
の
治
療
薬
を
見
つ
け
る
人
」
も
含
め

た
。
ま
た「
エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト
」

に
は
、「
映
画
監
督
」「
映
画
関
係
の
仕

事
」「
映
画
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
つ
く

る
人
」「
ハ
リ
ウ
ッ
ド
で
働
く
人
」「
ゲ

ー
ム
プ
ロ
グ
ラ
マ
ー
」
が
含
ま
れ
て
い

る
。
同
様
に
「
航
空
宇
宙
」
に
は
「
宇

宙
飛
行
士
」「
パ
イ
ロ
ッ
ト
」「
キ
ャ
ビ

ン
ア
テ
ン
ダ
ン
ト
」「
管
制
官
」
を
合

算
し
た
。

　

ち
な
み
に
「
そ
の
他
」
に
は
、
そ
れ

ぞ
れ
一
人
ず
つ
し
か
回
答
の
な
か
っ
た

下
記
の
記
述
を
ま
と
め
た
。
美
容
師
、

気
象
予
報
士
、
量
子
物
理
学
者
、
文
房

具
の
開
発
者
、
消
防
士
、
パ
テ
ィ
シ
エ
、

イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
。

何
に
な
り
た
い
？

アンケートから

6

2

7

23

16

10

3

11

21

11

14

11

5

3

3

5

5

5

6

55

3

3

3

2

7

■ 北米

■ アジア

■ ヨーロッパ
■ 大洋州

■ 戦争と平和

■ 平等と多様性

■ 環境と自然災害

■ 犯罪を減らす

■ その他

■ １年生

■ ２年生

■ ３年生

■ 外交官

■ 国際関係

■ 英語を使う

■ 医療関係

■ エンターテインメント

■ 航空宇宙

■ サッカー選手

■ 教師

■ 建築家

■ 獣医

■ その他

キコク中学生は何になりたい？（複数回答あり）

https://www.sonylife.co.jp/company/news/2021/nr_210729.html
https://www.dai-ichi-life.co.jp/company/news/pdf/2021_072.pdf


森も
り
し
た下
湧ゆ

う

し梓
さ
ん
（
中
１
）
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森
下
さ
ん
は
、
第
一
問
「
何
に
な
り

た
い
？
」
の
回
答
と
し
て
「
医
者
、
外

交
官
、
パ
イ
ロ
ッ
ト
、
先
生
」
の
四
つ

を
列
記
し
た
。
し
か
し
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

で
話
を
聞
い
て
み
る
と
、
こ
の
ほ
か
に

も
「
警
察
官
、
消
防
士
、
研
究
者
（
分

野
は
ま
だ
決
め
て
い
な
い
）、
政
治
家
、

電
車
の
運
転
士
」
な
ど
次
か
ら
次
へ
と

出
て
く
る
。「
た
く
さ
ん
や
り
た
い
こ

と
が
あ
っ
て
、
絞
り
込
む
の
が
た
い
へ

ん
で
し
た
」
と
言
う
。「
い
つ
ご
ろ
絞

れ
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
か
ら
ま

だ
何
年
も
迷
う
と
思
い
ま
す
」

　

た
だ
、
第
一
問
の
回
答
の
理
由
と
し

て
「
お
医
者
さ
ん
は
人
の
命
を
助
け
る

仕
事
で
、
外
交
官
は
国
と
国
が
戦
争
せ

ず
に
人
の
命
を
守
っ
て
、
パ
イ
ロ
ッ
ト

は
外
国
に
夢
を
持
っ
た
人
を
支
え
て
、

先
生
は
そ
の
人
た
ち
の
知
識
を
つ
け
る
、

す
べ
て
素
晴
し
い
仕
事
だ
と
思
い
ま

す
」
と
書
き
込
ん
で
く
れ
た
通
り
、
た

く
さ
ん
の
仕
事
に
一
つ
の
共
通
点
が
あ

る
。「
人
を
支
え
る
、
助
け
る
、
命
を

守
る
」
こ
と
だ
。
第
二
問
「
ど
ん
な
こ

と
を
し
た
い
？
」
の
回
答
も
「
人
を
助

け
る
、
ま
た
は
支
え
た
い
」
だ
し
、
第

三
問
「
ど
ん
な
大
人
に
な
り
た
い
？
」

の
回
答
も
「
人
を
支
え
ら
れ
る
人
」
と

一
貫
し
て
い
る
。
過
去
の
偉
人
の
伝
記

を
読
む
の
が
好
き
で
、
な
か
で
も
印
象

に
残
っ
て
い
る
も
の
と
し
て
野
口
英
世
、

北
里
柴
三
郎
、
杉
原
千
畝
、
渋
沢
栄
一

を
挙
げ
て
く
れ
た
。

　

彼
は
第
四
問
「
ほ
か
に
ど
ん
な
夢
が

あ
る
？
」に
は
、「
人
を
幸
せ
に
し
た
い
」

と
回
答
し
て
い
る
。
そ
の
理
由
は
「
人

を
幸
せ
に
す
る
と
、
自
分
も
幸
せ
に
な

れ
る
か
ら
で
す
」。
実
際
フ
ラ
ン
ス
で
、

仲
間
外
れ
に
さ
れ
て
い
た
子
を
苦
労
し

て
仲
間
に
入
れ
る
よ
う
に
し
た
こ
と
も
、

い
つ
も
成
績
を
争
い
ラ
イ
バ
ル
視
さ
れ

て
い
た
子
に
勉
強
を
教
え
て
あ
げ
て
、

お
互
い
に
も
っ
と
楽
し
く
な
っ
た
こ
と

も
あ
っ
た
そ
う
だ
。

　

あ
え
て
「
人
の
幸
せ
っ
て
、
何
だ
と

思
う
？
」
と
い
う
超
難
問
を
ぶ
つ
け
て

み
た
。

　
「
人
そ
れ
ぞ
れ
だ
と
思
い
ま
す
け
ど
、

た
と
え
ば
家
族
と
い
っ
し
ょ
に
い
た
り

友
達
と
遊
ん
だ
り
し
て
笑
っ
て
い
る
こ

と
。
心
が
癒
や
さ
れ
た
り
落
ち
着
い
た

り
ス
ト
レ
ス
を
忘
れ
た
り
、
そ
れ
が
幸

せ
だ
と
思
う
ん
で
す
」

　

彼
は
第
一
問
か
ら
第
四
問
ま
で
す
べ

て
の
回
答
の
実
現
可
能
性
に
「
５
（
実

現
で
き
る
）」
と
力
強
く
答
え
て
い
る

が
、
第
四
問
に
つ
い
て
は
「
も
う
何
人

か
幸
せ
に
で
き
た
の
で
、
実
現
で
き
る

と
思
い
ま
す
」
と
高
ら
か
に
書
き
込
ん

で
い
た
。

今春、桜の下で弟と（左が本人）

親
友
た
ち
と
川
で
ク
ル
ー
ズ

（
前
列
左
が
本
人
）

長
年
通
っ
た
学
校
を
バ
ッ
ク
に
、カ
ー
ニ
バ
ル
で
ナ
ポ

レ
オ
ン
の
衣
装
を
着
て（
右
が
本
人
）

な
り
た
い
も
の
が

多
す
ぎ
て

５
歳
か
ら
11
歳
ま
で
フ
ラ
ン
ス

に
滞
在
、
現
地
校

インタビューから



千ち

ば葉
真さ

な

さ
ん
（
中
３
）
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千
葉
さ
ん
が
第
一
問
の
答
と
し
て
書

い
た
の
は
「
英
語
を
強
み
に
し
て
働
く
、

も
し
く
は
海
外
で
働
き
た
い
」。

　

じ
つ
は
千
葉
さ
ん
が
ア
メ
リ
カ
で
暮

ら
し
た
の
は
、
お
母
さ
ん
が
英
語
教
授

法
を
学
ぶ
た
め
に
留
学
し
た
か
ら
。
お

父
さ
ん
も
理
科
の
教
師
だ
が
、「
英
語

は
か
ら
っ
き
し
」
だ
そ
う
だ
。

　

本
人
は
年
長
の
と
き
に
渡
米
し
、
最

初
の
こ
ろ
は
英
語
が
わ
か
ら
な
か
っ
た

が
、
夏
休
み
に
近
所
の
子
ど
も
た
ち
と

遊
ん
で
い
る
う
ち
に
「
い
つ

の
間
に
か
話
せ
る
よ
う
に
な

っ
た
」
と
言
う
。
小
学
校
二

年
生
で
帰
国
し
た
あ
と
も
英

語
を
学
び
続
け
、「
帰
っ
て

か
ら
も
上
達
し
続
け
て
い

る
」
と
語
る
。
中
学
校
に
入

る
と
文
法
も
学
ぶ
よ
う
に
な

っ
た
か
ら
、
た
と
え
ば
「
三

単
現
の
ｓ
」
な
ん
て
こ
と
も

初
め
て
知
っ
た
そ
う
だ
。

　
「
お
母
さ
ん
と
同
じ
よ
う
に
『
教
え

る
』
仕
事
に
興
味
が
あ
る
の
？
」
と
尋

ね
る
と
、「
興
味
は
あ
る
け
ど
、
い
ま

友
達
に
聞
か
れ
る
と
答
え
る
の
が
難
し

い
と
思
う
か
ら
、先
生
で
は
な
い
か
な
」

と
答
え
て
く
れ
た
。

　
「
友
達
は
日
本
語
か
ら
考
え
て
『
こ

れ
は
何
て
言
う
の
？
』
っ
て
聞
い
て
く

る
け
ど
、
私
は
英
語
か
ら
考
え
ち
ゃ
う

か
ら
、
説
明
し
に
く
い
。
だ
か
ら
『
ど

う
し
た
ら
英
語
が
で
き
る
よ
う
に
な

る
？
』
っ
て
聞
か
れ
る
と
、
留
学
を
勧

め
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
」

　

彼
女
に
と
っ
て
「
英
語
を
強
み
に
し

て
働
く
」
と
は
、
た
と
え
ば
「
会
社
員

と
し
て
、
海
外
の
人
と
も
積
極
的
に
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
っ
て
働
く
」

こ
と
。
業
種
は
ま
だ
イ
メ
ー
ジ
が
湧
か

な
い
が
、
大
学
生
ぐ
ら
い
に
な
っ
た
ら

お
母
さ
ん
と
同
様
に
留
学
を
経
験
し
て

み
た
い
。

　

第
二
問
「
ど
ん
な
こ
と
を
し
た
い
？
」

の
答
は
「
い
ろ
い
ろ
な
国
の
人
と
い
ろ

い
ろ
な
言
語
で
話
す
」。
ア
メ
リ
カ
で

住
ん
で
い
た
町
は
大
学
の
近
く
で
、
中

国
や
イ
ラ
ン
、
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
や
ウ

ル
グ
ア
イ
な
ど
か
ら
来
て
い
る
友
達
が

い
た
。
イ
ラ
ン
か
ら
来
て
い
た
子
は
彼

女
よ
り
も
四
歳
年
上
。
最
初
の
こ
ろ
に

声
を
か
け
て
遊
び
に
誘
い
出
し
て
く
れ

た
人
で
、
い
ま
で
も
連
絡
を
取
り
合
っ

て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
国
の
料
理
を
学

校
に
持
ち
寄
る
日
に
は
、
千
葉
さ
ん
が

持
っ
て
い
っ
た
お
い
な
り
さ
ん
と
、
イ

ラ
ン
の
辛
い
料
理
を
交
換
し
た
り
も
し

た
。
第
二
問
の
答
の
理
由
は
「
さ
ま
ざ

ま
な
国
の
人
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
国
の
文

化
に
つ
い
て
学
ん
だ
り
、
教
え
合
っ
た

り
す
る
の
が
楽
し
い
」
と
書
い
て
く
れ

て
い
る
。

　

さ
ら
に
第
三
問
「
ど
ん
な
大
人
に
な

り
た
い
？
」
に
は
「
い
ろ
い
ろ
な
考
え

方
、
文
化
、
言
語
が
あ
る
ん
だ
と
し
っ

か
り
わ
か
っ
て
い
る
が
、
新
し
い
こ
と

を
学
ぶ
こ
と
を
や
め
な
い
大
人
」
と
答

え
、
そ
の
理
由
と
し
て
「
人
種
差
別
な

ど
は
互
い
の
文
化
の
尊
重
が
足
り
な
か

っ
た
り
、

知
ら
な
か

っ
た
り
す

る
か
ら
起

こ
っ
て
い

る
と
も
い
え
る
と
思
う
。
だ
か
ら
私
は

理
解
す
る
よ
う
に
努
め
た
い
。
そ
し
て
、

こ
れ
く
ら
い
知
っ
て
い
れ
ば
い
い
や
で

は
な
く
、
も
っ
と
も
っ
と
た
く
さ
ん
の

こ
と
を
知
ろ
う
と
し
た
い
」
と
書
い
て

い
る
。

　
「
だ
っ
て
、
知
れ
ば
知
る
ほ
ど
も
っ

と
知
り
た
く
な
る
か
ら
」
と
は
、
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
で
の
せ
り
ふ
だ
。
実
際
、
中

学
校
に
入
っ
て
か
ら
箏こ

と

や
三
味
線
を
習

い
は
じ
め
、「
楽
し
く
て
仕
方
な
い
」
そ

う
だ
。

　

お
母
さ
ん
が
テ
レ
ビ
で
外
国
の
ニ
ュ

ー
ス
を
見
る
と
き
は
、
い
つ
も
そ
ば
で

い
っ
し
ょ
に
見
て
い
る
。
も
と
が
英
語

だ
っ
た
も
の
は
英
語
の
音
声
で
聞
く
。

そ
こ
に
お
母
さ
ん
の
解
説
が
つ
く
。
さ

ら
に
英
語
で
書
か
れ
た
物
語
な
ど
は
英

語
の
原
書
で
読
む
よ
う
に
し
て
い
る
し
、

自
分
で
も
日
記
や
物
語
を
英
語
で
書
く

努
力
を
続
け
て
い
る
。 昨年末、箏の勉強会で

渡米して４カ月、初めて
スクールバスで登下校
した日に

お
母
さ
ん
の

あ
と
を
追
っ
て

幼
稚
園
年
長
か
ら
小
学
校
１
年
生
ま
で

ア
メ
リ
カ
・
コ
ロ
ラ
ド
州
に
滞
在
、
現
地
校

インタビューから
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ア
ン
ケ
ー
ト
の
第
二
問
は
、「
ど
ん

な
こ
と
を
し
た
い
？
」。

　

こ
れ
に
対
す
る
回
答
は
、
大
き
く
分

け
て
二
つ
に
な
っ
た
。
一
つ
は
人
と
の

関
係
で
答
え
る
考
え
方
。
た
と
え
ば
「

人
を
助
け
る
・
支
え
る
」
が
五
人
、「
人

の
役
に
立
つ
」
が
四
人
、「
人
を
笑
顔

に
さ
せ
る
・
楽
し
ま
せ
る
・
希
望
を
与

え
る
」
が
四
人
な
ど
。

　

も
う
一
つ
は「
世
界
中
を
旅
し
た
い
」

「
世
界
中
に
住
み
た
い
」
な
ど
、
生
き

る
場
所
を
め
ぐ
る
答
え
方
。「
日
本
を

離
れ
た
い
」
か
ら
、「
フ
ラ
ン
ス
、
イ

ギ
リ
ス
に
行
き
た
い
」
ま
で
、
全
部
で

十
人
い
た
。

　

こ
れ
以
外
に
特
徴
的
な
答
を
拾
う
と
、

第
一
問
で
「
建
築
士
」
と
答
え
た
う
ち

の
二
人
は
そ
れ
ぞ
れ
「
そ
の
人
に
合
っ

た
家
を
設
計
し
て
つ
く
る
」「
千
年
残

る
建
物
を
つ
く
り
た
い
」
と
具
体
的
。

ほ
か
に
は
「
電
車
の
事
故
の
件
数
を
減

ら
し
た
い
」「
慈
善
に
お
金
を
あ
げ
ら

れ
る
方
法
を
見
つ
け
た
い
」「
大
き
な

こ
と
を
成
し
遂
げ
た
い
」「
平
穏
な
生

活
を
送
り
た
い
」
な
ど
が
あ
っ
た
。

　

第
三
問
「
ど
ん
な
大
人
に
な
り
た

い
？
」
に
は
、
も
の
す
ご
く
多
様
な
回

答
が
寄
せ
ら
れ
た
の
で
、
単
純
に
羅
列

し
て
み
る
。

●

誰
に
で
も
優
し
い
大
人
。

●

自
分
の
意
思
を
持
っ
て
自
立
し
た
大

人
。

●

社
会
の
ル
ー
ル
を
守
れ
る
大
人
。

●

人
を
支
え
ら
れ
る
人
。

●

人
か
ら
慕
わ
れ
、
人
の
役
に
立
つ
優

し
い
人
。

●

知
性
的
な
大
人
。

●

頭
の
よ
い
大
人
。

●

世
界
を
よ
く
す
る
大
人
。

●

み
ん
な
か
ら
尊
敬
さ
れ
る
人
。

●

母
の
よ
う
な
人
。

●

人
生
が
充
実
し
て
い
る
人
。

●

信
頼
さ
れ
る
人
間
に
な
り
た
い
。

●

話
を
聞
く
の
が
上
手
で
、
物
事
を
よ

く
理
解
し
て
自
分
の
意
見
を
持
っ
て

い
る
賢
い
大
人
。

●

つ
ら
い
こ
と
で
も
最
後
ま
で
あ
き
ら

め
ず
に
最
後
ま
で
や
り
通
せ
る
人
。

●

仲
間
が
多
い
人
。

●
「
あ
り
が
と
う
」「
ご
め
ん
な
さ
い
」

が
し
っ
か
り
言
え
る
人
。

●

多
角
的
な
視
野
を
持
っ
た
大
人
。

●

海
外
の
人
と
の
か
け
橋
に
な
れ
る
大

人
。

●

人
を
笑
顔
に
で
き
る
人
。

●

正
義
感
が
あ
る
、
頼
り
に
な
る
人
。

●

健
康
で
笑
顔
が
絶
え
な
い
人
で
あ
り

た
い
。

●

ど
ん
な
無
理
な
こ
と
で
も
周
り
の
人

や
自
分
の
夢
を
あ
き
ら
め
な
い
で
追

え
る
人
に
な
り
た
い
で
す
。
間
違
っ

た
こ
と
を
し
て
も
、
ち
ゃ
ん
と
そ
れ

か
ら
学
ん
で
も
っ
と
も
っ
と
成
功
と

失
敗
を
し
て
い
き
た
い
で
す
。

●

人
や
も
の
を
輝
か
せ
ら
れ
る
大
人
に

な
り
た
い
。

●

物
事
を
い
ろ
ん
な
方
向
か
ら
見
ら
れ

る
人
。

●

は
っ
き
り
自
分
の
意
見
を
言
え
る
、

自
分
の
非
を
認
め
ら
れ
る
大
人
。

●

い
ろ
い
ろ
な
子
ど
も
た
ち
の
手
本
と

な
る
人
物
に
な
り
た
い
。

　

ア
ン
ケ
ー
ト
の
第
四
問
は
、
第
一
問

か
ら
第
三
問
ま
で
を
踏
ま
え
て
、
そ
れ

だ
け
で
は
書
き
き
れ
な
い
こ
と
を
考
え

て
も
ら
お
う
と
し
た
。
結
果
と
し
て
十

四
人
が
無
回
答
で
、
ほ
か
に
は
第
一
問

か
ら
第
三
問
ま
で
の
答
と
類
似
の
も
の

が
並
ん
だ
。
た
と
え
ば
「
何
に
な
り
た

い
」
に
類
す
る
も
の
と
し
て
は
、「
小

さ
く
っ
てcozy

な
カ
フ
ェ
と
か
つ
く

れ
た
ら
い
い
な
ー
と
も
思
い
ま
す
」
な

ど
、
職
業
の
第
二
候
補
を
挙
げ
る
人
が

数
人
い
た
。

　

ま
た
「
ど
ん
な
こ
と
を
し
た
い
」
に

近
い
回
答
と
し
て
は
、「
通
っ
て
い
た

学
校
の
仲
間
と
の
再
会
」「
生
ま
れ
た

国
や
住
ん
だ
国
に
父
と
母
を
連
れ
て
い

き
た
い
」「
自
分
の
得
意
、
好
き
を
仕

事
に
す
る
」「
犬
と
猫
を
飼
う
」、「
お

金
持
ち
に
な
り
た
い
」。

　

そ
し
て「
ど
ん
な
大
人
に
な
り
た
い
」

に
似
た
も
の
と
し
て
は
「
い
い
家
族
を

つ
く
っ
て
、
い
い
母
に
な
る
」「
豊
か

な
心
を
持
ち
、
将
来
の
子
ど
も
や
孫
に

憧
れ
ら
れ
る
人
に
な
り
た
い
」「I 

w
ant to not be lonely. W

hether 
it be a relationship or having 
m
any friends, I w

ant adulthood 
to be as lively as possible.

（
寂
し

く
な
い
暮
ら
し
を
し
た
い
。
家
族
で
も

友
達
で
も
、
充
実
し
て
活
気
の
あ
る
大

人
に
な
り
た
い
）」
な
ど
な
ど
。

ど
ん
な
こ
と
を

し
た
い
？

ど
ん
な
大
人
に

な
り
た
い
？

アンケートから

ほ
か
に
、

ど
ん
な
夢
が
あ
る
？
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大
里
さ
ん
の
回
答
の
な
か
で
異
彩
を

放
っ
て
い
た
の
は
、
第
三
問
。「
自
分

の
意
思
を
持
っ
て
立
派
で
自
立
し
た
大

人
」
は
い
い
と
し
て
、
そ
の
理
由
と
し

て
「
結
婚
し
な
く
て
も
ひ
と
り
で
生
き

て
い
け
る
よ
う
に
」
と
書
い
て
い
た
。

さ
ら
に
第
二
問
の
答
は
「
日
本
を
離
れ

た
い
」。
そ
の
理
由
は
「
少
子
高
齢
化
、

税
金
、
近
年
の
世
界
情
勢
に
お
け
る
日

本
の
未
来
へ
の
不
安
な
ど
」。

　

こ
の
回
答
の
背
景
が
知
り
た
く
て
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
を
お
願
い
し
た
。
ま
ず
大

前
提
と
し
て
話
し
て
く
れ
た
の
は
、「
日

本
が
嫌
い
だ
か
ら
海
外
に
住
み
た
い
の

で
は
な
く
て
、
日
本
は
大
好
き
」
だ
と

言
う
。「
日
本

人
は
礼
儀
正
し

い
し
、
日
本
は

外
国
人
に
と
っ

て
も
住
み
や
す

い
国
だ
と
思
い

ま
す
。
そ
れ
に

私
は
日
本
食
が
大
好
き
。
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
に
い
た
こ
ろ
は
あ
ま
り
外
食
が
好

き
じ
ゃ
な
か
っ
た
け
ど
、
和
食
は
何
よ

り
も
お
い
し
い
！
」
と
語
っ
て
く
れ
た
。

　

し
か
し
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
の
暮
ら

し
は
、
本
人
だ
け
で
な
く
ご
両
親
に
と

っ
て
も
快
適
だ
っ
た
よ
う
だ
。「
お
父

さ
ん
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
い
た
こ
ろ

の
方
が
残
業
も
少
な
か
っ
た
み
た
い
だ

し
、
楽
し
そ
う
だ
っ
た
。
お
母
さ
ん
も

お
父
さ
ん
も
『
ま
た
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

に
行
き
た
い
』
と
言
っ
て
い
る
し
、
日

本
が
大
好
き
な
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
に
も

『
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
は
日
本
よ
り
地
震

も
少
な
い
し
平
和
だ
し
安
心
』
と
言
わ

れ
る
」
そ
う
だ
。
本
人
も
、
日
本
の
中

学
校
に
入
っ
た
ら
上
下
関
係
が
厳
し
く

て
苦
労
し
た
け
れ
ど
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
で
は
も
っ
と
緩
く
て
自
由
だ
っ
た
と

ふ
り
返
る
。

　

帰
国
後
の
忙
し
そ
う
な
お
母
さ
ん
を

見
て
い
る
と
、「
私
は
子
ど
も
が
育
つ

の
を
見
守
る
よ
り
も
、
自
分
の
た
め
に

ひ
と
り
の
時
間
を
使
っ
て
自
由
に
暮
ら

し
た
い
し
、
自
分
で
稼
い
で
ひ
と
り
で

使
い
た
い
と
思
う
」
の
だ
と
言
う
。
そ

し
て
そ
れ
を
実
現
す
る
た
め
の
、
第
一

問
の
答
は
「
看
護
師
」。
テ
レ
ビ
や
Ｓ

Ｎ
Ｓ
を
通
じ
て
コ
ロ
ナ
禍
で
奮
闘
す
る

医
療
従
事
者
の
姿
を
見
て
憧
れ
た
し
、

病
気
で
入
院
し
が
ち
な
友
達
を
見
守
る

看
護
師
さ
ん
に
も
触
発
さ
れ
た
。「
お

医
者
さ
ん
は
体
を
治
す
ん
だ
と
思
う
ん

で
す
け
ど
、
看
護
師
さ
ん
は
心
を
治
す

仕
事
だ
と
思
っ
て
い
る
ん
で
す
。
そ
の

方
が
私
に
は
向
い
て
い
る
し
、
お
医
者

さ
ん
に
な
る
に
は
ち
ょ
っ
と
ハ
ー
ド
ル

が
高
す
ぎ
て
」
と
、
自
分
を
評
価
す
る

目
も
冷
静
だ
。
将
来
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

で
看
護
師
と
し
て
働
く
た
め
に
、
い
ま

は
基
本
的
な
英
語
を
身
に
つ
け
る
べ
く

が
ん
ば
っ
て
い
る
。「
看
護
師
と
し
て

使
う
医
学
な
ど
の
専
門
用
語
は
、
大
学

に
入
っ
て
か
ら
か
な
」

　

そ
ん
な
大
里
さ
ん
だ
が
、
第
三
問
の

実
現
可
能
性
は「
３（
＝
わ
か
ら
な
い
）」

と
、
ち
ょ
っ
と
消
極
的
。
そ
の
理
由
と

し
て
書
い
て
く
れ
た
「
自
分
の
こ
と
を

し
っ
か
り
や
ら
な
い
と
自
立
で
き
な
い

か
ら
」
に
つ
い
て
よ
り
深
い
と
こ
ろ
を

聞
く
と
、「
日
本
に
い
る
と
周
り
の
友

達
に
合
わ
せ
て
し
ま
う
こ
と
が
多
く
て
、

自
分
の
気
持
ち
を
素
直
に
言
う
の
が
得

意
で
は
な
く
な
っ
た
ん
で
す
。
そ
れ
も

あ
っ
て
『
ひ
と
り
で
い
た
い
』
と
思
う

よ
う
に
な
っ
た
ん
で
す
け
ど
…
…
」
と

言
う
。
そ
の
分
を
差
し
引
い
て
の「
３
」

だ
っ
た
の
だ
。
つ
ま
り
「
周
り
の
人
に

惑
わ
さ
れ
ず
に
自
分
の
意
思
を
大
切
に

で
き
る
人
に
な
り
た
い
」
と
い
う
こ
と
。

「
い
ま
は
結
婚
願
望
も
あ
り
ま
せ
ん
け

ど
、
ま
ず
自
立
し
た
う
え
で
、
結
婚
し

た
く
な
っ
た
ら
考
え
れ
ば
い
い
か
な
」

と
展
望
し
て
い
る
。

現地校の最終日に、友達と
妹と(左から２人目が本人)

中学校の入学式の日に

家
族
で
ウ
ル
ル
に
旅
行

 (

右
か
ら
２
人
目
が
本
人)

小
学
校
１
年
生
か
ら
４
年
生
ま
で

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
滞
在
、
現
地
校

自
主
独
立
の
精
神

インタビューから
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稲
熊
さ
ん
の
第
一
問
「
何
に
な
り
た

い
？
」
の
回
答
は
「
キ
ャ
ビ
ン
ア
テ
ン

ダ
ン
ト
」
だ
っ
た
。
て
っ
き
り
国
際
線

に
乗
務
し
た
い
の
だ
と
思
っ
た
ら
、
違

っ
た
。「
ま
ず
は
国
内
線
に
乗
っ
て
、

日
本
国
内
を
あ
ち
こ
ち
飛
び
回
り
た

い
」
と
言
う
。
社
会
科
の
授
業
で
日
本

国
内
の
い
ろ
い
ろ
な
地
域
の
文
化
に
つ

い
て
学
び
、
そ
れ
ぞ
れ
の
文
化
に
触
れ

た
い
と
思
っ
た
そ
う
だ
。
こ
れ
ま
で
に

訪
れ
た
な
か
で
印
象
に
残
っ
て
い
る
の

は
、
京
都
・
二
条
城
の
「
う
ぐ
い
す
張

り
の
廊
下
」。
そ
の
上
を
歩
く
と
床
が

う
ぐ
い
す
の
声
の
よ
う
に
鳴
る
。「
い

ま
、
次
に
行
き
た
い
と
こ
ろ
は
？
」
と

聞
く
と
、「
授
業
で
写
真
を
見
せ
て
も

ら
っ
た
ん
で
す
け
ど
、
昔
な
が
ら
の
古

く
て
美
し
い
街
並
み
…
…
ど
こ
だ
っ
た

っ
け
？　

島
根
か
鳥
取
の
方
」
と
言
う
。

「
あ
と
で
思
い
出
し
た
ら
教
え
て
」
と

お
願
い
し
て
お
い
た
ら
、
写
真
つ
き
の

メ
ー
ル
で
島
根
県
の
「
石
見
銀
山
」
だ

と
紹
介
し
て
く
れ
た
。「
昔
の
家
と
か
、

日
本
の
伝
統
文
化
に
興
味
が
あ
る
ん
で

す
」

　

稲
熊
さ
ん
は
、
キ
ャ
ビ
ン
ア
テ
ン
ダ

ン
ト
の
ほ
か
に
も
う
一
つ
「
何
に
な
り

た
い
か
」
と
聞
か
れ
れ
ば
、「
イ
ラ
ス

ト
レ
ー
タ
ー
」
と
答
え
る
。「
風
景
を

描
く
の
も
好
き
で
す
け
ど
、
最
近
は
ア

ニ
メ
系
の
も
の
を
よ
く
描
い
て
い
る
か

な
」
と
言
い
つ
つ
、「
一
時
期
は
ア
ニ

メ
や
ゲ
ー
ム
関
係
の
仕
事
に
就
く
こ
と

も
考
え
た
ん
で
す
が
、
日
本
だ
と
お
給

料
が
安
い
の
で
、
別
の
道
を
考
え
て
い

ま
す
」と
現
実
を
見
据
え
て
い
る
。「
画

材
店
で
働
く
の
も
い
い
か
な
」
と
い
う

の
は
、
実
現
可
能
性
が
ぐ
っ
と
高
く
な

り
そ
う
だ
。

　
「
自
分
で
満
足
が
い
く
ま
で
、
ず
っ

と
描
き
続
け
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

自
分
の
人
生
は
一
度
き
り
な
の
で
、
自

分
が
好
き
な
よ
う
に
生
き
た
い
。
自
分

の
や
り
た
い
こ
と
を
や
り
遂
げ
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
」
と
話
し
て
く
れ
た
。

現
地
の
小
学
校
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
・
ク
ラ
ス
で
、親
友

のLuz

と
共
に (

左
が
本
人)

カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
の
ビ
ー
チ
で

©石見観光振興協議会

石
見
銀
山
の
街
並
み

今年の５月、妹の誕生会で

小
学
校
３
年
生
か
ら
６
年
生
ま
で
ア
メ
リ
カ
・
カ

リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
に
滞
在
、
現
地
校
＋
補
習
授
業
校

日
本
中
を
旅
し
た
い

インタビューからアンケートから
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今
回
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
第
一
問

か
ら
第
四
問
ま
で
で
そ
れ
ぞ
れ
の
個
人

的
な
「
将
来
の
夢
」
を
聞
い
た
が
、
第

五
問
と
し
て
「
あ
な
た
は
、
い
ま
か
ら

十
年
後
か
二
十
年
後
、
ど
ん
な
世
界
、

ど
ん
な
世
の
中
に
な
っ
て
い
た
ら
い
い

と
思
い
ま
す
か
？
」
と
尋
ね
て
い
る
。

さ
ら
に
第
六
問
は
、「
第
五
問
の
答
を

実
現
す
る
た
め
に
、
い
ま
か
ら
あ
な
た

に
で
き
る
こ
と
は
何
で
し
ょ
う
？
」
だ
。

　

第
五
問
の
答
は
、
ま
ず
「
戦
争
」
と

「
平
和
」
の
い

ず
れ
か
の
こ
と

ば
を
使
っ
た
回

答
が
十
四
人
と

最
も
多
か
っ
た
。

次
に
「
平
等
」

あ
る
い
は
「
多

様
性
」「
差
別
」

に
触
れ
た
も
の

が
十
一
人
。
こ

の
ほ
か
ゴ
ミ
問

題
を
含
め
て
環

境
や
自
然
災
害

に
関
す
る
答
が

五
人
、
犯
罪
を

減
ら
し
た
い
と
い
う
人
が
三
人
い
た
。

　

具
体
的
に
見
て
い
こ
う
。
ま
ず
「
戦

争
の
な
い
平
和
な
世
界
」
と
い
う
回
答

は
、
ほ
と
ん
ど
同
じ
こ
と
ば
遣
い
の
人

が
五
人
も
い
た
。
こ
の
ほ
か
、「
戦
争

が
な
い
、
誰
も
が
暮
ら
し
や
す
い
と
思

え
る
世
界
」「
平
和
で
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
が
実

現
さ
れ
て
い
る
世
界
」
な
ど
。

　

次
に
「
平
等
と
多
様
性
」
に
ま
と
め

た
な
か
に
は
、「
ど
ん
な
国
か
ら
来
て

も
、
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ
＋
で
も
、
み
ん
な
同

じ
よ
う
に
扱
わ
れ
る
世
界
」「
す
べ
て

の
人
が
平
等
に
笑
え
て
、
仲
が
い
い
世

界
」「
人
間
が
い
が
み
合
う
こ
と
の
な

い
、
多
様
性
が
認
め
ら
れ
た
差
別
さ
れ

な
い
世
界
」「
生
ま
れ
も
っ
て
選
べ
な

い
こ
と
に
つ
い
て
差
別
、
格
差
が
な
い

世
界
」
な
ど
の
回
答
が
あ
っ
た
。

　

こ
の
ほ
か
、「
ゴ
ミ
が
ポ
イ
捨
て
さ

れ
て
い
な
い
世
界
」「
人
類
す
べ
て
が

協
力
し
て
ほ
ん
と
う
に
発
展
で
き
る
、

自
然
と
共
存
で
き
る
社
会
」「
警
察
が

必
要
の
な
い
ぐ
ら
い
安
全
な
世
界
」「
コ

ロ
ナ
が
終
わ
っ
て
い
る
世
界
」「
困
っ

て
い
る
人
が
あ
た
り
ま
え
の
よ
う
に
声

を
上
げ
ら
れ
る
世
界
」「
支
え
合
う
こ

と
が
で
き
る
世
界
」
な
ど
。

　

全
体
を
代
表
す
る
よ
う
な
「
人
類
す

べ
て
が
協
力
し
て
ほ
ん
と
う
に
発
展
で

き
る
、自
然
と
共
存
で
き
る
社
会
」「A

 
peaceful and m

ore quiet w
orld 

aw
ay from

 danger and also a 
w
orld that is less polluted and 

m
ore politically stable.

（
平
和
で

落
ち
着
い
た
、
危
険
が
な
く
汚
染
も
減

り
、
政
治
的
に
安
定
し
た
世
界
）」「
差

別
、
戦
争
の
な
い
、
互
い
の
国
や
人
が

自
己
中
心
的
な
考
え
を
で
き
る
だ
け
持

た
な
い
世
界
」
な
ど
の
回
答
も
あ
っ
た
。

　

悲
観
的
な
も
の
と
し
て
は
「I w

ant 
there to be a w

orld at least. T
he 

w
ay things are going, w

e're 
destroying the w

orld from
 the 

inside out. I w
ant the w

orld to 
be back to its original beauty.（

少

な
く
と
も
世
界
が
存
続
し
て
い
て
ほ
し

い
。
こ
の
ま
ま
だ
と
私
た
ち
は
こ
の
世

界
を
ま
る
ご
と
壊
そ
う
と
し
て
い
る
よ

う
に
思
え
る
。
世
界
が
も
と
も
と
の
美

し
さ
を
取
り
戻
し
て
ほ
し
い
）」
と
い

う
意
見
も
あ
っ
た
が
、「
不
平
等
が
な

く
平
和
な
世
界
に
な
っ
て
い
る
と
思
い

ま
す
」
と
い
う
楽
観
的
な
見
通
し
を
書

い
て
く
れ
た
人
も
い
た
。

　

一
方
、
第
六
問
「
い
ま
か
ら
あ
な
た

に
で
き
る
こ
と
は
何
で
し
ょ
う
？
」
は
、

こ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
唯
一
、
学
年
に
よ

っ
て
回
答
の
傾
向
に
差
が
見
ら
れ
る
も

の
と
な
っ
た
。
一
年
生
で
は
「
人
と
仲

よ
く
な
る
」「
勉
強
す
る
」
と
抽
象
的

だ
が
、
三
年
生
に
な
る
と
「
自
分
の
経

験
を
生
か
し
て
、
日
本
人
の
外
国
へ
の

嫌
悪
感
を
な
く
せ
る
よ
う
に
す
る
」「
自

分
で
で
き
る
こ
と
を
や
り
な
が
ら
、
人

に
も
情
報
を
広
め
協
力
し
て
も
ら
う
」

「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
で
、
い
ま
起

き
て
い
る
人
種
差
別
や
男
女
差
別
問
題

を
世
界
中
の
皆
に
伝
え
る
」「
い
ろ
ん

な
国
の
人
の
文
化
や
言
語
の
違
い
な
ど

を
理
解
し
、
交
流
で
き
る
場
所
を
つ
く

れ
た
ら
い
い
な
と
思
っ
た
」
な
ど
と
自

分
に
で
き
る
こ
と
か
ら
具
体
的
に
提
案

す
る
回
答
が
増
え
て
く
る
よ
う
に
感
じ

た
。

　

な
お
二
年
生
の
な
か
か
ら
め
ぼ
し
い

回
答
を
拾
う
と
、「
戦
争
の
こ
と
を
し

っ
か
り
学
び
、
軽
視
し
な
い
こ
と
と
他

人
事
だ
と
思
わ
な
い
こ
と
。
ま
た
自
然

災
害
は
予
防
で
き
な
い
け
ど
、
そ
れ
に

対
応
す
る
力
、
知
識
を
つ
け
る
こ
と
が

で
き
る
」「
誰
か
に
頼
ま
れ
る
前
に
困

っ
て
い
る
人
た
ち
を
助
け
る
。
そ
の
た

め
に
自
分
の
視
野
を
広
げ
る
」「
物
事

を
ち
ゃ
ん
と
考
え
て
正
し
い
か
ど
う
か

判
断
す
る
こ
と
な
ら
、
い
ま
か
ら
で
も

で
き
る
と
思
う
」「
友
達
が
よ
く
な
い

こ
と
を
し
て
い
た
ら
注
意
す
る
」「
私

が
が
ん
ば
る
！　

ま
ず
は
漢
字
の
勉
強

で
す
ね
」
な
ど
が
あ
っ
た
。

ど
ん
な
世
の
中
に

な
っ
た
ら
い
い
と
思
う
？

14
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23

16
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3

11

21

11

14

11

5

3

3

5

5

5

6

55

3

3

3

2

7

■ 北米

■ アジア

■ ヨーロッパ
■ 大洋州

■ 戦争と平和

■ 平等と多様性

■ 環境と自然災害

■ 犯罪を減らす

■ その他

■ １年生

■ ２年生

■ ３年生

■ 外交官 

■ 国際関係

■ 英語を使う

■ 医療関係

■ エンターテインメント

■ 航空宇宙

■ サッカー選手

■ 教師

■ 建築家

■ 獣医

■ その他

アンケートから
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小
学
校
に
入
る
こ
ろ
か
ら
ず
っ
と
サ

ッ
カ
ー
を
続
け
て
い
る
酒
匂
さ
ん
に
好

き
な
チ
ー
ム
を
挙
げ
て
も
ら
う
と
、
マ

ン
チ
ェ
ス
タ
ー
・
シ
テ
ィ
、
レ
ア
ル
・

マ
ド
リ
ー
ド
、
サ
ッ
ス
オ
ー
ロ
、
バ
イ

エ
ル
ン
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
、
レ
ン
ヌ
…
…
と
、

す
ぐ
に
い
く
つ
も
並
べ
て
く
れ
た
。
ち

な
み
に
国
内
で
は
小
学
生
の
と
き
に
友

達
の
お
父
さ
ん
が
ク
ラ
ブ
関
係
者
だ
っ

た
縁
で
、
鹿
島
ア
ン
ト
ラ
ー
ズ
の
試
合

を
何
度
も
見
に
行
っ
た
こ
と
が
あ
る
そ

う
だ
。「
年
代
別
の
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ト
レ

ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
に
呼
ば
れ
る
ほ
ど

の
選
手
じ
ゃ
あ
り
ま
せ
ん
け
ど
」
と
謙

遜
し
な
が
ら
、
都
内
の
地
域
サ
ッ
カ
ー

ク
ラ
ブ
で
日
々
練
習
に
励
ん
で
い
る
。

「
プ
ロ
サ
ッ
カ
ー
選
手
」
に
な
り
た
い

と
答
え
た
実
現
可
能
性
は
「
３
（
＝
わ

か
ら
な
い
）」
だ
が
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

で
は
「
チ
ー
ム
の
練
習
で
し
っ
か
り
が

ん
ば
る
。
学
校
が
遠
く
て
忙
し
い
け
ど
、

時
間
が
あ
れ
ば
自
主
練
習
も
が
ん
ば

る
」
と
話
し
て
く
れ
た
。
ア
ン
ケ
ー
ト

に
は
「
い
ま
は
高
い
レ
ベ
ル
に
な
い
が
、

こ
れ
か
ら
の
努
力
次
第
で
変
わ
る
」
と

も
書
い
て
い
る
。

　
「
も
ち
ろ
ん
強
い
チ
ー
ム
に
入
り
た

い
で
す
け
ど
、
プ
ロ
に
な
る
こ
と
に
こ

だ
わ
る
な
ら
、
Ｊ
リ
ー
グ
の
ト
ッ
プ
で

な
く
Ｊ
３
（
三
部
リ
ー
グ
）
も
考
え
ら

れ
る
し
、
中
国
や
中
東
、
ア
フ
リ
カ
の

チ
ー
ム
に
行
く
選
択
肢
も
あ
り
ま
す
よ

ね
」

　

Ｆ
Ｉ
Ｆ
Ａ
ラ
ン
キ
ン
グ
で
欧
州
最
下

位
に
近
い
地
中
海
に
浮
か
ぶ
島
国
の
名

前
ま
で
挙
げ
て
「
そ
こ
に
も
プ
ロ
リ
ー

グ
が
あ
る
で
し
ょ
？
」
と
言
う
ぐ
ら
い

だ
か
ら
、「
世
界
中
、
ど
こ
か
に
行
け

ば
プ
ロ
に
な
れ
る
か
も
」
と
い
う
こ
と

ば
に
リ
ア
リ
テ
ィ
ー
が
あ
る
。

　

こ
の
夏
に
ア
メ
リ
カ
・
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
に
引
っ
越
す
予
定
だ
が
、
そ
こ
で
も

サ
ッ
カ
ー
を
続
け
る
こ
と
に
し
て
い
る
。

「
前
に
い
っ
し
ょ
だ
っ
た
友
達
が
イ
ギ

リ
ス
に
引
っ
越
し
て
、
す
ご
く
高
い
レ

ベ
ル
で
プ
レ
ー
し
て
い
る
ん
で
す
。
彼

も
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
来
て
有
名
な
ク
ラ

ブ
に
入
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
ん
で
す

け
ど
、
同
じ
チ
ー
ム
に
入
れ
れ
ば
い
い

な
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ま
ず
は
そ
の
ク

ラ
ブ
の
レ
ベ
ル
を
見
て
、
僕
が
入
れ
る

か
ど
う
か
、
で
す
け
ど
」
と
語
っ
て
く

れ
た
。

　

そ
ん
な
彼
が
第
二
問
「
ど
ん
な
こ
と

を
し
た
い
？
」
に
書
い
て
く
れ
た
答
は

「
サ
ッ
カ
ー
だ
け
で
な
く
何
か
世
界
の

人
た
ち
の
役
に
立
つ
」
こ
と
で
、
そ
の

た
め
に
は
「
自
分
に
何
が
で
き
て
、
そ

れ
を
ど
う
生
か
せ
る
か
を
知
る
た
め
に

は
勉
強
。
勉
強
は
年
齢
も
才
能
も
関
係

な
い
の
で
、
も
っ
と
も
っ
と
学
ん
で
い

き
た
い
」
と
言
う
。
さ
ら
に
第
四
問
で

は
「
世
界
の
争
い
を
な
く
し
た
い
」
と

書
き
、
そ
の
た
め
に
は
「
あ
き
ら
め
ず

に
力
強
く
語
り
か
け
て
い
く
こ
と
」
と

記
し
て
い
る
。
第
五
問
で
は
「
平
和
で

み
ん
な
が
自
分
の
や
り
た
い
こ
と
に
打

ち
込
ん
で
笑
え
る
世
界
」
と
答
え
て
い

る
が
、
そ
の
た
め
に
は
「
世
界
を
知
る
。

将
来
出
会
う
人
た
ち
の
た
め
に
自
分
を

磨
く
」
と
自
身
の
足
も
と
を
見
つ
め
て

い
る
。

５
歳
の
と
き
、北
京
の
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ス
ク
ー

ル
の
ス
ポ
ー
ツ
デ
イ
で（
中
央
が
本
人
）

生
後
８
カ
月
か
ら
５
歳
ま
で
、
上
海
に
３
年

と
北
京
に
２
年
、
住
ん
だ
。
幼
稚
園
は
イ
ン

タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ス
ク
ー
ル
に
通
っ
た
。

インタビューから

プ
ロ
サ
ッ
カ
ー
選
手
に

な
る
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冒
頭
で
紹
介
し
た
よ
う
に
、
森
下
さ

ん
は
第
一
問
か
ら
第
四
問
ま
で
す
べ
て

の
回
答
の
実
現
可
能
性
に
つ
い
て
「
５

（
＝
実
現
で
き
る
）」
と
答
え
て
い
る
。

そ
の
理
由
も
ま
た
「
努
力
は
裏
切
ら
な

い
と
思
う
か
ら
で
す
」「
や
っ
て
み
な

い
と
わ
か
ら
な
い
し
、
自
信
を
持
っ
て

い
る
か
ら
で
す
」。

　
「
な
ぜ
、
そ
れ
だ
け
の
自
信
を
持
て

る
よ
う
に
な
っ
た
の
？
」
と
聞
い
て
み

る
と
、
フ
ラ
ン
ス
の
学
校
で
最
高
の
成

績
を
取
っ
た
こ
と
が
あ
っ
て
、
そ
れ
で

自
信
が
つ
い
た
と
言
う
。

　

も
う
ひ
と
り
、
第
一
問
か
ら
第
四
問

ま
で
す
べ
て
の
実
現
可
能
性
を
「
５
」

と
答
え
た
の
は
、
稲
熊
さ
ん
。
そ
の
理

由
は
「
自
分
に
自
信
が
あ
る
か
ら
」
で

一
貫
し
て
い
る
。
彼
女
に
も「
な
ぜ
？
」

と
聞
い
て
み
る
と
、「
お
母
さ
ん
に
い

つ
も
、『
何
事
に
も
自
信
を
持
て
』
と

言
わ
れ
て
育
っ
た
」
と
語
っ
て
く
れ
た

が
、
彼
女
の
場
合
に
も
森
下
さ
ん
の
フ

ラ
ン
ス
で
の
体
験
同
様
、
ア
メ
リ
カ
の

現
地
校
で
「
み
ん
な
自
信
を
持
っ
て
表

現
す
る
」
姿
に
影
響
さ
れ
た
と
言
う
。

　
「
み
ん
な
明
る
い
し
、
周
り
に
左
右

さ
れ
ず
に
自
信
を
持
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
の

や
り
た
い
こ
と
を
や
っ
て
い
ま
す
よ
ね
」

　

同
様
に
大
里
さ
ん
は
「
最
初
の
こ
ろ

は
英
語
が
話
せ
な
か
っ
た
け
ど
、
だ
ん

だ
ん
わ
か
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
結

局
、
な
ん
で
も
自
分
の
や
る
気
次
第
だ

と
思
う
ん
で
す
。
自
分
は
き
ょ
う
だ
い

の
な
か
で
い
ち
ば
ん
上
だ
し
、
家
族
も

は
じ
め
は
英
語
が
で
き
な
か
っ
た
か
ら
、

誰
に
も
頼
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

メ
ン
タ
ル
も
鍛
え
ら
れ
て
強
く
な
っ
た

し
、
何
事
も
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
に
考
え
ら
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
」
と
言
う
。
彼

女
も
ま
た「
努
力
す
れ
ば
夢
は
か
な
う
」

と
記
し
て
い
る
ひ
と
り
だ
。

　

千
葉
さ
ん
は
、
海
外
に
住
む
前
に
は

「
シ
ャ
イ
だ
っ
た
」
と
言
う
。
そ
れ
で

も
自
分
か
ら
「Can you play w

ith 
m
e?

（
私
と
い
っ
し
ょ
に
遊
ん
で
く
れ

る
？
）」
と
口
に
出
し
て
一
歩
前
に
進

ん
だ
経
験
か
ら
、「
な
ん
で
も
乗
り
超

え
ら
れ
る
」
自
信
を
つ
か
ん
だ
。
帰
国

直
後
の
小
学
校
二
年
生
の
と
き
に
は
、

な
ん
で
も
す
ぐ
に
先
生
に
聞
き
に
行
く

の
で
迷
惑
が
ら
れ
て
い
た
ら
し
い
が
、

お
父
さ
ん
は
「
娘
は
自
分
で
解
決
し
よ

う
と
し
て
い
る
」
と
ほ
ほ
え
ま
し
く
見

守
っ
て
い
た
そ
う
だ
。
本
人
は
「
い
ま

は
な
ん
で
も
ま
ず
親
に
聞
く
こ
と
に
し

て
い
ま
す
け
ど
」
と
涼
し
い
顔
。

　

そ
し
て
酒
匂
さ
ん
。
プ
ロ
サ
ッ
カ
ー

選
手
に
な
れ
る
の
な
ら
世
界
の
ど
こ
の

リ
ー
グ
で
も
い
い
と
い
う
視
野
の
広
さ

は
、
彼
が
キ
コ
ク
生
だ
か
ら
持
ち
得
た

も
の
だ
ろ
う
か
。
彼
が
実
現
可
能
性
と

し
て「
５
」を
つ
け
た
の
は
第
三
問「
ど

ん
な
大
人
に
な
り
た
い
？
」
に
「
人
か

ら
慕
わ
れ
、
人
の
役
に
立
っ
て
、
優
し

い
人
」
と
答
え
た
際
だ
が
、「
こ
れ
は

自
分
の
行
動
次
第
で
変
え
ら
れ
る
か

ら
」
と
、
そ
の
選
択
の
理
由
を
説
明
し

て
い
る
。「
人
と
き
ち
ん
と
向
き
合
っ

て
、
が
ん
ば
っ
て
、
人
の
こ
と
を
考
え

て
行
動
し
て
い
こ
う
と
思
っ
て
い
ま

す
」
と
決
意
を
語
っ
て
く
れ
た
。

森下湧梓さん

稲熊怜來さん

千葉真さん

大里莉音さん

酒匂悠剛さん

海
外
生
活
で

培
っ
た
自
信

まとめ
（インタビューから）
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あ
の
日
、
あ
の
地
に
は
申
し
分
の
な
い
秋
空
が
広
が
り
、
凛り
ん

と
し
て
そ
そ
り
立
つ

ワ
ー
ル
ド
ト
レ
ー
ド
セ
ン
タ
ー
ビ
ル
の
雄
姿
を
い
っ
そ
う
美
し
い
も
の
に
し
て
い
た
。

い
つ
も
の
あ
た
り
ま
え
の
朝
が
始
ま
ろ
う
と
し
て
い
た
そ
の
と
き
、
狂
気
の
蛮
行
が
ビ
ル

を
引
き
ず
り
倒
し
、
跡
形
も
な
く
粉
砕
し
よ
う
と
は
い
っ
た
い
誰
が
想
像
し
た
だ
ろ
う
。

そ
の
衝
撃
の
光
景
に
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
民
は
息
を
呑の

み
、
目
を
剥む

き
、
そ
し
て
顔
を

覆
っ
て
へ
た
り
込
ん
だ
。
あ
の
日
か
ら
二
十
一
年
目
の
秋
が
来
た
。

2022年6月、アメリカ同時多発テロ事件の犠牲者のための慰霊碑にて

“Remember “Remember 9.119.11””
忘れないあの日のこと

──── 21年目の秋に
海外生活カウンセラー  福

ふ く な が

永 佳
か つ こ

津子
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銀
行
マ
ン
だ
っ
た
篠
原
さ
ん
は
、
ワ

ー
ル
ド
ト
レ
ー
ド
セ
ン
タ
ー
の
会

議
室
で
厳
し
い
議
論
に
晒さ

ら

さ
れ
て
い
た
。

よ
か
ら
ぬ
こ
と
が
起
き
た
こ
と
は
、
甲
高

い
声
が
飛
び
込
ん
で
き
て
察
知
し
た
。

　
「
と
に
か
く
出
ろ
。
こ
の
ビ
ル
か
ら
離

れ
る
ん
だ
。
急
げ
！
」

　

篠
原
さ
ん
た
ち
は
、
わ
け
が
わ
か
ら
な

い
ま
ま
そ
の
声
に
押
さ
れ
て
階
段
に
群
が

り
、
と
に
か
く
ひ
た
す
ら
下
へ
下
へ
と
駆

け
下
り
た
。
南
棟
の
窓
か
ら
は
、
も
ろ
く

崩
れ
落
ち
る
北
棟
が
見
え
た
。
そ
の
信
じ

が
た
い
光
景
に
思
わ
ず
足
を
止
め
、
見
入

っ
た
人
た
ち
は
、
そ
の
一
瞬
の
「
立
ち
止

ま
り
」
で
命
を
失
う
こ
と
に
な
っ
た
。
と

に
か
く
時
間
と
の
勝
負
だ
っ
た
。
降
り
き

る
に
は
相
当
時
間
が
か
か
る
か
ら
と
ト
イ

レ
に
立
ち
寄
っ
た
人
た
ち
は
、
そ
の
数
分

が
命
取
り
に
な
っ
た
。

　

篠
原
さ
ん
の
脱
出
は
ビ
ル
倒
壊
と
ほ
ぼ

同
時
だ
っ
た
。
砕
け
落
ち
た
コ
ン
ク
リ
ー

ト
が
粉ふ

ん
じ
ん塵

を
巻
き
上
げ
、
空
か
ら
は
お
び

た
だ
し
い
数
の
書
類
が
舞
い
散
り
、
払
っ

て
も
払
っ
て
も
顔
に
張
り
つ
い
た
。
事
態

を
把
握
し
よ
う
に
も
混
乱
が
そ
れ
を
許
さ

な
か
っ
た
。
篠
原
さ
ん
は
全
身
を
粉
塵
に

覆
わ
れ
な
が
ら
も
、
と
に
か
く
家
に
帰
ら

ね
ば
の
一
念
で
、
重
た
い
体
を
バ
ス
停
に

運
ん
だ
。

　

途
中
で
す
れ
違
っ
た
人
た
ち
は
、
全
身

が
粉
塵
ま
み
れ
の
篠
原
さ
ん
を
見
て
、「
お

ま
え
、
す
ご
い
ぞ
。
生
き
延
び
て
き
た
の

か
」
と
駆
け
寄
り
、
抱
き
し
め
て
く
れ
た

と
い
う
。
誰
の
目
に
も
倒
壊
し
た
ビ
ル
か

ら
ほ
う
ほ
う
の
て
い
で
逃
げ
て
き
た
被
災

者
で
あ
る
こ
と
は
、
一
目
瞭
然
だ
っ
た
。

命
綱
の
バ
ス
に
乗
り
込
ん
だ
瞬
間
、
篠
原

さ
ん
は
意
識
が
遠
の
く
気
さ
え
し
た
。

　

そ
の
彼
を
見
て
、
運
転
手
が
す
か
さ
ず

聞
い
て
き
た
。

　
「
お
ま
え
の
家
は
ど
こ
だ
」

　

そ
し
て
居
合
わ
せ
た
乗
客
に
向
か
っ
て

こ
う
叫
ん
だ
。

　
「
み
ん
な
、
今
日
は
ル
ー
ト
を
変
更
し

て
、
ま
ず
は
彼
を
家
に
送
り
届
け
て
や
ろ

う
じ
ゃ
な
い
か
。
い
い
だ
ろ
う
？
」

　
「
も
ち
ろ
ん
だ
。
そ
う
し
て
や
っ
て
く

れ
」

　

乗
客
た
ち
は
口
々
に
賛
成
を
唱
え
、
励

ま
し
の
声
を
か
け
た
。
恐
怖
に
震
え
る
体

を
抱
き
し
め
て
く
れ
た
道
端
の
人
た
ち
、

一
刻
も
早
く
自
宅
に
帰
っ
て
体
を
休
め
ろ

と
ル
ー
ト
変
更
に
も
ろ
手
を
挙
げ
て
賛
成

し
て
く
れ
た
乗
客
た
ち
。
篠
原
さ
ん
は
、

見
ず
知
ら
ず
の
人
た
ち
が
寄
せ
て
く
れ
た

労い
た
わり

の
気
持
ち
が
ず
っ
と
忘
れ
ら
れ
な
い

と
言
う
。

　

卑ひ
き
ょ
う怯

な
テ
ロ
行
為
を
断
ち
切
る
に
は
、

人
と
人
が
互
い
の
考
え
の
違
い
を
知
っ
て
、

共
生
の
道
を
探
る
努
力
を
す
る
こ
と
が
大

切
だ
と
思
う
に
至
っ
た
篠
原
さ
ん
は
、
そ

の
後
、
人
生
の
軸
足
を
若
者
た
ち
の
留
学

支
援
活
動
に
置
く
決
断
を
し
た
。
コ
ロ
ナ

禍
で
海
外
と
の
接
点
が
極
端
に
狭
め
ら
れ

た
日
々
を
憂
い
な
が
ら
も
、「
外
に
出
て

違
い
を
知
る
力
を
養
え
！
」
と
熱
い
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
送
り
続
け
て
い
る
。

自
分
の
力
を
試
し
た
い
と
意
を
決
し
、

ア
メ
リ
カ
の
大
学
に
進
学
し
た
白

鳥
敦
さ
ん
は
、
優
秀
な
学
業
成
績
を
収
め
、

卒
業
後
は
実
力
を
高
く
評
価
さ
れ
て
、
ワ

ー
ル
ド
ト
レ
ー
ド
セ
ン
タ
ー
に
事
務
所
を

置
く
名
の
あ
る
ア
メ
リ
カ
の
企
業
で
働
き

は
じ
め
て
い
た
。
し
か
し
蛮
行
は
容
赦
な

く
三
十
六
歳
の
命
を
も
ぎ
取
っ
た
。

　

敦
さ
ん
の
安
否
確
認
は
手
間
取
っ
た
。

最
大
の
理
由
は
、「
日
系
企
業
の
社
員
の

安
否
確
認
は
急
が
れ
た
が
、
米
国
籍
企
業

に
勤
務
す
る
日
本
人
の
掌
握
に
は
、
誰
も

が
は
な
か
ら
思
い
至
ら
な
か
っ
た
の
で

は
」
と
父
親
は
悔
し
が
っ
た
。
実
際
、
最

初
の
報
道
で
敦
さ
ん
は
五
十
二
歳
と
報
じ

ら
れ
て
い
る
。
自
慢
の
息
子
が
軽
ん
じ
ら

れ
た
よ
う
で
悲
し
み
は
さ
ら
に
深
ま
っ
た
。

　

矢
沢
永
吉
の
音
楽
や
生
き
方
に
絶
大
な

る
憧
れ
を
持
っ
て
い
た
敦
さ
ん
。
ア
パ
ー

ト
の
部
屋
に
残
さ
れ
た
Ｃ
Ｄ
と
対
面
し
、

几き
ち
ょ
う
め
ん

帳
面
な
性
格
そ
の
ま
ま
の
ラ
ベ
リ
ン
グ

を
見
て
、
ま
た
泣
い
た
。
白
鳥
さ
ん
は
、

ど
う
し
て
こ
ん
な
残
虐
な
行
為
が
で
き
る

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゼ
ロ
の
フ
ェ
ン
ス
に
か
け
ら
れ
た
ボ
ー
ド

ワ
ー
ル
ド
ト
レ
ー
ド
セ
ン
タ
ー
が
攻
撃
さ
れ
た
時
間

を
記
し
た
新
聞
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の
か
、
何
が
理
由
で
蛮
行
に
走
っ
た
の
か
、

と
答
え
探
し
に
身
も
だ
え
し
、
苦
し
ん
だ
。

そ
の
結
果
、
こ
う
思
っ
た
と
言
う
。

　
「
卑
怯
な
テ
ロ
行
為
を
起
こ
し
た
こ
と

に
は
理
由
が
あ
る
は
ず
だ
。
彼
ら
の
言
い

分
も
聞
か
ね
ば
」

　

白
鳥
さ
ん
は
、
犯
人
と
さ
れ
た
ビ
ン
ラ

デ
ィ
ン
に
直
接
会
う
し
か
な
い
と
、
な
ん

の
ツ
テ
も
ア
テ
も
な
い
な
か
、
恐
怖
を
か

な
ぐ
り
捨
て
、
は
や
る
気
持
ち
の
ま
ま
、

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
に
飛
ん
だ
。
カ
タ
ー
ル

の
テ
レ
ビ
局
、
ア
ル
ジ
ャ
ジ
ー
ラ
に
出
向

い
て
、
手
紙
を
渡
せ
る
ル
ー
ト
が
な
い
か

を
尋
ね
、
あ
の
山
の
中
が
ア
ジ
ト
だ
と
聞

き
つ
け
れ
ば
、
木
々
を
か
き
分
け
、
突
き

進
ん
だ
。
確
か
な
約
束
と
は
な
る
は
ず
も

な
か
っ
た
が
、
と
に
か
く
テ
レ
ビ
局
の
現

地
特
派
員
に
手
紙
を
託
し
て
帰
国
し
た
。

　
「
拝
啓
ビ
ン
ラ
デ
ィ
ン
様
⋮
⋮
」
と
日

本
語
で
綴つ

づ

っ
た
手
紙
は
、
テ
レ
ビ
局
が
ダ

リ
ー
語
に
訳
し
て
く
れ
た
。
し
か
し
ビ
ン

ラ
デ
ィ
ン
の
所
在
は
結
局
わ
か
ら
ず
じ
ま

い
。
最
終
的
に
は
、
米
軍
に
殺
害
さ
れ
た

こ
と
で
、
答
え
探
し
は
宙
ぶ
ら
り
ん
と
な

っ
て
し
ま
っ
た
。
し
か
し
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ

ン
を
駆
け
ず
り
回
る
な
か
で
、
現
地
の
す

さ
ま
じ
い
貧
困
と
劣
悪
な
教
育
環
境
を
目

の
あ
た
り
に
し
て
、
白
鳥
さ
ん
は
一
つ
の

結
論
を
得
た
。

　
「
子
ど
も
た
ち
は
、
何
が
正
し
く
て
何

を
し
て
は
い
け
な
い
か
が
わ
か
ら
な
い
。

本
を
読
も
う
に
も
電
気
が
な
い
。
彼
ら
が

世
界
を
知
り
、
物
事
の
正
悪
を
知
る
た
め

に
は
、
夜
に
灯と

も

る
電
気
が
必
要
だ
」

　

思
い
立
っ
た
ら
行
動
が
早
い
白
鳥
さ
ん

は
、
さ
っ
そ
く
長
野
県
小
諸
市
に
あ
る
太

陽
光
発
電
を
手
が
け
る
会
社
を
探
し
出
し

て
協
力
を
依
頼
。
照
明
と
太
陽
光
パ
ネ
ル

が
一
体
化
し
た
も
の
を
仕
入
れ
、
ア
フ
ガ

ニ
ス
タ
ン
の
子
ど
も
た
ち
に
無
償
で
提
供

し
は
じ
め
た
。
一
回
の
渡
航
で
詰
め
込
め

る
の
は
十
台
が
や
っ
と
。
人
頼
み
は
し
な

い
。
自
分
で
手
渡
す
。
そ
う
す
る
こ
と
が

息
子
へ
の
弔
い
だ
と
配
り
歩
い
た
。

　

白
鳥
さ
ん
は
何
度
目
か
の
ア
フ
ガ
ニ
ス

タ
ン
行
き
の
前
に
思
い
立
っ
て
手
品
を
習

っ
た
。
こ
と
ば
が
話
せ
ず
と
も
子
ど
も
た

ち
と
心
を
通
わ
す
方
法
が
な
い
も
の
か
と

考
え
あ
ぐ
ね
て
た
ど
り
着
い
た
の
が
手
品

だ
っ
た
の
だ
。
さ
っ
そ
く
公
益
社
団
法
人

日
本
奇
術
協
会
を
尋
ね
た
。
ご
本
人
は
つ

け
焼
き
刃
の
に
わ
か
マ
ジ
シ
ャ
ン
と
謙
遜

す
る
が
、
現
地
の
人
が
目
を
見
張
る
ほ
ど

の
技
を
持
っ
て
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
に
入
り
、

子
ど
も
た
ち
と
の
距
離
を
縮
め
た
。

　

白
鳥
さ
ん
は
十
年
後
二
十
年
後
に
国
を

背
負
う
子
ど
も
た
ち
に
な
ん
と
か
教
育
の

機
会
を
与
え
ら
れ
な
い
か
と
の
思
い
に
も

突
き
上
げ
ら
れ
た
。

　
「
九
歳
の
男
の
子
が
肩
に
銃
を
担
い
で
、

敵
視
す
る
よ
う
に
私
を
睨に

ら

ん
だ
ん
で
す
よ
。

九
歳
で
す
よ
。
そ
ん
な
状
況
が
あ
っ
て
い

い
は
ず
が
な
い
。
穏
や
か
で
安
心
で
き
る

日
常
が
あ
る
こ
と
を
教
え
て
あ
げ
な
く
て

は
」

　

父
親
が
ア
メ
リ
カ
兵
に
殺
さ
れ
た
、
自

分
は
ク
ラ
ス
タ
ー
爆
弾
で
体
の
機
能
が
失

わ
れ
た
。
子
ど
も
た
ち
が
た
ぎ
ら
せ
る
ア

メ
リ
カ
へ
の
復ふ

く
し
ゅ
う讐

心
を
い
さ
め
る
に
は
教

育
し
か
な
い
と
、
学
校
づ
く
り
の
た
め
の

支
援
活
動
を
も
視
野
に
入
れ
て
動
き
は
じ

め
て
い
る
。

　

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
水
不
足
も
深
刻
の

極
み
だ
っ
た
。
し
か
し
自
分
の
身
の
丈
に

合
わ
な
い
援
助
は
し
な
い
と
自
分
に
言
い

聞
か
せ
、
浄
水
器
メ
ー
カ
ー
の
協
力
を
得

て
高
性
能
の
浄
水
器
を
乗
せ
た
ト
ラ
ッ
ク

を
一
台
寄
付
す
る
に
と
ど
め
た
。
さ
ら
に

現
地
の
人
に
現
地
に
合
っ
た
井
戸
の
掘
り

方
を
教
え
る
職
人
さ
ん
た
ち
を
送
り
込
む

こ
と
が
で
き
な
い
か
と
模
索
し
て
い
る
。

　
「
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
人
た
ち
に
寄
り

添
い
、
復
興
に
生
涯
を
か
け
た
中
村
哲
医

師
の
死
が
悼
ま
れ
て
な
ら
な
い
」
と
白
鳥

さ
ん
。
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
に
と
っ
て
緊
急

の
問
題
は
、「
政
治
や
軍
事
問
題
で
は
な

い
。
パ
ン
と
水
の
問
題
で
あ
る
」
と
い
う

中
村
医
師
の
こ
と
ば
が
深
く
胸
に
突
き
刺

さ
る
。

　

中
村
医
師
が
言
う
よ
う
に
、
空
腹
で
は

考
え
る
力
も
湧
か
な
い
。
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ

ン
の
子
ど
も
た
ち
が
自
分
の
手
で
稼
い
で

食
べ
て
い
く
に
は
ど
う
し
た
ら
い
い
の
か
。

考
え
た
末
、
白
鳥
さ
ん
は
、
な
ん
と
自
分

の
飲
食
店
を
急
仕
立
て
で
焼
き
鳥
屋
に
改

築
し
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
子
ど
も
た
ち

を
呼
び
寄
せ
て
焼
き
鳥
の
調
理
法
を
教
え

る
策
に
出
た
。

　

宗
教
的
に
豚
肉
は
ダ
メ
。
で
も
鶏と

り
に
く肉

な

ら
口
に
す
る
こ
と
を
憚は

ば
から

な
い
。
子
ど
も

た
ち
に
宿
も
提
供
し
て
焼
き
鳥
調
理
の
修

業
を
さ
せ
た
と
い
う
か
ら
、
そ
の
着
眼
点

と
実
行
力
に
は
脱
帽
す
る
し
か
な
い
。

　

私
が
白
鳥
さ
ん
の
話
を
伺
っ
た
場
所
は

そ
の
「
焼
き
鳥
屋
さ
ん
」
だ
っ
た
。
白
鳥

さ
ん
は
「
何
人
か
の
子
ど
も
は
ア
フ
ガ
ニ

ス
タ
ン
に
戻
っ
て
焼
き
鳥
屋
を
開
店
さ
せ

て
い
ま
す
よ
」
と
顔
を
し
わ
く
ち
ゃ
に
し

て
笑
っ
た
。

　

初
対
面
の
白
鳥
さ
ん
は
お
洒し

ゃ
れ落

な
か
た

だ
っ
た
の
で
、思
わ
ず
そ
の
こ
と
に
触
れ
た
。

白
鳥
晴
弘
さ
ん
の
著
書

﹃
息
子
か
ら
の
伝
言
　
20
年
目
の
9
・
11
心
の
旅
路
﹄健
灯
商
會
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「
い
や
～
こ
れ
は
敦
の
服
で
し
て
ね
。

ア
イ
ツ
、
い
い
も
ん
着
て
ま
し
た
よ
ね
」

　

白
鳥
さ
ん
は
敦
さ
ん
を
肌
に
感
じ
な
が

ら
、
そ
の
思
い
ま
で
し
っ
か
り
羽
織
っ
て
、

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
子
ど
も
た
ち
が
銃
を

下
ろ
せ
る
日
の
実
現
に
奮
闘
し
て
い
る
。

留
学
を
も
視
野
に
入
れ
て
、
ひ
と
り

の
若
者
が
下
見
を
兼
ね
た
夏
旅
行

を
実
行
し
て
い
た
。
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー

州
ニ
ュ
ー
ア
ー
ク
空
港
を
飛
び
立
っ
た
ユ

ナ
イ
テ
ッ
ド
航
空
93
便
に
乗
り
込
ん
だ
若

者
は
、
留
学
へ
の
夢
を
膨
ら
ま
せ
、
サ
ン

フ
ラ
ン
シ
ス
コ
経
由
で
大
阪
の
実
家
に
戻

る
帰
路
に
あ
っ
た
。
し
か
し
、
テ
ロ
リ
ス

ト
に
乗
っ
取
ら
れ
た
同
機
は
、
ホ
ワ
イ
ト

ハ
ウ
ス
を
、
い
や
連
邦
議
会
議
事
堂
を
標

的
に
し
て
ワ
シ
ン
ト
ン
に
向
け
て
舵か

じ

を
切

っ
て
い
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。

　

同
名
の
映
画
を
ご
存
じ
だ
ろ
う
か
。

“
U

nited 93”

は
乗
客
と
テ
ロ
リ
ス
ト
た

ち
の
戦
い
を
再
現
し
た
胸
に
迫
る
映
画
だ
。

そ
こ
で
描
か
れ
た
よ
う
に
乗
客
た
ち
の
勇

気
あ
る
行
動
が
ホ
ワ
イ
ト
ハ
ウ
ス
へ
の
激

突
を
許
さ
ず
、
結
果
と
し
て
93
便
は
ワ
シ

ン
ト
ン
手
前
の
ペ
ン
シ
ル
ベ
ニ
ア
の
草
原

に
墜
落
す
る
悲
劇
と
な
っ
た
。
乗
客
全
員

が
死
亡
。
そ
し
て
そ
の
犠
牲
者
の
な
か
に
、

早
稲
田
大
学
理
工
学
部
二
年
生
の
久
下
季

哉
さ
ん
（
二
十
歳
）
が
い
た
。

　

悲
劇
か
ら
数
年
後
に
私
は
母
親
に
会
っ

て
い
る
。
会
う
な
り
、
母
親
は
私
の
胸
を

拳
で
叩た

た

い
て
泣
き
崩
れ
た
。

　
「
こ
と
ば
も
現
地
事
情
も
わ
か
ら
な
い

な
か
で
立
ち
往
生
を
強
い
ら
れ
た
私
を
ど

う
し
て
助
け
て
く
れ
な
か
っ
た
の
か
。
英

文
書
類
を
右
か
ら
左
に
渡
さ
れ
て
も
、
ど

う
や
っ
て
読
み
解
け
と
い
う
の
か
」

　

犠
牲
者
家
族
を
誰
が
ど
う
手
助
け
す
べ

き
だ
っ
た
の
か
。「
補
償
は
し
な
く
て
も

い
い
。
で
も
、
情
報
の
収
集
や
現
地
で
の

サ
ポ
ー
ト
体
制
を
国
が
整
え
る
べ
き
で
は

な
い
か
」
と
白
鳥
さ
ん
は
時
の
小
泉
総
理

大
臣
に
直じ

か
だ
ん
ぱ
ん

談
判
し
て
い
る
。

　

久
下
さ
ん
は
や
っ
と
た
ど
り
着
い
た
墜

落
現
場
の
周
辺
が
お
び
た
だ
し
い
数
の
星

条
旗
に
覆
わ
れ
て
い
た
こ
と
に
驚き

ょ
う
が
く愕

し
、

一
方
で
、
息
子
の
た
め
の
日
の
丸
が
ど
こ

に
も
見
当
た
ら
な
か
っ
た
こ
と
に
愕が

く
ぜ
ん然

と

し
た
。
母
親
は
外
務
省
職
員
に
「
な
ん
と

か
白
い
布
と
赤
い
布
を
買
い

集
め
て
」
と
頼
み
、
夜
な
べ

を
し
て
息
子
の
た
め
の
日
の

丸
を
縫
い
上
げ
て
い
る
。
日

の
丸
の
サ
イ
ズ
も
わ
か
ら
ず
。

真
ん
中
の
赤
い
丸
の
部
分
は

宿
泊
先
に
あ
っ
た
や
か
ん
を

使
っ
て
形
取
っ
た
と
言
う
。

　

ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド
航
空
93
便

の
犠
牲
者
は
、
四
十
名
。
シ
ャ
ン
ク
ス
ビ

ル
の
墜
落
現
場
跡
地
に
は
、
一
人
ひ
と
り

の
名
前
が
刻
ま
れ
た
石
碑
が
静
か
に
佇た

た
ずん

で
い
る
。
二
〇
一
八
年
の
追
悼
式
典
で
ト

ラ
ン
プ
大
統
領
は
、「
勇
敢
な
愛
国
者
た

ち
が
こ
の
国
の
敵
に
立
ち
向
か
い
、
ア
メ

リ
カ
が
誇
る
不
滅
の
英
雄
た
ち
の
一
員
と

な
っ
た
」
と
テ
ロ
リ
ス
ト
と
戦
っ
た
犠
牲

者
た
ち
を
称た

た

え
た
。

　
「
機
内
で
の
テ
ロ
リ
ス
ト
た
ち
と
の
戦

い
は
ま
さ
に
ア
メ
リ
カ
を
守
る
た
め
。
が

ん
ば
っ
た
息
子
を
誇
ら
し
く
思
っ
て
い
る
。

そ
し
て
私
がT

O
SH

IY
A

の
母
親
な
ん

や
、
と
大
声
で
叫
び
た
い
思
い
で
い
る
」

　

ま
さ
に
季
哉
さ
ん
は
ア
メ
リ
カ
が
誇
る

不
滅
の
英
雄
の
ひ
と
り
に
違
い
な
か
っ
た
。

コ
ロ
ナ
で
こ
こ
二
年
ほ
ど
追
悼
式
典
に
参

加
で
き
な
か
っ
た
久
下
さ
ん
の
も
と
に
は
、

黄
色
い
バ
ラ
が
添
え
ら
れ
た
季
哉
さ
ん
の

石
碑
の
写
真
が
送
ら
れ
、
今
年
の
二
月
に

は
、
93
便
国
立
記
念
碑
最
高
責
任
者
ス
テ

ィ
ー
ブ
ン
・
Ｍ
・
ク
ラ
ー
ク
氏
よ
り
、
手

紙
と
日
の
丸
が
届
け
ら
れ
て
い
る
。

　
「
折
り
畳
ん
だ
日
本
の
国
旗
を
贈
り
ま

す
。
永
久
記
念
碑
の
起
工
式
、
竣し

ゅ
ん
こ
う工

式
、

毎
年
九
月
十
一
日
の
セ
レ
モ
ニ
ー
で
掲
げ

て
き
た
日
本
の
国
旗
を
、
こ
の
た
び
季
哉

さ
ん
に
敬
意
を
表
し
て
新
し
い
も
の
に
置

き
換
え
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
米
国
国
立

公
園
局
を
代
表
し
、
我
々
の
感
謝
、
そ
し

て
久
下
さ
ん
の
素
晴
し
い
息
子
さ
ん
を
称

え
る
印
と
し
て
、
こ
の
国
旗
を
受
領
し
て

い
た
だ
け
れ
ば
た
い
へ
ん
幸
甚
で
す
」

　

記
念
碑
を
建
て
る
に
あ
た
っ
て
関
係
者

が
希
望
を
聞
い
て
き
た
と
き
、
久
下
さ
ん

は
こ
う
即
座
に
お
願
い
し
た
と
い
う
。

　
「
つ
ね
に
日
の
丸
を
掲
げ
て
く
だ
さ
い
。

公
園
に
は
桜
の
木
を
。
季
哉
の
石
碑
に
は

漢
字
名
も
」

　

石
碑
に
は
、T

O
SH

IY
A

 K
U

GE

と

並
ん
で
、
母
親
直
筆
の
漢
字
名
、「
久
下

季
哉
」
が
彫
り
込
ま
れ
て
い
る
。

　

今
年
三
月
、
大
阪
ま
で
久
下
さ
ん
を
訪

ね
た
。
こ
の
二
十
年
、
息
子
の
無
念
に
向

き
合
う
た
め
に
、
必
死
で
動
き
回
っ
て
き

た
と
い
う
久
下
さ
ん
。
白
銀
色
の
髪
が
時

の
流
れ
と
深
い
悲
し
み
を
代
弁
し
て
い
た
。

　

季
哉
さ
ん
は
「
大
好
き
な
ア
メ
リ
カ
だ

よ
、
留
学
し
た
ら
戻
ら
な
い
か
も
」
と
言

い
置
い
て
米
国
旅
行
に
旅
立
っ
た
。

　
「
ほ
ん
と
う
に
帰
っ
て
こ
な
く
な
っ
ち

久下俊哉さんの母親が夜なべして縫い上げ
た日の丸
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ゃ
っ
た
」
と
久
下
さ
ん
は
ポ
ツ
ン
と
言
っ

た
あ
と
、「
で
も
大
好
き
な
ア
メ
リ
カ
に

眠
っ
て
い
る
の
だ
か
ら
⋮
⋮
」
と
顔
を
上

げ
微ほ

ほ
え笑

ん
だ
。

　
「
な
ん
で
も
し
ま
し
た
。
息
子
の
た
め

に
。
そ
ん
な
無
我
夢
中
の
な
か
で
、
た
く

さ
ん
の
人
と
出
会
い
、
そ
の
こ
と
が
私
を

救
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
い
ま
で
は
、
息
子

が
私
に
感
動
を
運
ん
で
き
て
く
れ
て
い
る

気
さ
え
し
て
い
ま
す
」

　

追
悼
集
会
で
は
ブ
ッ
シ
ュ
大
統
領
か
ら
、

「
ほ
ん
と
う
に
申
し
わ
け
な
か
っ
た
」
と

謝
罪
さ
れ
、バ
イ
デ
ン
副
大
統
領
（
当
時
）

ら
が
い
っ
し
ょ
に
写
真
を
撮
ろ
う
と
声
を

か
け
て
く
れ
、
折
り
あ
る
ご
と
に
犠
牲
者

家
族
に
寄
り
添
う
場
を
設
け
て
く
れ
た
と

い
う
。
ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド
航
空
の
関
係
者
は
、

彼
ら
の
せ
い
で
は
な
い
の
に
犠
牲
者
の
家

族
を
い
つ
ま
で
も
気
遣
い
、
自
宅
に
招
い

て
く
れ
た
り
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

に
連
れ
て
い
っ
て
く
れ
た
り
、
現
地
で
の

通
訳
を
買
っ
て
出
て
く
れ
た
り
し
た
そ
う

だ
。

　
「
か
つ
て
あ
っ
た
ア
メ
リ
カ
へ
の
憎
し

み
は
、
時
と
と
も
に
薄
れ
ま
し
た
。
毎
年

欠
か
さ
ず
式
典
に
参
加
し
続
け
た
こ
と
で
、

現
地
の
人
た
ち
が
自
分
の
こ
と
を
覚
え
て

く
れ
て
い
て
、「T

O
SH

IY
A

の
マ
ザ
ー
」

と
取
り
囲
み
、
受
け
止
め
て
く
れ
ま
す
。

国
の
隔
た
り
を
越
え
て
い
ろ
い
ろ
な
関
係

者
や
犠
牲
者
家
族
と
交
流
を
深
め
る
こ
と

で
、
私
は
前
を
向
い
て
歩
く
こ
と
が
で
き

ま
す
。
長
い
二
十
年
で
し
た
が
、
同
時
に

感
謝
の
二
十
年
で
も
あ
り
ま
し
た
」

犠
牲
者
家
族
は
、国
内
に
は
あ
る「
犯

罪
被
害
者
支
援
法
」
が
、
海
外
で

は
適
用
外
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
メ
デ
ィ

ア
に
訴
え
た
。
私
は
そ
の
取
材
現
場
に
立

ち
会
っ
た
こ
と
で
犠
牲
者
家
族
を
知
る
こ

と
に
な
っ
た
。
中
心
に
な
っ
て
声
を
上
げ

て
い
た
の
は
、
息
子
さ
ん
を
亡
く
さ
れ
た

住
山
さ
ん
だ
。

　
「
追
悼
式
典
へ
の
参
加
や
各
種
や
り
取

り
、
弁
護
士
費
用
に
飛
行
機
代
、
そ
し
て

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
滞
在
費
等
々
で
老
後
の
蓄

え
も
消
え
て
し
ま
っ
た
。
海
外
犯
罪
被
害

者
家
族
に
も
国
内
同
様
の
手
当
を
」

　

住
山
さ
ん
は
、
当
時
、
富
士
銀
行
（
現

み
ず
ほ
銀
行
）
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
支
店
に
勤

め
て
い
た
息
子
さ
ん
を
亡
く
し
た
。
享
年

三
十
四
歳
。
以
来
、
犠
牲
者
家
族
の
フ
ロ

ン
ト
に
立
っ
て
、
米
国
政
府
や
日
本
政
府

に
物
を
申
し
て
き
た
。
ど
う
し
て
あ
ん
な

暴
挙
が
行
わ
れ
た
の
か
。
そ
の
理
由
を
知

り
た
い
気
持
ち
は
白
鳥
さ
ん
と
同
じ
だ
っ

た
。

　

事
件
後
、
何
度
も
日
本
と
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
を
往
復
し
て
い
た
あ
る
と
き
、
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
の
書
店
で「
９
・
１１
調
査
報
告
書
」

な
る
英
文
書
籍
を
見
つ
け
て
震
え
た
。
こ

こ
に
求
め
て
い
た
答
が
あ
る
は
ず
、
と
手

に
取
る
や
す
ぐ
さ
ま
辞
書
と
首
っ
引
き
で

文
字
を
追
い
、
来
る
日
も
来
る
日
も
邦
訳

作
業
を
続
け
た
。
そ
し
て
七
年
後
の
二
〇

二
一
年
。
テ
ロ
二
十
年
の
節
目
に
、
魂
の

翻
訳
本
を
刊
行
し
た
。
さ
ら
に
こ
の
春
に

は
、
二
十
年
の
思
い
の
丈
を
綴
っ
た
渾こ

ん
し
ん身

の
自
著
を
書
き
上
げ
て
い
る
。
ま
た
、
悲

し
み
を
凝
縮
し
た
短
歌
集
は
英
文
併
記
で

電
子
書
籍
化
さ
れ
て
お
り
、「
一
つ
が
完

成
す
る
た
び
に
、
心
が
少
し
ず
つ
癒
や
さ

れ
ま
し
た
」
と
こ
と
ば
を
定
型
に
は
め
込

む
作
業
を
ふ
り
返
っ
た
。
涙
な
し
に
は
読

め
な
い
短
歌
が
三
十
篇ぺ

ん

、
収
め
ら
れ
て
い

る
。

　

大
学
で
「
危
機
管
理
」
を
教
え
て
い
た

私
は
、
あ
る
と
き
住
山
さ
ん
ご
夫
妻
を
教

室
に
お
招
き
し
た
。
講
義
の
前
の
週
に

「
９
・
１１
」
の
話
を
前
出
し
し
た
ら
、
学
生

た
ち
が
「
え
～
、
９
・
１１
？　
ま
だ
生
ま
れ

て
い
な
か
っ
た
ん
で
知
ら
な
い
で
す
」
と

チョークで描かれた一人ひとりの犠牲者の顔 久下俊哉さんの慰霊碑

住
山
一
貞
さ
ん
の
著
書﹃
9
／
11
の
真
実
を
求
め
て
﹄

︵
こ
ろ
か
ら
株
式
会
社
︶
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ケ
ロ
ッ
と
言
っ
て
の
け
た
か
ら

面
食
ら
っ
た
。

　

住
山
さ
ん
は
悲
劇
の
現
場
か

ら
持
ち
帰
っ
た
ビ
ル
の
残
骸
の

破
片
を
カ
バ
ン
か
ら
取
り
出
し

て
、
事
件
の
こ
と
を
ゆ
っ
く
り

と
し
た
口
調
で
ポ
ツ
ポ
ツ
と
話

さ
れ
た
。
私
は
学
生
た
ち
が
ど

ん
な
反
応
を
す
る
の
か
、
気
が

気
で
な
か
っ
た
。
し
か
し
住
山

さ
ん
の
話
が
終
わ
っ
た
瞬
間
、

学
生
の
ひ
と
り
が
、
箱
を
持
っ

て
壇
上
に
駆
け
寄
っ
た
。

　
「
こ
れ
、み
ん
な
で
折
っ
た
千

羽
鶴
で
す
。
こ
の
秋
、
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
の
追
悼
式
典
に
行
か
れ

る
と
き
、
息
子
さ
ん
の
石
碑
に

か
け
て
い
た
だ
け
れ
ば
う
れ
し

い
で
す
。
私
た
ち
は
今
日
の
お

話
を
決
し
て
忘
れ
ま
せ
ん
。
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
」

　

事
件
の
風
化
が
な
に
よ
り
も

無
念
だ
と
言
わ
れ
て
い
た
住
山

さ
ん
の
目
が
潤
ん
だ
よ
う
に
見

え
た
。ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
は
、
す

ぐ
手
が
届
く
と
こ
ろ
に

多
国
籍
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
、〝
Ｗ

Ｉ
Ｓ
Ｈ
日
本
語
電
話
相
談
室
〟

が
あ
り
、
駐
在
中
に
私
は
そ
こ

で
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
と
し
て
あ
ら
ゆ
る
相
談

に
あ
た
っ
て
い
た
。

　

二
〇
〇
一
年
九
月
十
一
日
、
私
は
日
本

で
夜
十
時
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ニ
ュ
ー
ス
を
見
て
い

た
。「
た
っ
た
い
ま
、
ワ
ー
ル
ド
ト
レ
ー

ド
セ
ン
タ
ー
ビ
ル
に
飛
行
機
が
衝
突
し
ま

し
た
」
と
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
が
伝
え
た
ま
さ

に
そ
の
瞬
間
、
背
後
に
映
し
出
さ
れ
た
ワ

ー
ル
ド
ト
レ
ー
ド
セ
ン
タ
ー
ビ
ル
に
二
機

目
が
突
っ
込
む
シ
ー
ン
を
見
る
羽
目
に
な

っ
た
。
私
は
目
を
疑
い
、
絶
句
し
た
。
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
邦
人
に
何
か
が
あ
れ
ば
絶

対
的
な
受
け
皿
に
な
る
べ
き
存
在
に
あ
っ

た
私
が
、
体
を
日
本
に
置
い
て
い
て
い
い

も
の
か
？　

私
に
で
き
る
こ
と
は
何
だ
。

す
ぐ
に
現
地
に
飛
ん
で
、
混
乱
す
る
邦
人

の
ヘ
ル
プ
ラ
イ
ン
の
電
話
口
に
立
つ
こ
と

で
は
な
い
の
か
。
突
き
上
げ
る
思
い
の
ま

ま
眠
れ
な
い
夜
を
過
ご
し
、
朝
が
明
け
る

の
を
待
ち
き
れ
な
い
思
い
で
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
の
総
領
事
館
に
電
話
を
入
れ
た
。

　
「
Ｗ
Ｉ
Ｓ
Ｈ
の
福
永
で
す
。
ホ
ッ
ト
ラ

イ
ン
を
立
ち
上
げ
ま
す
か
？
」

　

折
り
返
し
の
電
話
で
、「
ホ
ッ
ト
ラ
イ

ン
は
ぜ
ひ
と
思
う
の
で
す
が
、
こ
ち
ら
は

た
い
へ
ん
な
状
況
で
し
て
⋮
⋮
。
あ
な
た

が
来
て
立
ち
上
げ
て
く
れ
ま
せ
ん
か
」。

そ
れ
だ
け
の
や
り
取
り
で
私
は
旅
支
度
を

急
い
だ
。
同
時
多
発
テ
ロ
が
い
わ
れ
、
す

べ
て
の
エ
ア
ラ
イ
ン
が
離
発
着
を
見
送
る

な
か
で
、
間
引
き
な
が
ら
も
運
航
を
続
け

野の
っ
ぽ
ろ幌
の
林
の
路
に
泣
き
や
ま
ぬ

吾
子
を
揺
り
つ
つ
抱
き
し
日
も
あ
り

In my arms,
He didn’t stop crying.
I swung him
For a long time on a path under trees.
It was a suburb called Nopporo.

﹃
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゼ
ロ
の
歌
﹄

︵
22
世
紀
ア
ー
ト
︶よ
り

悲
し
み
も
嘆
き
も
す
べ
て
払
は
む
と

「
爆
心
」
の
地
に
つ
む
じ
風
ふ
く

So as to blow away
Our grief and sorrow,
The whirling wind
Blow strongly
At Ground Zero.

Carrying my son’s bone,
Remaining cherry blossoms
I view at parting.

骨
一
つ
負
ひ
て
名
残
の
花
見
か
な
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て
い
た
米
国
籍
の
飛
行
機
を
選
択
す
る
以

外
に
な
く
、
覚
悟
の
フ
ラ
イ
ト
と
な
っ
た
。

　

華
や
ぎ
の
代
名
詞
の
よ
う
な
成
田
空
港

に
ま
っ
た
く
人
気
は
な
く
、
飛
行
機
は
ガ

ラ
ガ
ラ
だ
っ
た
。「
窓
際
？　

通
路
側
？
」

と
カ
ウ
ン
タ
ー
で
一
応
は
聞
か
れ
た
も
の

の
、
乗
り
合
わ
せ
た
人
は
二
十
人
も
い
た

だ
ろ
う
か
。
そ
し
て
そ
の
多
く
は
、
息
子

が
、
夫
が
と
い
う
悲
報
を
聞
い
て
取
る
も

の
も
取
ら
ず
に
乗
り
込
ん
だ
ご
家
族
に
ほ

か
な
ら
ず
、
鎮
痛
な
空
気
が
機
内
を
包
み
、

沈
黙
を
余
儀
な
く
さ
せ
て
い
た
。
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
ま
で
十
三
時
間
。
あ
ま
り
に
つ
ら

く
悲
し
い
飛
行
時
間
だ
っ
た
。

　

そ
の
と
き
機
内
で
お
見
か
け
し
た
小
さ

な
背
中
を
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
開
か
れ
た

行
方
不
明
者
家
族
へ
の
支
援
の
会
で
お
見

か
け
し
た
。
肩
を
震
わ
せ
、
小
刻
み
に
揺

れ
る
体
を
丸
め
て
、
顔
を

覆
っ
て
お
ら
れ
た
そ
の
後

ろ
姿
に
、
非
力
で
無
力
な

自
分
を
嘆
き
、
だ
か
ら
こ

そ
私
が
や
れ
る
こ
と
を
探

さ
ね
ば
、
と
奮
い
立
っ
た
。

　

そ
の
一
つ
が
レ
ッ
ド
ク

ロ
ス
の
夜
中
の
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
だ
っ
た
。
地
下
鉄
を

乗
り
継
い
で
、
た
ど
り
着

い
た
レ
ッ
ド
ク
ロ
ス
の
事

務
所
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

希
望
者
の
列
で
あ
ふ
れ
て
い
た
。
自
身
の

Ｉ
Ｄ
を
示
し
、
面
接
で
は
、「
肺
は
強
い
？

粉
塵
が
舞
う
現
場
よ
。
大
丈
夫
？　

重
た

い
荷
物
は
持
て
る
？　

ミ
ネ
ラ
ル
ウ
オ
ー

タ
ー
を
運
ぶ
体
力
が
あ
る
？
」
な
ど
な
ど

と
聞
か
れ
、「
強

き
ょ
う

靭じ
ん

な
心
臓
と
体
力
の
持

ち
主
で
す
」
と
怯ひ

る

ま
ず
に
答
え
た
ら
合
格

し
た
。
レ
ッ
ド
ク
ロ
ス
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
心
得
の
レ
ク
チ
ャ
ー
で
は
、「
現
場
で

見
聞
き
し
た
こ
と
を
絶
対
に
他
言
し
て
は

な
ら
な
い
。
被
災
者
家
族
の
写
真
を
撮
っ

て
は
な
ら
な
い
」
の
二
点
を
強
く
念
押
し

さ
れ
、
宣
誓
を
経
て
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
証

が
渡
さ
れ
た
。

　

昼
間
は
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
。
夜
は
ネ
ッ
ト

カ
フ
ェ
か
ら
新
聞
の
連
載
記
事
（
当
時
読

売
新
聞
で
コ
ラ
ム
を
連
載
し
て
お
り
、
デ

ス
ク
か
ら
「
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
い
る
な
ら

毎
日
記
事
を
送
れ
」
と
な
っ
た
）
を
書
い

て
送
る
と
い
う
時
間
割
で
は
夜
中
し
か
体

が
空
か
な
い
。
そ
こ
で
深
夜
の
０
時
か
ら

明
け
方
六
時
ま
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
枠
を

引
き
受
け
た
。
課
せ
ら
れ
た
役
割
は
、
不

眠
不
休
で
行
方
不
明
者
の
捜
索
や
救
出
に

あ
た
っ
て
い
た
警
察
官
、
消
防
士
、
緊
急

救
助
部
隊
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
の
メ
ン
バ

ー
の
食
事
の
世
話
だ
っ
た
。
せ
っ
か
く
体

を
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
運
ん
だ
ん
だ
も
の
、

な
ん
で
も
や
ら
な
く
ち
ゃ
。
そ
し
て
私
も

不
眠
不
休
の
日
々
と
な
っ
た
。

　

も
ら
っ
た
ば
か
り
の
赤
い
十
字
の
マ
ー

ク
入
り
Ｉ
Ｄ
を
首
に
か
け
た
ま
ま
地
下
鉄

に
乗
ろ
う
と
し
た
ら
、「
あ
、
レ
ッ
ド
ク

ロ
ス
の
人
は
、
料
金
は
不
要
で
す
よ
」
と

駅
員
に
言
わ
れ
た
。
空
腹
を
満
た
そ
う
と

立
ち
寄
っ
た
タ
イ
ム
ズ
ス
ク
エ
ア
の
イ
タ

リ
ア
ン
レ
ス
ト
ラ
ン
で
は
、
着
席
す
る
や

い
な
や
、
蝶ち

ょ
うネ

ク
タ
イ
姿
の
支
配
人
が
ひ

ざ
ま
ず
い
て
、
こ
う
言
っ
た
。

　
「
ミ
セ
ス
。
あ
な
た
は
レ
ッ
ド
ク
ロ
ス

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
す
ね
？　

本
来
な
ら

ば
私
こ
そ
店
を
閉
め
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に

駆
け
つ
け
る
べ
き
と
こ
ろ
を
、
私
に
代
わ

っ
て
力
を
尽
く
し
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
あ

な
た
か
ら
、
お
食
事
代
を
い
た
だ
く
わ
け

に
は
い
き
ま
せ
ん
。
一
階
に
特
別
に
お
席

を
用
意
し
て
い
ま
す
。
今
回
の
救
援
に
か

か
わ
っ
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
す
べ
て
の
か

た
に
一
日
何
回
で
も
な
ん
な
り
と
召
し
上

が
っ
て
い
た
だ
き
た
い
の
で
す
」

　

店
の
入
り
口
に
は
「
店
の
一
部
を
救
援

メ
ン
バ
ー
に
提
供
し
ま
す
。
そ
う
す
る
こ

と
は
当
然
で
す
」
と
い
う
張
り
紙
が
あ
っ

た
。
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
の
舞
台
も
、
レ
ッ
ド

ク
ロ
ス
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
は
半
額
割
引

が
適
用
さ
れ
た
。「
根
を
詰
め
て
い
た
ら
、

あ
な
た
こ
そ
ま
い
っ
ち
ゃ
う
わ
。
ミ
ュ
ー

ジ
カ
ル
で
気
分
転
換
を
し
て
く
だ
さ
い
」

と
い
う
の
が
劇
場
側
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

だ
っ
た
。
で
き
る
人
が
で
き
る
と
き
に
で

き
る
こ
と
で
人
の
助
け
に
な
る
。
ま
さ
に

本
場
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
奥
義
を
知
る
こ

と
に
な
っ
た
。

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
常
宿
は
、〝
ビ
ッ
グ

ア
ッ
プ
ル
〟
と
い
う
ド
ミ
ト
リ
ー
だ
。
圧

倒
的
に
十
代
、
二
十
代
の
バ
ッ
ク
パ
ッ
カ

ー
が
利
用
す
る
簡
易
宿
。
紙
シ
ー
ツ
に
紙

毛
布
で
枕
な
し
の
粗
末
な
宿
は
秋
に
入
っ

た
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
は
う
す
寒
か
っ
た
が
、

そ
こ
の
ベ
ッ
ド
に
体
を
横
た
え
る
暇
も
あ

る
か
な
い
か
の
私
に
は
十
分
だ
っ
た
。
二

段
ベ
ッ
ド
が
二
組
。
合
計
四
人
が
一
部
屋

に
寝
泊
ま
り
す
る
。
そ
の
上
段
の
一
つ
に
、

ひ
と
り
の
日
本
人
女
性
が
泊
ま
り
は
じ
め

た
。

　
「
悲
報
を
聞
い
て
、
語
学
留
学
先
か
ら

飛
ん
で
き
ち
ゃ
い
ま
し
た
。
私
は
日
本
で

は
看
護
婦
。
き
っ
と
で
き
る
こ
と
が
あ
る

は
ず
」

ワ
ー
ル
ド
ト
レ
ー
ド
セ
ン
タ
ー
跡
地
に
つ
く
ら
れ
た
犠
牲
者
の
名
前
が
刻
ま
れ
た

メ
モ
リ
ア
ル
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追
悼
集
会
の
サ
ポ
ー
ト
な
ど
で
活
躍
し

た
彼
女
は
、
の
ち
に
「
テ
ロ
リ
ズ
ム
と
災

害
医
療
／
全
米
か
ら
集
ま
っ
た
ナ
ー
ス
の

行
動
力
と
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
ケ
ア
の
重
要

性
」
と
題
し
た
報
告
書
を
書
き
上
げ
、「
災

害
医
療
」
を
専
攻
す
べ
く
、
ハ
ー
バ
ー
ド

大
学
に
学
び
の
場
を
求
め
た
。
彼
女
も
ま

た
一
つ
の
惨
劇
を
経
て
、
被
災
者
救
援
に

向
き
合
う
べ
く
人
生
の
軸
足
を
大
き
く
シ

フ
ト
さ
せ
た
ひ
と
り
だ
っ
た
。

　

四
十
二
丁
目
の
角
に
マ
ダ
ム
タ
ッ
ソ
ー

と
い
う
蝋ろ

う

人
形
館
が
あ
る
。
歩
道
側
に
は

月
が
わ
り
で
「
時
の
人
」
の
蝋
人
形
が
飾

ら
れ
る
の
だ
が
、
テ
ロ
直
後
に
置
か
れ
た

の
は
、
ブ
ッ
シ
ュ
大
統
領
像
だ
っ
た
。
彼

が
、「
い
ま
こ
そ
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
と
戦

争
だ
」
と
拳
を
挙
げ
て
戦
争
突
入
を
宣
言

し
た
が
ゆ
え
の
「
時
の
人
」
だ
っ
た
が
、

通
行
人
た
ち
は
通
り
ざ
ま
に
ブ
ッ
シ
ュ
像

の
頭
を
こ
づ
い
て
こ
う
言
っ
た
。「
頭
を

冷
や
せ
。
戦
争
を
し
た
い
の
は
お
ま
え
だ

け
だ
」「
罪
の
な
い
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の

人
た
ち
を
犠
牲
に
し
た
い
の
か
」。
マ
ン

ハ
ッ
タ
ン
の
目
抜
き
通
り
で
は
、「
戦
争

反
対
。
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
子
ど
も
た
ち

を
守
れ
。
恨
み
恨
ま
れ
の
負
の
連
鎖
は
も

う
た
く
さ
ん
」
と
「
戦
争
反
対
」
を
掲
げ

た
横
断
幕
の
行
進
が
長
い
列
を
つ
く
っ
て

い
た
。マ

ン
ハ
ッ
タ
ン
の
対
岸
に
あ
る
ス
タ

テ
ン
ア
イ
ラ
ン
ド
に
は
二
枚
の
羽

の
よ
う
に
見
え
る
白
い
追
悼
碑
が
崩
壊
現

場
を
真
っ
す
ぐ
見
据
え
る
形
で
立
ち
、
空

の
青
さ
に
映
え
て
息
を
呑
む
美
し
さ
だ
。

そ
の
追
悼
碑
を
建
築
家
の
曽
野
正
之
氏
が
、

そ
し
て
そ
こ
に
彫
り
込
ん
だ
犠
牲
者
の
横

顔
を
彫
刻
家
の
岡
利
彦
氏
が
彫
り
上
げ
、

五
年
目
の
追
悼
式
典
に
間
に
合
わ
せ
て
い

る
。

　
「
当
時
こ
の
テ
ロ
が
起
き
て
い
た
ら
、

父
は
犠
牲
に
な
っ
て
い
た
か
も
し
れ
な

い
」

　

幼
少
期
を
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
過
ご
し
た

曽
野
さ
ん
な
ら
で
は
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ

ョ
ン
が
市
民
の
心
を
打
ち
、
世
界
中
か
ら

三
〇
〇
人
近
い
建
築
家
が
競
っ
た
コ
ン
ペ

テ
ィ
シ
ョ
ン
で
見
事
に
指
名
を
勝
ち
取
っ

た
。

　

米
国
の
栄
華
と
権
威
の
証あ

か

し
と
い
わ
れ

た
世
界
屈
指
の
美
し
い
ビ
ル
、
ワ
ー
ル
ド

ト
レ
ー
ド
セ
ン
タ
ー
の
設
計
者
も
、
日
本

人
の
ミ
ノ
ル
ヤ
マ
ザ
キ
氏
だ
と
知
る
人
は

少
な
い
。
日
本
人
の
技
術
な
く
し
て
は
建

ち
得
な
か
っ
た
と
賞
賛
さ
れ
た
シ
ン
ボ
ル

タ
ワ
ー
は
、「
打
ち
砕
か
れ
崩
壊
し
た
と

き
、
周
囲
に
倒
れ
込
ま
ず
、
ビ
ル
の
内
部

に
向
か
っ
て
崩
れ
落
ち
た
。
日
本
人
の
技

術
は
ど
こ
ま
で
も
素
晴
し
い
」
と
ス
ペ
イ

ン
の
新
聞
に
絶
賛
さ
れ
て
い
る
。

　

市
民
の
な
か
に
は
「
ワ
ー
ル
ド
ト
レ
ー

ド
セ
ン
タ
ー
の
歴
史
を
始
め
た
の
も
閉
じ

た
の
も
才
能
あ
る
日
本
人
だ
っ
た
」
と
言

う
人
さ
え
い
た
。

　

犠
牲
者
家
族
は
、
起
き
た
事
実
に
逃
げ

ず
に
向
き
合
お
う
と
す
る
そ
の
過
程
の
な

か
で
、
思
い
も
よ
ら
な
か
っ
た
新
た
な
出

会
い
に
心
を
癒
や
さ
れ
て
き
た
。
仲
間
た

ち
の
心
の
中
に
亡
き
息
子
、
夫
、
父
が
確

か
な
記
憶
と
し
て
生
き
続
け
て
い
る
い
く

つ
も
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
犠
牲
者
家
族
の
悲

し
み
を
和
ら
げ
て
も
く
れ
て
い
た
。

　

久
下
季
哉
さ
ん
の
母
校
、
大
阪
府
立
北

野
高
校
で
は
彼
の
守
っ
た
サ
ッ
カ
ー
ゴ
ー

ル
の
近
く
に
季
哉
さ
ん
の
年
齢
と
同
じ
樹

齢
の
ク
ス
の
木
が
植
樹
さ
れ
、「
生
き
た

証
し
」
と
し
て
、
ま
た
「
平
和
を
願
う
シ

ン
ボ
ル
」
と
し
て
友
人
や
後
輩
た
ち
に
守

り
育
て
ら
れ
て
い
る
。
白
鳥
敦
さ
ん
の
米

国
仲
間
の
ひ
と
り
は
、
生
ま
れ
た
子
ど
も

の
名
前
にA

tsushi

の
Ａ
と
Ｓ
を
入
れ
て
、

「
敦
を
生
き
返
ら
せ
て
く
れ
て
い
る
」
と
白

鳥
さ
ん
。

　

犠
牲
者
家
族
の
一
人
ひ
と
り
が
突
き
つ

け
ら
れ
た
「
事
実
」
を
し
っ
か
り
受
け
止

め
、
込
み
上
げ
る
思
い
を
正
直
に
発
信
し

て
き
た
こ
と
は
書
き
綴
っ
た
通
り
だ
。
何

通
り
も
の「
悲
し
み
の
乗
り
越
え
方
」の
事

例
に
触
れ
る
機
会
を
得
て
、
私
た
ち
は
人

の
心
の
強
さ
と
深
さ
に
圧
倒
さ
れ
た
は
ず

だ
。
も
ぎ
取
ら
れ
た
尊
い
命
に
心
を
寄
せ
、

犠
牲
者
家
族
の
悲
し
み
に
近
づ
く
た
め
に

私
た
ち
が
で
き
る
こ
と
が
あ
る
と
す
れ
ば
、

そ
れ
は
あ
の
惨
劇
を
決
し
て
忘
れ
な
い
こ

と
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

　“
Rem

em
ber 9.11”

。
グ
ラ
ウ
ン
ド
・

ゼ
ロ
の
跡
地
の
フ
ェ
ン
ス
に
長
く
掲
げ
ら

れ
て
い
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
ボ
ー
ド
が
祈
り
を

込
め
て
静
か
に
語
っ
て
い
た
こ
と
を
思
い

出
す
。
そ
う
、
忘
れ
な
い
。
あ
の
日
の
こ

と
。
彼
ら
が
生
き
て
い
た
証
し
を
。
そ
し

て
涙
を
拭
い
、
顔
を
上
げ
、
前
に
進
ん
で

こ
ら
れ
た
犠
牲
者
家
族
の
こ
と
を
。

日
本
人
建
築
家
、曽
野
正
之
氏
が
建
て
た
慰
霊
碑
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恵
ま
れ
た
環
境
の
な
か
で

　

ワ
シ
ン
ト
ン
Ｄ
Ｃ
で
二
年
暮
ら
し
た
の
ち
、

家
族
は
ノ
ー
ス
カ
ロ
ラ
イ
ナ
州
シ
ャ
ー
ロ
ッ
ト

市
に
引
っ
越
し
た
。
住
ま
い
は
広
い
庭
の
あ
る

一
軒
家
で
、
周
囲
に
日
本
人
の
家
族
は
い
な
か

っ
た
。
引
っ
越
し
て
す
ぐ
に
周
り
の
人
た
ち
が

集
ま
っ
て
き
て
仲
よ
く
し
て
く
れ
た
。

　
「
な
ぜ
か
わ
か
ら
な
い
け
ど
、
す
ぐ
に
な
じ

ん
で
気
分
が
落
ち
着
い
て
き
ま
し
た
」
と
唯
。

　
「
家
の
周
囲
の
道
は
ほ
と
ん
ど
住
民
の
み
の

往
来
だ
っ
た
の
で
、
子
ど
も
た
ち
は
夕
方
ま
で
、

じ
ゃ
れ
合
い
な
が
ら
家
の
周
り
で
遊
ん
で
い
ま

し
た
」
と
直な

お
き樹
。

　

自
転
車
で
遊
ぶ
こ
と
も
多
く
、
子
ど
も
を
探

す
と
き
は
自
転
車
が
止
め
て
あ
る
と
こ
ろ
に
行

く
と
見
つ
か
る
。

　

ノ
ー
ス
カ
ロ
ラ
イ
ナ
州
も
ほ
か
の
州
と
同
じ

く
子
ど
も
だ
け
で
出
か
け
る
の
は
違
法
な
の
で
、

家
の
遠
い
子
ど
も
は
親
が
送
り
迎
え
を
し
て
い

た
。
し
か
し
近
所
の
子
ど
も
た
ち
は
勝
手
に
遊

び
に
行
っ
て
勝
手
に
帰
っ
て
く
る
。
家
に
鍵
を

か
け
た
こ
と
は
な
い
。

　
「
前
の
年
ま
で
住
ん
で
い
た
ワ
シ
ン
ト
ン
Ｄ

Ｃ
で
の
暮
ら
し
と
は
だ
い
ぶ
違
い
ま
し
た
」

　

ふ
だ
ん
の
買
い
物
も
緑
の
な
か
を
気
持
ち
よ

く
車
を
運
転
し
て
五
分
ほ
ど
。
日
本
食
に
関
し

て
は
、
レ
ス
ト
ラ
ン
は
皆
無
、
充
実
し
た
韓
国

系
ス
ー
パ
ー
も
近
く
に
は
な
か
っ
た
。
け
れ
ど

も
食
の
不
足
を
カ
バ
ー
で
き
る
く
ら
い
周
り
の

人
や
住
居
、
環
境
に
恵
ま
れ
て
い
た
。

　

季
節
ご
と
に
家
族
旅
行
も
し
た
。
ア
メ
リ
カ

に
は
大
き
な
国
立
公
園
が
多
く
、
た
び
た
び
訪

れ
た
。

　
「
と
に
か
く
自
然
が
雄
大
で
『
す
ご
い
国
だ

な
』
っ
て
思
い
ま
し
た
」
と
、
直
樹
と
唯
。

シ
ャ
ー
ロ
ッ
ト
の
人
は

パ
ー
テ
ィ
ー
好
き

　
「
こ
こ
で
の
生
活
は
と
に
か
く
パ
ー
テ
ィ
ー

が
多
く
、
引
っ
越
し
た
そ
の
日
も
東
洋
人
は
珍

し
い
の
か
『
ハ
ロ
ー
、
今
日
パ
ー
テ
ィ
ー
や
る

か
ら
来
な
い
？
』
と
言
わ
れ
ま
し
た
」
と
直
樹
。

　

主
婦
に
と
っ
て
気
が
か
り
な
料
理
は
た
い
へ

ん
で
は
な
か
っ
た
。

　
「
材
料
を
並
べ
て
オ
リ
ー
ブ
オ
イ
ル
・
塩
こ

し
ょ
う
を
か
け
て
オ
ー
ブ
ン
で
焼
く
、
と
い
う

簡
単
な
も
の
で
十
分
で
し
た
。
そ
ん
な
適
当
さ

が
私
に
合
っ
て
い
ま
し
た
」
と
唯
。

　

誕
生
日
会
も
盛
大
だ
。
子
ど
も
の
誕
生
日
に

地
域
の
人
を
四
十
人
く
ら
い
呼
ぶ
。
バ
ッ
ク
ヤ

ー
ド
で
子
ど
も
た
ち
は
水
鉄
砲
や
空
気
で
膨
ら

ま
す
滑
り
台
な
ど
で
遊
び
、
父
親
た
ち
は
飲
み

会
に
な
る
。

　

プ
レ
ゼ
ン
ト
も
招
い
た
子
ど
も
の
数
だ
け
も

ら
え
る
。
ホ
ス
ト
の
家
は
手
土
産
（goody 

bag

と
い
う
手
土
産
セ
ッ
ト
）
を
用
意
す
る
。

　
「
準
備
は
た
い
へ
ん
で
す
が
、
子
ど
も
の
た

め
の
一
大
イ
ベ
ン
ト
な
の
で
ど
の
親
も
が
ん
ば

り
ま
す
」

　

ノ
ー
ス
カ
ロ
ラ
イ
ナ
で
も
家
族
は
教
会
に
通

っ
て
い
た
。
直
樹
は
奉
仕
活
動
の
一
環
で
プ
ロ

Illustrated by 
Reona Nishinaga

　
ワ
シ
ン
ト
ン
Ｄ
Ｃ
で
の
二
年
間

の
生
活
を
終
え
、
家
族
は
ノ
ー
ス

カ
ロ
ラ
イ
ナ
に
転
居
し
た
。

　
ワ
シ
ン
ト
ン
Ｄ
Ｃ
で
の
都
会
生

活
と
違
い
、
近
所
の
人
た
ち
と
密

に
つ
な
が
る
の
ど
か
な
田
園
生
活

だ
。

　
長
男
の
春は

る
き樹
は
友
達
や
先
生
に

温
か
く
迎
え
ら
れ
、
唯ゆ

い
は
こ
こ
で

も「
何
に
で
も
首
を
突
っ
込
も
う
」

精
神
を
発
揮
す
る
。
　
　（
仮
名
）

後
編

千
の
経
験
も
「
は
じ
め
の
一
歩
」
か
ら

取材・文　髙田 和子
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も
所
属
す
る
レ
ベ
ル
の
高
い
聖
歌
隊
に
所
属
し

た
。
新
し
い
曲
で
も
一
回
の
練
習
だ
け
で
日
曜

日
の
本
番
で
披
露
す
る
状
況
だ
っ
た
の
で
、
つ

い
て
い
く
の
が
た
い
へ
ん
だ
っ
た
。

　

唯
は
教
会
で
も
積
極
的
だ
っ
た
。
日
曜
学
校

で
先
生
の
補
佐
を
し
て
子
ど
も
た
ち
と
い
っ
し

ょ
に
聖
書
を
学
ん
だ
り
教
会
の
Ｅ
Ｓ
Ｌ
の
お
手

伝
い
を
し
た
り
し
た
。

春
樹
の

「
勉
強
と
ス
ポ
ー
ツ
の
日
々
」

　

二
年
の
ア
メ
リ
カ
生
活
を
経
て
、
春
樹
は
日

常
会
話
は
ほ
ぼ
困
ら
な
く
な
っ
て
い
た
。
け
れ

ど
も
「
書
く
」
こ
と
に
は
と
て
も
苦
労
し
た
。

学
区
の
教
育
委
員
会
の
面
接
官
に
は
「
Ｅ
Ｓ
Ｌ

に
行
か
ず
に
普
通
の
ク
ラ
ス
で
勉
強
で
き
る
」

と
言
わ
れ
た
が
、
実
際
に
学
校
に
行
く
と
「
も

う
少
し
Ｅ
Ｓ
Ｌ
で
や
っ
た
方
が
い
い
」
と
言
わ

れ
た
。

　
「
言
い
た
い
こ
と
が
出
て
く
れ
ば
た
く

さ
ん
話
し
た
り
書
い
た
り
で
き
る
よ
う

に
な
る
か
も
し
れ
な
い
」と
希
望
的
に
言

っ
て
も
ら
え
た
の
が
あ
り
が
た
か
っ
た
。

　

補
習
授
業
校
に
も
行
き
は
じ
め
た
が
、

現
地
校
の
勉
強
と
の
両
立
が
と
て
も
難

し
か
っ
た
。
特
に
漢
字
を
書
き
写
す
の

が
苦
手
で
、
覚
え
る
の
に
も
時
間
が
か

か
っ
た
。
集
中
力
の
な
さ
に
問
題
が
あ

り
、
親
と
し
て
は
「
何
か
あ
る
よ
ね
」

と
思
い
は
じ
め
た
。

　

の
ち
に
軽
い
発
達
障
害
と
診
断
さ
れ
る
の
だ

が
、
そ
の
と
き
は
学
校
生
活
で
は
多
動
で
は
な

い
し
、
外
国
人
な
の
で
英
語
が
完
成
さ
れ
て
い
な

い
と
い
う
こ
と
で
気
が
つ
か
れ
な
か
っ
た
の
か

も
し
れ
な
い
。
特
別
な
ケ
ア
は
受
け
な
か
っ
た
。

　

学
校
の
外
で
は
ク
ラ
ス
の
友
達
の
父
親
が
コ

ー
チ
を
し
て
い
る
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
の
ク
ラ
ブ
に
所
属

し
た
。
秋
に
は
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
を
し
て
い

た
の
だ
が
、
団
体
競
技
が
苦
手
で
パ
ス
等
は
難

し
く
、
一
生
懸
命
デ
ィ
フ
ェ
ン
ス
を
し
て
い
た
。

そ
の
姿
を
見
て
、
コ
ー
チ
が
と
て
も
気
に
入
っ

て
く
れ
た
。
春
樹
の
よ
う
な
特
性
を
持
っ
た
子

で
も
、
一
生
懸
命
な
姿
勢
を
と
て
も
応
援
し
評

価
し
て
く
れ
た
の
だ
。

　

春
に
は
そ
の
チ
ー
ム
の
コ
ー
チ
に
「
フ※

ラ
ッ

グ
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
の
コ
ー
チ
を
す
る
の
で
ど
う

か
？
」
と
言
わ
れ
、
春
樹
も
参
加
し
た
。

　
「
試
合
観
戦
の
た
め
に
、
各
家
族
が
折
り
畳

み
の
椅
子
を
駐
車
場
か
ら
担
い
で
行
く
の
が
、

と
て
も
印
象
的
で
し
た
」
と
唯
。

　

試
合
後
に
は
、
母
親
た
ち
が
持
ち
回
り
で
、

パ
ッ
ク
ジ
ュ
ー
ス
と
小
袋
の
ス
ナ
ッ
ク
を
持
参

し
て
配
る
。
夏
に
は
、
そ
の
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
が
主
催

す
る
短
期
水
泳
教
室
に
も
通
っ
た
。

銃
の
試
し
撃
ち
の
経
験

　

ア
メ
リ
カ
で
は
銃
の
事
件
が
発
生
す
る
た
び

に
規
制
が
叫
ば
れ
る
も
の
の
、
反
対
意
見
も
多

く
、
結
局
お
蔵
入
り
に
な
る
。
全
米
ラ
イ
フ
ル

協
会
が
強
力
な
ロ
ビ
ー
活
動
を
し
て
い
る
と
い

う
こ
と
も
理
由
の
一
つ
に
あ
る
が
、
一
般
人
の

な
か
に
も
銃
規
制
に
反
対
の
人
が
多
い
の
が
現

状
だ
。

　
「
銃
を
規
制
し
た
ら
結
局
悪
者
だ
け
が
銃
を

持
つ
こ
と
に
な
り
、
か
え
っ
て
治
安
が
悪
く
な

る
と
い
う
の
で
す
」
と
直
樹
。

　

こ
の
よ
う
な
意
見
を
持
っ
て
い
る
人
は
直
樹

が
知
っ
て
い
る
だ
け
で
も
数
人
い
た
そ
う
だ
。

　
「
銃
は
専
門
店
だ
け
で
な
く
釣
り
や
キ
ャ
ン

プ
用
品
の
店
や
雑
貨
屋
で
も
売
っ
て
い
ま
す
。

自
分
の
身
は
自
分
で
守
る
と
い
う
の
が
ア
メ
リ

カ
の
文
化
で
す
か
ら
『
そ
う
い
う
も
の
か
』
と

し
か
言
い
よ
う
が
な
い
で
す
」

　

唯
も
銃
の
所
持
に
つ
い
て
、
い
つ
も
穏
や
か

な
友
人
に
聞
い
て
み
た
こ
と
が
あ
る
。
友
人
は

※フラッグフットボール：アメリカンフットボール
の戦略性はそのままで少人数、狭いスペースで楽
しむことができるように開発されたスポーツ

春樹のバースデイパーティ―
にて　好きなキャラクターの
写真をデコレーション

YMCA主催のフラッグフットボールクラブで　腰につけてい
るリボンをお互いに取り合う
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「
こ
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
で
も
銃

を
所
持
す
る
こ
と
に
賛
否
両
論
が

あ
る
け
ど
、
私
は
正
し
い
知
識
を

持
っ
て
所
持
す
る
こ
と
が
、
安
全

を
得
る
こ
と
だ
と
思
っ
て
い
る
」

と
言
い
、
自
分
の
銃
を
使
っ
て
弾

の
込
め
方
、
持
ち
方
な
ど
を
丁
寧

に
教
え
て
く
れ
た
。
唯
は
射
撃
訓

練
場
に
も
連
れ
て
い
っ
て
も
ら
い
、

実
際
に
射
撃
も
体
験
し
た
。

　
「
手
の
ひ
ら
サ
イ
ズ
の
銃
で
し

た
け
ど
、
鉄
の
塊
は
と
て
も
重
く
、

撃
っ
た
瞬
間
、
鼓
膜
が
破
れ
そ
う

な
爆
音
と
そ
の
威
力
に
頭
が
ク
ラ
ク
ラ
し
ま
し

た
。
そ
し
て
、
こ
の
絶
大
な
殺
傷
力
が
あ
る
小

さ
な
凶
器
が
一
般
社
会
に
普
及
し
て
い
る
こ
と

に
と
て
も
恐
怖
を
感
じ
ま
し
た
」

そ
し
て
、
帰
国

　

直
樹
は
東
京
、
唯
と
春
樹
は
神
戸
に
住
む
こ

と
に
な
っ
た
。
春
樹
は
三
年
生
の
二
学
期
に
神

戸
の
公
立
の
小
学
校
に
転
入
し
た
。
検
査
を
受

け
た
と
こ
ろ
、
発
達
障
害
と
い
う
診
断
を
受
け

た
。
四
年
生
か
ら
通
常
学
級
に
籍
を
置
き
な
が

ら
、
月
に
二
〜
三
回
軽
い
障し

ょ
う
が
い碍
を
抱
え
る
子

ど
も
の
た
め
の
通
級
指
導
に
通
っ
た
。

　

ア
メ
リ
カ
で
は
、
少
し
変
わ
っ
て
い
て
も
、

あ
ま
り
気
に
せ
ず
、
周
り
の
子
は
そ
れ
を
個
性

と
捉
え
て
く
れ
た
が
、
日
本
で
は
「
お
か
し
な

こ
と
を
言
う
子
」
と
い
う
目
で
見
ら
れ
て
し
ま

う
傾
向
が
あ
っ
た
。
春
樹
は
だ
ん
だ
ん
会
話
を

す
る
こ
と
自
体
を
躊ち

ゅ
う
ち
ょ躇
す
る
よ
う
に
な
り
、

放
課
後
に
遊
ぶ
友
達
も
ほ
と
ん
ど
い
な
か
っ
た
。

　

そ
し
て
、
六
年
生
の
三
学
期
に
な
っ
て
学
校

か
ら
「
通
常
学
級
で
は
無
理
で
は
な
い
か
」
と

言
わ
れ
た
。
国
語
が
追
い
つ
け
な
か
っ
た
の
だ
。

家
族
で
相
談
し
た
結
果
、
春
樹
は
英
語
の
方
が

楽
だ
っ
た
の
で
中
学
か
ら
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ

ル
ス
ク
―
ル
に
転
校
し
た
。

　

日
本
で
は
、
当
時
は
ま
だ
先
生
に
も
周
り
の

人
に
も
「
こ
う
い
う
子
な
ん
で
す
」
と
い
う
こ

と
を
な
ん
と
な
く
隠
し
た
り
、
病
院
に
聞
く
の

も
夕
方
人
が
来
な
い
と
き
に
行
っ
た
り
、
と
い

う
風
潮
が
強
か
っ
た
。

　

ア
メ
リ
カ
は
発
達
障
害
の
子
に
対
し
て
寛
容

で
周
り
の
目
が
日
本
と
は
違
う
。
い
ろ
い
ろ
な

タ
イ
プ
の
子
が
い

る
の
で
い
じ
め
は

あ
る
が
、
そ
れ
は

「
変
わ
っ
て
い
る
」

と
い
う
よ
り
「
気

に
入
ら
な
い
」
と

い
う
こ
と
が
原
因

の
よ
う
に
見
え
た
。

　
「
多
動
の
子
が

歩
き
回
っ
て
い
て

も
普
通
に
授
業
は

続
い
て
い
ま
し
た
。

そ
の
子
が
部
屋
の

隅
で
毛
布
に
く
る
ま
っ
て
い
た
と
き
、
先
生
が

『
彼
は
い
ま
こ
う
し
た
い
と
思
っ
て
い
る
の
だ

か
ら
み
ん
な
理
解
し
て
ね
』
と
言
っ
て
い
る
の

も
目
の
あ
た
り
に
し
ま
し
た
。
教
室
で
そ
う
い

う
子
に
先
生
の
補
助
が
つ
く
こ
と
も
あ
り
ま
し

た
。『
こ
う
い
う
文
化
な
の
だ
な
』
と
思
っ
て

い
ま
し
た
」
と
唯
。

　

現
在
、
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ス
ク
ー
ル
で

は
皆
と
い
っ
し
ょ
に
勉
強
し
、
ス
ポ
ー
ツ
や
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
に
も
参
加
し
て
い
る
。

　
「
須
磨
の
海
岸
の
ご
み
を
拾
っ
た
り
し
て
よ

く
家
で
も
様
子
を
話
し
て
く
れ
ま
す
」
と
唯
。

　
「
駐
在
し
た
お
か
げ
で
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ

ル
ス
ク
ー
ル
に
通
え
て
、
彼
の
人
生
が
広
が
っ

た
と
感
謝
し
て
い
ま
す
」

　

現
在
は
高
校
二
年
生
に
な
っ
た
が
、コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
が
低
く
自
信
の
な
い
タ
イ
プ
な

の
で
順
風
満
帆
で
は
な
い
。
け

れ
ど
も
親
と
し
て
は
な
ん
と
か

社
会
で
生
き
て
い
く
ス
キ
ル
を

持
っ
て
ほ
し
い
と
思
っ
て
い
る
。

　

さ
ま
ざ
ま
な
経
験
を
し
た
密

度
の
濃
い
三
年
間
の
ア
メ
リ
カ

生
活
だ
っ
た
。
ど
の
経
験
も
唯

の「
絶
対
負
け
な
い
。
何
に
で
も

首
を
突
っ
込
む
」
と
い
う
駐
在

前
の
心
意
気
が
背
中
を
押
し
た
。

　

す
べ
て
の
経
験
は
「
は
じ
め

の
一
歩
」
か
ら
始
ま
っ
た
の
だ
。

（
終
）

本
欄
で
は
取
材
対
象
家
族
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
48
ペ
ー
ジ
の

Ｅ
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
へ
お
気
軽
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

近隣教会のサマー子ども
プログラムで

町内会のハロウィンイベント　個性的な衣装を着て各
家にお菓子をもらいに練り歩く
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オ ス ス メ の 一 冊
　

日
本
で
生
ま
れ
た
森
づ
く
り
の
方
法
が

世
界
各
国
に
広
が
り
、
森
が
本
当
に
生
ま

れ
て
根
付
い
て
い
く
様
を
描
い
た
、
わ
く

わ
く
す
る
一
冊
。
書
名
を
日
本
語
に
す
る

と
、『
ミ
ニ
フ
ォ
レ
ス
ト
革
命
─
─
宮
脇

メ
ソ
ッ
ド
で
世
界
の
緑
を
素
早
く
回
復
す

る
方
法
』
と
い
っ
た
と
こ
ろ
だ
ろ
う
か
。

　

著
者
の
ル
イ
ス
氏
は
自
然
環
境
の
美
し

さ
や
大
事
さ
を
よ
く
理
解
し
て
お
り
、
保

全
せ
ね
ば
な
ら
な
い
と
強
く
思
う
一
方
で
、

日
々
進
む
地
球
温
暖
化
や
環
境
破
壊
の
現

実
と
の
間
で
悩
ん
で
い
た
。
そ
ん
な
折
、

彼
女
は
当
時
住
ん
で
い
た
フ
ラ
ン
ス
で
画

期
的
な
森
づ
く
り
の
方
法
を
知
る
。
都
会

の
小
さ
な
ス
ペ
ー
ス
に「
宮
脇
メ
ソ
ッ
ド
」

と
呼
ば
れ
る
方
法
で
植
樹
を
す
る
と
、
植

え
ら
れ
た
木
々
は
ど
ん
ど
ん
大
き
く
な
り
、

わ
ず
か
な
期
間
で
立
派
な
森
に
成
長
す
る

と
い
う
。
本
書
は
、
こ
の
方
法
論
に
魅
入

ら
れ
た
著
者
が
、
世
界
各
地
で
実
践
さ
れ

て
い
る
こ
の
森
づ
く
り
を
そ
の
誕
生
か
ら

取
材
し
、
自
ら
も
森
を
つ
く
っ
て
み
た
過

程
を
描
い
て
い
る
。

　

宮
脇
メ
ソ
ッ
ド
の
生
み
の
親
は
植
物
生

態
学
者
の
宮
脇
昭
博
士
で
、
根
幹
に
あ
る

の
が
「
潜
在
自
然
植
生
」（potential 

natural vegetation

）の
考
え
方
。
そ
の

土
地
に
昔
か
ら
あ
る
樹
木
で
、
な
お
か
つ

人
間
の
影
響
を
完
全
に
止
め
た
時
に
定
着

す
る
種
と
い
う
定
義
で
あ
る
。
こ
う
い
っ

た
樹
種
を
植
栽
地
に
合
わ
せ
て
注
意
深
く

選
び
、
密
に
か
つ
混
ぜ
て
植
え
る
こ
と
で
、

自
然
に
任
せ
て
い
た
ら
普
通
は
一
〇
〇
～

二
〇
〇
年
か
か
る
森
林
再
生
が
わ
ず
か
二

十
～
三
十
年
単
位
で
可
能
と
な
る
。
一
九

七
〇
年
代
か
ら
始
め
た
こ
の
植
樹
法
を
用

い
て
、
宮
脇
博
士
は
十
八
か
国
の
約
三
〇

〇
〇
か
所
で
四
〇
〇
〇
万
本
の
木
を
植
え
、

森
づ
く
り
を
成
功
さ
せ
て
い
る
。

　

こ
の
植
樹
方
法
を
さ
ら
に
世
界
に
広
め

た
の
が
イ
ン
ド
の
シ
ュ
ベ
ン
ド
ゥ
氏
。
ト

ヨ
タ
が
自
社
工
場
の
周
り
す
べ
て
に
宮
脇

方
式
の
森
を
つ
く
り
、
バ
ン
ガ
ロ
ー
ル
工

場
で
も
行
っ
た
時
、
エ
ン
ジ
ニ
ア
だ
っ
た

シ
ュ
ベ
ン
ド
ゥ
氏
は
す
っ
か
り
虜と

り
こに
な
っ

て
し
ま
う
。
や
が
て
彼
は
ト
ヨ
タ
を
辞
め

て
宮
脇
メ
ソ
ッ
ド
の
森
づ
く
り
を
行
う
会

社
を
設
立
。
ま
た
、
二
〇
一
四
年
に
行
っ

た
Ｔ
Ｅ
Ｄ
の
ス
ピ
ー
チ
は
再
生
数
一
〇
〇

万
回
を
超
え
、
国
境
を
越
え
た
新
た
な
ウ

エ
ー
ブ
を
つ
く
り
出
し
た
。

　

こ
の
ス
ピ
ー
チ
は
、
環
境
問
題
に
関
心

が
あ
り
な
が
ら
何
も
で
き
な
い
こ
と
に
や

き
も
き
し
て
い
る
人
た
ち
の
心
に
直じ

か

に
届

き
、
森
を
つ
く
り
た
い
気
持
ち
に
火
を
つ

け
る
こ
と
と
な
る
。
中
東
や
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

に
宮
脇
メ
ソ
ッ
ド
の
森
づ
く
り
を
行
お
う

と
す
る
団
体
が
生
ま
れ
、
ア
メ
リ
カ
大
陸

に
も
広
が
っ
た
。
本
書
に
出
て
く
る
国
だ

け
で
、
イ
ン
ド
の
ほ
か
に
イ
ラ
ン
、
レ
バ

ノ
ン
、
カ
メ
ル
ー
ン
、
フ
ラ
ン
ス
、
ベ
ル

ギ
ー
、
オ
ラ
ン
ダ
、
イ
ギ
リ
ス
、
ア
メ
リ

カ
、
中
国
…
…
。
ま
る
で
風
に
乗
っ
て
種

が
拡
散
さ
れ
る
よ
う
に
、
こ
の
方
式
が
広

が
っ
て
い
る
。
各
国
で
求
め
ら
れ
て
い
る

も
の
は
水
源
の
森
で
あ
っ
た
り
、
子
ど
も

と
自
然
を
結
び
つ
け
る
も
の
だ
っ
た
り
、

傷
つ
い
た
心
を
癒
や
す
た
め
の
森
で
あ
っ

た
り
、
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
。

　

読
み
な
が
ら
、
わ
く
わ
く
感
が
止
ま
ら

な
か
っ
た
。
宮
脇
メ
ソ
ッ
ド
を
用
い
れ
ば

環
境
問
題
に
対
し
て
自
分
に
も
何
か
で
き

る
こ
と
が
あ
り
、
世
界
の
ど
こ
で
あ
ろ
う

と
森
林
再
生
が
可
能
で
あ
る
の
だ
。
日
本

発
の
方
法
が
世
界
中
で
注
目
さ
れ
て
い
る

と
い
う
の
も
嬉う

れ

し
い
。
そ
し
て
何
よ
り
も
、

森
づ
く
り
に
関
わ
り
、
成
長
し
て
い
る
の

を
見
た
人
た
ち
の
喜
び
が
ひ
し
ひ
し
と
伝

わ
っ
て
き
た
。
人
種
や
宗
教
、
性
別
や
年

齢
の
違
い
な
ど
関
係
な
く
、
共
通
の
目
標

に
向
か
っ
て
人
々
が
集
ま
り
、
協
力
し
て

い
る
姿
に
は
勇
気
を
与
え
ら
れ
た
。
森
づ

く
り
は
、
人
と
人
の
関
係
性
を
再
構
築
す

る
も
の
で
も
あ
っ
た
の
だ
。

　

人
間
が
自
然
の
一
部
で
あ
る
以
上
、
自

然
を
尊
重
し
、
知
恵
を
持
っ
て
関
わ
っ
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
自
明
の
こ

と
で
あ
る
。
温
暖
化
が
進
行
し
て
い
る
ニ

ュ
ー
ス
を
聞
く
と
憂
鬱
に
な
る
が
、
本
書

は
一
つ
の
解
決
法
を
提
示
し
て
い
る
。
ま

た
、
英
語
で
書
か
れ
て
い
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
よ
り
多
く
の
人
に
届
き
や
す
く
な
っ

て
い
る
。

　

各
国
に
滞
在
し
て
い
る
日
本
人
の
子
ど

も
た
ち
が
こ
の
メ
ソ
ッ
ド
で
学
校
の
一
角

に
森
を
つ
く
っ
た
ら
、
ど
ん
な
に
か
有
意

義
で
楽
し
い
こ
と
だ
ろ
う
。
宮
脇
博
士
に

よ
る
日
本
語
の
文
献
も
豊
富
に
あ
る
こ
と

を
付
け
加
え
て
お
こ
う
。

（
牧
野 

百
合
）

Mini-Forest Revolution
Using the Miyawaki Method to 

Rapidly Rewild the World

by Hannah Lewis

Chelsea Green Publishing
US$19.95
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麗
澤
瑞
浪
高
等
学
校
は
一
九
六
〇
年

四
月
に
、
中
学
校
は
八
〇
年
に
岐
阜
県

瑞
浪
市
に
開
校
さ
れ
た
。

　

Ｊ
Ｒ
瑞
浪
駅
か
ら
車
で
十
五
分
ほ
ど

行
く
と
、
バ
ン
テ
リ
ン
ド
ー
ム
（
旧
ナ

ゴ
ヤ
ド
ー
ム
）
六
十
個
分
の
広
大
な
キ

ャ
ン
パ
ス
が
広
が
る
。
木
々
に
囲
ま
れ
、

ゴ
ル
フ
場
も
あ
る
キ
ャ
ン
パ
ス
で
、
生

徒
た
ち
は
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
も
で
き
る
。

麗
澤
の
理
念

　
「
い
ち
ば
ん
大
切
に
し
て
い
る
の
は

道
徳
教
育
で
す
。
道
徳
教
育
と
は
﹃
自

立
と
感
謝
と
思
い
や
り
の
心
﹄
を
養
う

こ
と
で
す
」
と
入
試
広
報
チ
ー
ム
リ
ー

ダ
の
神
田
和わ

た
る

先
生
。

　
「
人
間
性
と
い
う
の
は
ど
こ
に
い
て

も
何
を
す
る
に
し
て
も
必
要
と
さ
れ
る

力
で
す
。
そ
れ
を
土
台
に
し
て
世
界
で

活
躍
で
き
る
人
に
な
っ
て
ほ
し
い
」

　

道
徳
の
授
業
で
は
物
事
の
捉
え
方
を

学
ぶ
。

　
「
い
や
だ
と
思
い
な
が
ら
よ
い
こ
と

を
す
る
の
で
は
な
く
、﹃
よ
い
こ
と
を

よ
い
心
で
行
う
﹄と
い
う
こ
と
で
す
」

英
語
教
育
と
探
究
学
習

　
「
特
色
が
あ
る
の
は
英
語
の
学
習
と

探
究
学
習
で
す
」と
神
田
先
生
。

　

英
語
は
中
学
一
年
か
ら
高
校
一
年
ま

で
週
六
時
間
の
授
業
を
す
べ
て
ネ
イ
テ

ィ
ブ
ス
ピ
ー
カ
ー
の
先
生
と
日
本
人
の

先
生
と
の
テ
ィ
ー
ム
テ
ィ
ー
チ
ン
グ
で

行
っ
て
い
る
。
そ
の
う
ち
一
回
は
ア
ウ

ト
プ
ッ
ト
の
時
間
と
し
て
フ
ィ
リ
ピ
ン

の
先
生
と
オ
ン

ラ
イ
ン
で
一
対

一
の
会
話
を
行

っ
て
い
る
。
高

校
二
年
は
通
常

の
授
業
七
時
間

と
テ
ィ
ー
ム
テ

ィ
ー
チ
ン
グ
に

よ
る
授
業
三
時

間
、
高
校
三
年

は
そ
れ
ぞ
れ
六

時
間
と
二
時
間

だ
。

　

高
校
で
は
三
カ
月
と
一
年
間
の
留
学

プ
ロ
グ
ラ
ム
が
あ
る
。
近
年
よ
く
行
っ

て
い
る
の
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
、ま
た

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
か
ら
の
交
換
留
学
生

は
一
年
間
麗
澤
の
寮
で
生
活
し
て
い
る
。

　
「
留
学
し
た
生
徒
は
異
文
化
に
刺
激

を
受
け
て
大
切
な
何
か
を
感
じ
取
っ
て

帰
っ
て
き
ま
す
」

　

探
究
学
習
と
し
て
中
学
で
は
Ｒ＊

Ｉ
Ｓ

Ｅ
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
設
け
て
い
る
。
日
本

の
伝
統
文
化
や
国
際
的
な
視
野
を
養
う

探
究
学
習
を
通

し
て
、
日
本
を

知
っ
て
世
界
に

羽
ば
た
く
「
国

際
的
日
本
人
」

を
育
成
す
る
の

が
目
的
だ
。

　

ま
た
、
中
・
高
生

対
象
のD

iscovery 
Saturday

で
は
さ

ま
ざ
ま
な
専
門
分
野

の
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー

を
外
部
か
ら
招
き
、

具
体
的
な
課
題
に
つ

い
て
考
え
る
。
探
究

ス
キ
ル
の
向
上
と
共

に
、
多
種
多
様
な
職

業
と
か
か
わ
る
機
会

に
も
な
る
。

　
「
将
来
の
予
測
が
不
能
な
時
代
に
入

っ
て
い
く
な
か
で
、
ど
う
い
う
考
え
方

で
物
事
を
捉
え
た
ら
い
い
か
、
積
み
上

げ
て
い
っ
た
ら
い
い
か
を
考
え
る
プ
ロ

グ
ラ
ム
で
す
」

https://youtu.be/3qO
W

U
9ypbyc

部
活
動
と
生
徒
会
活
動

　

部
活
動
に
は
全
員
が
加
入
す
る
こ
と

に
な
っ
て
い
る
。
高
校
男
子
の
テ
ニ
ス

部
は
、
毎
年
全
国
大
会
の
常
連
だ
。
ゴ

＊  「Research（調査・研究）」「Identity（主体性）」「Study（学び）」
「Experience（体験）」の頭文字をとった造語

学校会員ファイル

共学

海外子女教育振興財団では、帰国子女・海外子女を受け入れている学校にも「学校会
員」として維持会員に加わっていただいており、この欄で毎回一校ずつ紹介しています。

インタビューに答えてくれた帰国生たち　左から
Ｕさん、Ｉさん、Ａさん、Ｋさん

校舎外観
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麗
澤
瑞
浪
中
学
校
・
高
等
学
校

https://youtu.be/3qOWU9ypbyc
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ル
フ
部
も
男
女
共
に
全
国
大
会
に
出
場

し
た
経
験
が
あ
る
。
運
動
部
だ
け
で
な

く
太
鼓
部
（
和
太
鼓
）
も
全
国
大
会
に

出
場
し
て
い
る
。
瑞
浪
市
の
成
人
式
や
、

キ
ュ
ー
バ
在
住
の
日
本
人
た
ち
の
記
念

イ
ベ
ン
ト
で
演
奏
す
る
な
ど
学
外
で
も

活
躍
し
て
い
る
。

　

生
徒
会
活
動
は
中
・
高
い
っ
し
ょ
に

身
近
な
課
題
を
解
決
す
る
べ
く
さ
ま
ざ

ま
な
委
員
会
活
動
が
あ
る
。
ま
た
麗
明

祭
（
文
化
祭
）
の
実
行
委
員
は
立
候
補

で
決
ま
り
、
活
発
に
活
動
し
て
い
る
。

寮
教
育

　

麗
澤
中
学
校
・
高
等
学
校
は
も
と
も

と
全
寮
制
の
学
校
だ
っ
た
。
通
学
も
で

き
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
二
十
年
前
だ
。

現
在
約
半
数
の
生
徒
が
寮
で
暮
ら
し
て

い
る
。
全
部
で
十
六
棟
あ
り
、
一
棟
に

一
人
ず
つ
教
員
が
住
ん
で
い
る
。
神
田

先
生
も
家
族
と
共
に
中
学
男
子
の
寮
で

生
徒
た
ち
と
暮
ら
し
て
い
る
。

　

五
歳
か
ら
八
歳
ま
で
イ
ン
ド
に
住
ん

で
い
た
高
一
の
Ａ
さ
ん
と
二
歳
か
ら
十

一
歳
ま
で
タ
イ
で
過
ご
し
た
中
一
の
Ｕ

さ
ん
は
寮
が
あ
る
か
ら
麗
澤
を
選
ん
だ

そ
う
だ
。
Ａ
さ
ん
は
「
め
ち
ゃ
め
ち
ゃ

楽
し
そ
う
だ
と
思
っ
た
し
生
活
面
で
成

長
し
た
い
と
思
っ
た
か
ら
」、
Ｕ
さ
ん

は
「
自
立
し
た
い
と
思
っ
た
し
寮
の
中

で
勉
強
の
時
間
も
あ
る
の
で
い
い
か

な
」
と
言
う
。
そ
し
て
実
際
に
入
っ
て

み
る
と
「
生
徒
は
い
ろ
い
ろ
な
県
か
ら

来
て
い
る
。
毎
学
期
転
入
生
が
来
る
と

こ
ろ
が
タ
イ
に
い
た
こ
ろ
と
似
て
い
ま

す
。
い
ろ
ん
な
県
の
人
た
ち
と
遊
ぶ
の

が
楽
し
い
」と
話
し
て
く
れ
た
。

　

コ
ロ
ナ
で
学
校
行
事
は
で
き
な
か
っ

た
が
、
寮
で
は
新
入
生
の
歓
迎
会
が
あ

り
大
玉
転
が
し
や
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
、
リ

レ
ー
な
ど
を
し
て
楽
し
ん
だ
。

　

神
田
先
生
は
「
教
員
が
生
徒
と
密
に

か
か
わ
っ
て
親
身
に
な
っ
て
い
っ
し
ょ

に
考
え
て
い
く
こ
と
を
大
切
に
し
て
い

ま
す
。
そ
う
い
う
人
間
関
係
を
構
築
で

き
て
い
ま
す
」と
話
し
て
く
れ
た
。

https://youtu.be/w
9K

1S13Y
oY

Y

帰
国
生
の
学
校
へ
の
思
い

　

四
人
の
帰
国
生
が
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に

応
じ
て
く
れ
た
。
前
出
の
Ａ
さ
ん
と
Ｕ

さ
ん
、
そ
し
て
小
学
校
の
六
年
間
を
北

京
で
暮
ら
し
両
親
は
現
在
も
北
京
に
住

む
高
一
の
Ｋ
さ
ん
と
、
マ
レ
ー
シ
ア
で

小
学
校
時
代
を
過
ご
し
た
中
二
の
Ⅰ
さ

ん
だ
。

　

勉
強
に
つ
い
て
、
Ⅰ
さ
ん
は
「
難
し

い
け
ど
先
生
に
ひ
と
り
で
聞
き
に
行
っ

て
も
詳
し
く
教
え
て
く
れ
ま
す
」、
Ｋ

さ
ん
と
Ａ
さ
ん
も
「
先
輩
や
先
生
が
わ

か
ら
な
い
こ
と
を
し
っ
か
り
教
え
て
く

れ
る
の
で
困
っ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
」と
言
う
。

　

校
則
に
つ
い
て
は
ど
う
だ
ろ
う
。
Ⅰ

さ
ん
は
「
校
則
は
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
す

が
覚
え
る
の
は
い
や
じ
ゃ
あ
り
ま
せ

ん
」、
Ａ
さ
ん
は
「
校
則
の
理
由
を
理

解
す
れ
ば
問
題
な
い
で
す
」と
言
う
。

　

先
輩
後
輩
の
関
係
に
つ
い
て
も
聞
い

て
み
た
。
全
員
週
に
四
日
間
部
活
動
を

し
て
い
る
が
、
Ｉ
さ
ん
は
「
先
輩
と
後

輩
の
上
下
関
係
が
、
緩
く
も
な
く
キ
ツ

く
も
な
い
の
が
い
い
で
す
」。
Ｋ
さ
ん

は
「
敬
語
な
ど
が
最
初
は
難
し
か
っ
た

け
ど
、
い
ま
は
全
然
大
丈
夫
。
そ
う
い

う
の
は
い
や
だ
と
は
思
い
ま
せ
ん
」
と

言
う
。

　

楽
し
い
の
は
「
友
達
と
お
し
ゃ
べ
り

す
る
と
き
」
と
口
を
そ
ろ
え
る
。
入
学

後
、
コ
ロ
ナ
禍
で
修
学
旅
行
も
な
く
行

事
は
体
育
祭
と
短
縮
の
文
化
祭
だ
け
だ

っ
た
そ
う
だ
。
Ｕ
さ
ん
は
「
皆
と
か
か

わ
れ
る
行
事
が
や
り
た
い
」と
言
う
。

　

Ⅰ
さ
ん
は
「
い
ま
、
二
年
ぶ
り
の
麗

明
祭
の
実
行
委
員
で
準
備
中
で
す
。
今

年
は
海
外
の
こ
と
に
つ
い
て
調
べ
る
と

い
う
こ
と
で
マ
レ
ー
シ
ア
に
つ
い
て
調

べ
て
い
ま
す
。
と
て
も
楽
し
い
で
す
」

と
言
う
。

　

神
田
先
生
は
「
今
年
か
らw

ith

コ
ロ

ナ
の
感
覚
で
学
校
も
い
ろ
い
ろ
企
画
し

な
が
ら
や
っ
て
い
き
ま
す
」
と
言
う
。

こ
れ
か
ら
の
学
校
生
活
は
ま
す
ま
す
充

実
し
て
い
く
こ
と
だ
ろ
う
。

（
取
材
・
文　

髙
田 

和
子
）

所在地	：	�〒509-6102　岐阜県瑞浪市稲津町萩原
1661

TEL	：	 0572-66-3111 ／ FAX：0572-66-3100
URL	：	 https://www.mz.reitaku.jp
交通	：	 JR「瑞浪」駅からタクシーで10分 
生徒数	：	中＝169人　高＝277人
	 	 	 帰国生徒数　中＝４人　高＝７人
教員数	：	専任58人（うち４人がネイティブスピーカー）
　　　　非常勤７名
帰国生受験出願の資格：
　�過去３年以内に１年間以上、海外の中学校に在籍
していた生徒

寮の個室

https://www.mz.reitaku.jp
https://youtu.be/w9K1S13YoYY
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最
初
にD
avos N

ext

の
構
想
を

聞
い
て
ど
う
思
い
ま
し
た
か
？

　

変
化
の
激
し
い
社
会
、そ
し
てS

※
１

ociety 
5.0

と
呼
ば
れ
る
時
代
を
生
き
抜
い
て

い
く
た
め
に
は
、
子
ど
も
た
ち
が
さ
ま

ざ
ま
な
国
に
住
む
人
と
意
見
交
換
す
る

こ
と
が
プ
ラ
ス
に
な
る
と
信
じ
て
、い

ま
ま
で「
世
界
同
時
授
業
」
を
続
け
て

き
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
前
の
二
〇
一
九
年

は
日
本
、
中
国
、
マ
レ
ー
シ
ア
の
六
校

で
し
た
が
、
二
一
年
の
第
三
回
で
は
国

内
外
の
小
・
中
・
高
二
十
八
校
、
約
二

〇
〇
〇
人
の
子
ど
も
た
ち
が
参
加
。毎

回
、Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
つ
い
て
活
発
な
意
見

交
換
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

D
avos N

ext

で
は
、
そ
れ
が
世
界

も
、
い
く
ら
す
ご
い
人
で
も
、
内
容
が

わ
か
ら
な
い
話
を
聞
く
の
は
苦
痛
で
す
。

し
か
し
、
そ
の
人
が
や
っ
て
い
る
こ
と

に
興
味
を
持
っ
て
い
た
ら
ど
う
で
し
ょ

う
。
そ
の
最
初
の
手
が
か
り
と
し
て
、

蘇
州
日
本
人
学
校
の
生
徒
が
、
本
イ
ベ

ン
ト
と
山
中
先
生
の
業
績
を
紹
介
す
る

漫
画
を
制
作
し
ま
し
た
。
サ※

２

イ
ト
か
ら

ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
講
演
会
に
主
体
的
に
参
加
で
き

る
よ
う
に
、
講
演
会
の
前
、
最
中
、
終

了
後
に
記
入
す
る
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
も
提

供
し
ま
す
。
こ
れ
が
あ
れ
ば
子
ど
も
た

ち
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
先
生
が
た
に
も

「
参
加
さ
せ
た
い
」
と
い
う
気
持
ち
に

な
っ
て
も
ら
え
る
と
思
い
ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
禍
の
現
在
、
他
の

国
に
実
際
に
行
く
こ
と
は

難
し
い
で
す
が
、
オ
ン
ラ
イ

ン
で
国
境
を
越
え
て
、
世

界
中
の
人
と
つ
な
が
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
い
っ
し
ょ
に

地
球
規
模
の
問
題
を
解
決

す
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
ん

な
時
代
に
、
子
ど
も
た
ち

は
生
き
て
い
ま
す
。
学
校
の

種
類
や
学
年
を
超
え
、
世

代
を
超
え
た
協
働
的
な
学

び
の
場
。
そ
の
最
終
形
態

が
、D

avos N
ext

で
は
な

い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

規
模
で
で
き
ま
す
。「
も
う
、
ド
ン
ド

ン
や
れ
！
」
と
思
い
ま
し
た
。

　

私
は
中
一
ま
で
は
勉
強
が
苦
手
で
、

劣
等
感
を
抱
え
、
自
分
は
不
幸
だ
と
思

っ
て
い
ま
し
た
。
で
も
先
生
は
本
気
で

支
え
、
あ
き
ら
め
ず
に
声
を
か
け
続
け

て
く
れ
ま
し
た
。
中
二
の
と
き
に
「
や

ら
な
き
ゃ
」
と
決
心
し
て
、
猛
然
と
勉

強
を
始
め
ま
し
た
。
だ
か
ら
人
間
は
変

わ
ろ
う
と
す
れ
ば
変
わ
れ
る
と
い
う
こ

と
を
知
っ
て
い
ま
す
。
学
校
現
場
で
子

ど
も
の
悩
み
に
寄
り
添
い
た
い
と
い
う

気
持
ち
か
ら
、
教
員
に
な
っ
た
ん
で
す
。

　

子
ど
も
た
ち
に
は
、
将
来
の
生
活
を

イ
メ
ー
ジ
し
て
、
夢
を
早
く
持
っ
て
ほ

し
い
。
中
学
三
年
間
は
ア
ッ
と
い
う
間

で
す
か
ら
。
山
中
伸
弥
先
生
の
講
演
テ

ー
マ
は
ま
さ
に
「
夢
を
叶か

な

え
る
力
」
で

す
し
、
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
の
デ
ィ
ス
カ

ッ
シ
ョ
ン
が
い
ま
の
自
分
を
知
る
き
っ

か
け
に
な
り
、
他
の
国
の
参
加
者
と
語

り
合
う
こ
と
で
意
見
交
換
が
で
き
、
新

し
い
視
野
を
獲
得
で
き
ま
す
。
そ
の
結

果
、
目
の
前
に
進
む
道
が
パ
ー
ッ
と
花

開
い
て
見
え
て
い
く
よ
う
な
体
験
が
で

き
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。

参
加
に
あ
た
っ
て
の
準
備
や
心
構

え
に
つ
い
て
お
話
し
く
だ
さ
い
。

　

小
・
中
学
生
に
と
っ
て
山
中
先
生
は

ノ
ー
ベ
ル
賞
を
受
け
た
す
ご
い
人
。
で

Davos Next 2022に向けて　　に向けて　　

　
蘇
州
日
本
人
学
校
に
勤
務
し
て
い
た

二
〇
一
九
年
か
ら
、
在
外
校
と
日
本
の

学
校
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
つ
な
い
で「
世
界

同
時
授
業
」
を
開
催
し
て
き
た
齋
藤
暢

さ
ん
。
そ
の
経
験
を
買
わ
れ
てD
avos 

N
ext

の
運
営
委
員
を
務
め
て
い
ま
す
。

中
学
校
の
現
役
の
教
員
と
し
て
、「
子

ど
も
時
代
に
夢
を
持
ち
、
そ
れ
に
結
び

つ
く
よ
う
な
進
路
選
択
を
し
て
ほ
し
い
。

D
avos N

ext

は
そ
の
き
っ
か
け
に
な

る
場
」と
語
り
ま
す
。
　
　
（
只
木
良
枝
）
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第7回
JOES Davos Nextを語る
仙台市立広瀬中学校　研究主任（元蘇州日本人学校）

齋藤 暢さん

※１　 Society 5.0：サイバー空間（仮想空間）とフィジカル空間（現
実空間）を高度に融合させたシステムにより、経済発展と社会
的課題の解決を両立する、人間中心の社会（Society）　（内閣府）

※２：https://www.joes.or.jp/kojin/jdnext
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❶ 富
とやま

山湾
わん

ではときどき海
かいがん

岸の向
む

こうに見
み

える建
たてもの

物が伸
の

びたり、船
ふね

が逆
さか

さに見
み

えたりする現
げんしょう

象が起
お

こる
　 ことがあります。その現

げんしょう

象を何
なん

というでしょう？ 

●Ａ 陽
かげろう

炎 　　 ●Ｂ 摩
ま か ふ し ぎ

訶不思議 　　 ●Ｃ 蜃
しんきろう

気楼 　　　●Ｄ ゆらゆら
❷ 「富

とや ま

山湾
わん

の宝
ほうせき

石」と呼
よ

ばれる名
めいさんひん

産品とは？

●Ａ クラゲ 　　 ●Ｂ ホタルイカ 　　 ●Ｃ 白
しろ

エビ 　　　●Ｄ クジラ

中
ちゅうぶ

部地
ち ほ う

方にあり、日
に ほ ん

本海
かいがわ

側気
き こ う

候で豪
ごうせつ

雪地
ち た い

帯に指
し て い

定
されています。夏

なつ

は気
きりゅう

流と山
やま

の関
かんけい

係で起
お

こるフェー
ン現
げんしょう

象のため高
こうおん

温になります。米
こめ

やチューリップの
産
さ ん ち

地で、富
と や ま

山湾
わん

は「天
てんねん

然のいけす」と呼
よ

ばれるほど
豊
ゆた

かな漁
ぎょ

場
じょう

です。県
けんちょう

鳥は「ライチョウ」、県
け ん か

花は「チ
ューリップ」、県

けんちょう

庁所
しょざいち

在地は富
と や ま し

山市。

なんで、「富
とやま

山」っていうの？

富
とや ま

山はかつて「外
とや ま

山」と呼
よ

ばれていました。

「富
とや ま

山」とされるようになったのは戦
せんごく

国時
じ だ い

代に

なって富
とやまじょう

山城ができてからで、城
じょうか

下にあった真
しん

言
ごんしゅう

宗の富
ふ せ ん じ

山寺の縁
えん ぎ

起のよい字
じ

にあやかったとも

いわれています。

さて、富
とやまけん

山県の形
かたち

は何
なに

に見
み

えるかな？

　「富
とやま

山ブラック」は真
ま

っ黒
くろ

いスープが特
とくちょう

徴の、富
とやま

山市
しない

内を中
ちゅうしん

心に食
た

べられ
ているご当

とうち

地ラーメンです。「！」という見
み

た目
めどお

通り、味
あじ

は濃
こ

い目
め

の醤
しょうゆあじ

油味
ですが、ただ塩

しおから

辛いというのではなく、出
だ し

汁の旨
うまみ

味がしっかりきいています。
　1955年

ねん

ごろから広
ひろ

まりだしたラーメンで、汗
あせ

をたくさんかくため塩
えんぶん

分を
必
ひつよう

要とする労
ろうどうしゃ

働者や、食
しょくよく

欲旺
おうせい

盛な若
わかもの

者たちのために醤
しょうゆ

油を多
おお

めに入
い

れて
つくられたといいます。ラーメンといっしょにライスを食

た

べるのが定
ていばん

番の
スタイルとか。

＊クイズの答
こたえ

は奥
おくづけ

付（P. 48）をご覧
らん

ください。

ダンベル？

北海道北海道

青森県青森県

岩手県岩手県
秋田県秋田県

宮城県宮城県山形県山形県

福島県福島県新潟県新潟県

栃木県栃木県

茨城県茨城県

千葉県千葉県
埼玉県埼玉県

群馬県群馬県

東京都東京都
神奈川県神奈川県

山梨県山梨県

長野県長野県石川県石川県

福井県福井県

滋賀県滋賀県

三重県三重県
奈良県奈良県

岐阜県岐阜県

愛知県愛知県 静岡県静岡県

和歌山県和歌山県

大阪府大阪府

京都府京都府
兵庫県兵庫県

鳥取県鳥取県

岡山県岡山県

香川県香川県

高知県高知県愛媛県愛媛県

島根県島根県

広島県広島県

徳島県徳島県山口県山口県

福岡県福岡県
佐賀県佐賀県

長崎県長崎県 熊本県熊本県
宮崎県宮崎県

鹿児島県鹿児島県

沖縄県沖縄県

大分県大分県

北海道

青森県

岩手県
秋田県

宮城県山形県

福島県新潟県

栃木県

茨城県

千葉県
埼玉県

群馬県

東京都
神奈川県

山梨県

長野県

富山県

石川県

福井県

滋賀県

三重県
奈良県

岐阜県

愛知県 静岡県

和歌山県

大阪府

京都府
兵庫県

鳥取県

岡山県

香川県

高知県愛媛県

島根県

広島県

徳島県山口県

福岡県
佐賀県

長崎県 熊本県
宮崎県

鹿児島県

沖縄県

大分県
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とやまけん

富山県

ク イ ズ
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と や ま
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め い ぶ つめ い ぶ つ

物物料料
り ょ う りり ょ う り

理理
をを紹紹

しょうしょう

介介
か いか い

するよ～するよ～ 富
とやま

山ブラック 黒
くろ

いスープにドキッ！　
ひと口

くち

食
た

べると止
と

まらない。

あいうえお順
じゅん

で紹
しょうかい

介していきます。

発行：海外子女教育振興財団　改変ならびに再販を禁じます。
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タイ、バンコク、カンボジアに計7年間在住し、インタ
ーナショナルスクールに通った。昌平中学に入学後、
中３で英検準1級を取得した。高校ではIBコースに
進学し、DPを取得した。将来は外交官として自分が
育ったタイと日本の架け橋となりたいと考えている。

過去最多

過去最多

●大学合格実績（令和4年3月29日現在）

●帰国子女入学生の進路過去7年間
（帰国生として新入学・転入学して卒業した生徒7年間の総数59名中）

●主要大学合格者数
過去5年の推移

■2023年度帰国子女入試

●全国大会で活躍する部活動

東京大学2名現役合格‼［理Ⅱ・文Ⅱ］ 2年連続2名合格

など
国公立大 101名合格
東京大２、東京工業大２、一橋大、北海道大、東北大4、東京外国語大3、
お茶の水女子大4、筑波大9、群馬大（医・医）など

早慶上理ICU 82名合格
早稲田大22、慶應義塾大4、上智大7、東京理科大47、国際基督教大2

G-MARCH 236名合格
学習院大25、明治大55、青山学院大6、立教大45、中央大42、
法政大63

2020 2021 20222018

　

2019

203
163

236

137 147

78

86

82

55
71

89

84

101

56

67

サンデー毎日2021年10月3日号において、中高一貫校のランキングが掲載されました。本校は次の項目で上位に入っています。

●グローバル教育に力を入れている 第3位（県内1位）
●最近、大学合格実績が伸びていると思われる 第10位（県内2位）

2021年度卒業生 Ｓさん（カンボジア・プノンペン）
東京外国語大学言語文化学部へ進学

2018年度卒F君（スペイン・バルセロナ）
慶應義塾大学総合政策学部へ進学

医・歯・薬・獣
群馬大（医・医）、東邦大（医・医）、麻布大（獣医）、
星薬科大（薬）2、明治薬科大（薬）2、他薬学部8名・歯学部2名

埼玉県 S A I T A M A

正解のない問いを探究エネルギー問題について議論

 高3 9 5 4

 高2 7 6 1

 高1 15 10 5

 高計 31 21 10

 中3 5 3 2

 中2 5 4 1

 中1 7 2 5

 中計 17 9 8

 合計 48 30 18

アメリカ 18

中国 8

オランダ 3

オーストラリア 3

スペイン 3

その他 13

合計 48

昌平中高が英語教育に力を
入れているので入学しまし
た。海外生活が長かった私は
学校生活になじめるか心配で
したが、すぐに友達ができまし
た。将来の進路実現のために
勉強は大変ですが、体育祭や
文化祭、合唱コンクールなどの行事が楽しく、メリハ
リある生活ができます。昌平に来て、良い思い出をた
くさん作りましょう。

アメリカとイランに合計10年間滞在。本校入学後も
継続して英語を学習し、中学2年生の2学期に英検
1級を取得した。将来は国際機関で働き、世界中で
初等教育を普及させたいと思っている。生徒会長も
務め、学校の中心として活躍した。

1.試験科目
次の（A）または（B）の帰国生専用入試科目の
いずれかを選択
（A）英語（50分 200点）・面接（本人のみ）・作文
（B）国語・算数（各40分・各100点）・

　面接（本人のみ）
2.試験日
2022年12月23日（金）

1.試験科目
英語（50分 200点）・面接（本人のみ）・作文
2.試験日
2022年12月23日（金）

相談は窓口（0480-34-3381：村田）へご連絡くだ
さい。

2020年度卒　Yさん（イラン・テヘラン）
東京大学文科三類へ進学

東京大 1
一橋大 1
広島大 1
埼玉大 1
筑波大 1

東京外国語大 1

早稲田大 7
慶應義塾大 3
上智大 8
東京理科大 8
学習院大 4
明治大 6

青山学院大 3
立教大 7
中央大 11
法政大 8
獨協大 9
東洋大 10

大学名 人 大学名 人 大学名 人

昌平がIB教育に力を入れて
いることが、入学の決め手に
なりました。入学前は人前で
プレゼンテーションをするこ
とがとても苦手でした。IBの
授業ではグループディスカッ
ションやチームワークがあり
ます。最初はとても緊張しま
したが今では得意になりまし
た。おかげで全校スピーチコンテストではあまり緊
張することもなく、第2位を取ることができました。

■サッカー部（男子）
Jリーガー6年連続輩出、
全国高校サッカー選手権・全国ベスト８（2回）
■陸上競技部
全国高校駅伝競争大会出場（4年連続）
■ラグビー部
全国高校ラグビー大会・全国大会出場（3回）
■バレーボール部
　（男子）
全日本バレーボール高校選手権大会・全国ベス
ト16
■バスケットボール部
　（女子）
全国高等学校選手権大会（ウインターカップ）
出場（2回）

■早慶上理ICU
■国公立

■G-MARCH

世界で活躍する人材の育成を目的に
世界標準の教育プログラムであるIBを導入しました。

全校生徒が英語を得意教科にできるよう全教員が関わります。
英語の学習モチベーションが上がるような行事が多くあります。

https://www.shohei.sugito.saitama.jp/contents/


〒133-8552  東京都江戸川区東小岩5丁目22番1号

TEL.03（3659）1241　FAX.03（3659）4994

https://www.edojo.jp

問い合わせ：中学は小笠原、高校は小室までご連絡ください。

交通：JR総武線小岩駅・徒歩10分（東京より19分、船橋より13分）

江戸川女子
中学校・高等学校

の
視
重
語
英

6
の
視
重
語
英

6

■帰国生・編入試験
　　　　
受付随時・帰国時期に合わせて実施しています。
試験科目●国語・数学・英語・面接

※要問い合わせ

中学・高校●英語の授業はレベル別、少人数制
●副担任はネイティブの先生
●音楽・美術の授業は英語で行う
●海外研修の機会も豊富

！ 実充が」スーコ際国「すば伸にらさを力語英

ICT教育
生徒一人一台、タブレットPCを所有。
 HRやオンライン英会話にも活用。

英語を最強の武器に
中1からアットホームな少人数授業。
ネイティブ教員と日本人教員が

4技能をさらに鍛え、
英検準1級、1級レベルへ。

きめ細やかなサポート体制
日々 の予習、復習と

豊富な小テストで学習習慣を確立。
質問教室や補習、講習も充実。

情操教育
日本の伝統文化等を学習（中1 茶道、中2 箏曲、

中3 華道、中1～3弦楽の授業）。
音楽の授業で学んだベートーヴェン第九を

年度末に発表（高1）。

https://www.edojo.jp/


●慶應義塾湘南藤沢高等部
　対策
【期 間】 9月15日～12月18日
【科 目】 数学　過去問演習・解説

●国際基督教大学高校
　（推薦・書類）対策
【期 間】 推薦：10月16日から
 書類：12月18日から
【内 容】 オリエンテーション動画、
 自己PR添削（推薦のみ）、
 模擬面接

中学入試（集団指導）
●慶應義塾湘南藤沢中等部対策
【期 間】 9月10日～12月7日
【科 目】 国語・算数　過去問演習・解説

●広尾学園・広尾学園小石川（AG）対策
【期 間】 9月10日～12月11日
【科 目】 英語

●洗足学園対策
【期 間】 9月10日～12月18日
【科 目】 英語　過去問演習・解説

●三田国際対策
【期 間】 9月10日～11月13日
【科 目】 英語

志望校別対策講座帰国枠入試を目指す
小 6 ・ 中 3 対 象
2 0 2 2 年 度入試

高校入試（集団指導）
帰国枠入試を目指す中3受験生対象帰国枠入試を目指す小6受験生対象

※すべて日本時間

� � � � � � � � � � � � � � � � �
� � � � � � ��� � � � � � � � � � � � � � �� � � � � � �� � � � � �_� �_� � � � � � �

お問い合わせ・お申し込みはこちらから

個別指導ではその他多くの志望校別対策授業を受講できます。
まずは受講前カウンセリング（無料）にてご相談ください。

教室授業の臨場感をご自宅でオンライン授業

https://www.jolnet.com/


合格者の声　東京大学 文科2類 合格
7年間米国に住んでいた私にとって一番の壁は日本語小論文でした。オンラインで国立大学の小論文対策を行っている塾を調べている時に、
GLICCに出会いました。毎回の授業は、先生と対話しながら進められるのですが、この対話によって自分とは異なる考え方に気づき、よりレベ
ルの高い小論文にするための視点が得られました。また、別の国で過ごしていた受験生と一緒に学んだことも、自分が暮らした国についてより
よく知る機会となりました。お互いが書いたものを批評し合う「ピアレビュー」では、相手の書いたものを指摘するスキルを上げることを通じ
て、結果的に自分の表現力を向上させることにつながったように感じます。さらに、GLICCの先生は親身になって受験の悩み事や話を聞いてく
ださいました。何か心配事を抱えていた際に先生に連絡すると、すぐにズームを開いてくださり、相談にのってくださいました。この様なサ
ポートは、他では得られないものだと思います。

１）志望理由書サポート＋文系小論文／理系数学／早稲田国教CW対策
２）G11生対象 TOEFL対策／基礎小論文／数学

帰国枠
大学受験対策コース

1）三田国際・広尾学園 国際生入試対策 （GLICC桜新町教室）
・Reading＋Listening＋Writing＋Grammar＋Math/Reasoning

2）フィクションリーディング＆ライティング（オンライン）
・7月第1週から全6週 8月の講座終了後から8月末まで課題添削つき

中学受験対策 
夏期集中特別講座

1）難関高校受験英語・TOEFL
2）難関高校受験数学・広尾学園 Math
3）帰国生国語・日本語作文対策

高校受験
英数国3教科対策

中学受験
三田国際学園中 
国際生入試＋英語入試 合格者18名！

大学受験
東京大学帰国生入試 合格者2名！
（国立コース合格率100%）

2022年度合格実績（一部）

グローバル・アドミッションの時代

https://glicc.jp/


市川中学校・高等学校 〒277-0816  千葉県市川市本北方2-38-1
TEL.047-339-2681　FAX.047-337-6288
https://www.ichigaku.ac.jp/

■帰国生志願状況
中学：受験者  145名 ／ 合格者  74名　  高校：受験者  88名 ／ 合格者  38名

★ SSH指定校（スーパーサイエンスハイスクール）
★ ユネスコスクール認定校
★ WWL連携校（ワールドワイドラーニング）

帰国生対象英語授業実施

試験日／会場
試験科目

①2023年3月に小学校を卒業見込み
の者。もしくはこれに準ずる学校に在
籍し、日本の学齢で小学校６年生に
該当する者。

②海外滞在期間が１年以上の者。もしく
はこれに準ずる者。

＊帰国生編入試験実施　※日程はすべて予定です。HPでご確認ください。

中
学
校

応募資格

試験日／会場
試験科目

①２０23年３月中学校を卒業見込みの者。もしくはこれに準ずる学校に在籍し、日本
の学齢で中学3年生に該当する者。または卒業した者。
②海外滞在期間が1年以上で、帰国の時期が2018年12月以降の者。もしくはこ
れに準ずる者。

高
等
学
校

［国公立大２００名（東大２３名）、早慶大２６３名］医学部・医学科７５名（国公立大２９名）

1月20日（金）／幕張メッセ国際展示場12月4日（日）／本校

4科帰国生入試12月帰国生入試

英語Ⅰ・英語Ⅱ・国語・算数 国語・算数・社会・理科

1月17日（火）／本校
国語・数学・英語

応募資格

①2023年3月に小学校を卒業見込み
の者。もしくはこれに準ずる学校に在
籍し、日本の学齢で小学校６年生に
該当する者。

②2017年4月1日から受験日までに、海
外滞在期間が１年以上の者。もしくは
これに準ずる者。

https://www.kaijo.ed.jp/
https://www.ichigaku.ac.jp/


●様々な放課後クラブ活動
●専門家による専科学習（書写、音楽、図工）
●ドアツードアのスクールバス送迎
　マンハッタンへは3便、ＮＪ地区は5便運行　
　マンハッタンミッドタウンから車で20分
●付属語学教育施設での
選択制土曜日 英語・日本語クラス設置

米国非営利学校法人
創 立 1 9 7 9 年  ニューヨーク育英学園
J a p a n e s e  C h i l d r e n ' s  S o c i e t y

幼小一貫全日制教育

日英バイリンガル教育
〈NY育英 Cross Method〉

★毎日1時間の英語＋金曜日1日英語
★１週間の1/3が英語学習
★充実の7段階習熟度別の英語クラス編成
★ネイティブレベルは現地校の
ランゲージアートの教科書を使用

●日本の文部科学省のカリキュラム準拠＋現地校英語

関連施設
・現地校在籍者のための補習授業校部門
（NJ州・マンハッタン・NY州Long Islandに設置）
・サマーデイキャンプ・スキーキャンプ・各種検定海外会場

ニューヨークでバイリンガル教育

マンハッタンキャンパス
フレンズアカデミー 全日制たんぽぽ幼稚園
310 West 103rd St., New York, NY 10025  Phone: (212)935-8535

ニュージャージー
キ ャ ン パ ス全日制/幼児部・小学部
8 West Bayview Ave., Englewood Cliffs, NY 07632  Phone: (201)947-4832

www.JapaneseSchool.org
お問い合せ

info@nyikuei.org

東京都昭島市拝島町5-11-15  Tel. 042-541-1003（代表）  Mail. kokusai_info@keimei.ac.jp

国際編入試験の詳細はホームページをご覧ください。
募集要項,願書,提出書類は
ダウンロードできます。

編入時期、編入学年に関するご相談を随時受け付けております。いつでもご相談ください。

Connect With the World For a Brighter Future

啓明学園

1940年の創立から、帰国生と共に歩んでまいりました。1940年の創立から、帰国生と共に歩んでまいりました。

国際入試 12.22 Thu.オンライン入試 12.21 Wed.

国際入試 2023 1.22 Sun.オンライン入試 1.21 Sat.

中学

高校

https://japaneseschool.org/
https://www.keimei.ac.jp/
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ア
ラ
ブ
首
長
国
連
邦
（
Ｕ
Ａ
Ｅ
）

と
共
に

　
日
本
の
原
油
輸
入
の
三
分
の
一
を
担
う
ア
ラ
ブ

首
長
国
連
邦
。
そ
の
首
都
に
あ
る
ア
ブ
ダ
ビ
日
本

人
学
校
は
一
九
七
八
年
に
開
校
し
、
二
〇
二
二
年

度
に
は
四
十
五
周
年
を
迎
え
た
。
日
本
人
学
校
の

な
か
で
は
珍
し
く
外
国
籍

（
Ｕ
Ａ
Ｅ
国
籍
：
エ
ミ
ラ

テ
ィ
）児
童
生
徒
を
正
式

に
受
け
入
れ
て
い
る
。
当

時
の
ア
ブ
ダ
ビ
首
長
国
ム

ハ
ン
マ
ド
皇
太
子（
現
大

統
領
）か
ら
の
「
日
本
の

教
育
シ
ス
テ
ム
で
エ
ミ
ラ

テ
ィ
児
童
生
徒
の
教
育
を

行
っ
て
ほ
し
い
」
と
の
申

し
出
を
日
本
政
府
が
受
け

入
れ
、
〇
六
年
か
ら
こ
の

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
始
ま
っ
た
。
本

校
を
卒
業
し
た
Ｕ
Ａ
Ｅ
の
生
徒
の

う
ち
四
人
が
日
本
の
高
校
、
四
人

が
大
学
へ
進
学
し
、
現
在
、
全
校

児
童
生
徒
の
う
ち
二
十
九
人
が
エ

ミ
ラ
テ
ィ
児
童
生
徒
で
あ
る（
幼

稚
部
に
は
十
一
人
の
エ
ミ
ラ
テ
ィ

園
児
が
い
る
）。

　
文
部
科
学
省
派
遣
教
員
十
人
は

邦
人
教
育
に
、
日
本
と
Ｕ
Ａ
Ｅ
の

か
け
橋
と
な
る
Ｕ
Ａ
Ｅ
児
童
生
徒

の
教
育
に
も
経
済
産
業
省
Ｎ
Ｐ
Ｏ

派
遣
職
員
十
人
と
Ａ
Ｄ
Ｅ
Ｋ（
ア
ブ
ダ
ビ
教
育
知

識
庁
）派
遣
の
七
人
の
職
員
が
力
を
合
わ
せ
て
授

業
を
行
っ
て
い
る
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
開
始
よ
り
二

十
年
近
く
が
た
ち
、
環
境
も
大
き
く
変
化
し
て
き

た
。
今
後
も
困
難
を
乗
り
越
え
て
両
国
の
友
好
関

係
発
展
の
一
助
に
な
る
活
動
が
で
き
れ
ば
と
思
う
。

砂
漠
の
国
で
夏
野
菜
を
冬
に

育
て
る

　
夏
に
は
日ひ
な
た向
で
五
十
度
を
超
え
、
校
庭
の
地
面

を
掘
れ
ば
砂
ば
か
り
。
そ
う
、
ア
ブ
ダ
ビ
は
砂
漠

の
上
に
築
か
れ
た
近
代
都
市
。
過
酷
な
自
然
条
件

の
な
か
、
生
活
科
や
理
科
の
実
習
は
日
本
の
よ
う

に
は
い
か
な
い
。
そ
こ
で
本
校
で
は
さ
ま
ざ
ま
な

試
行
錯
誤
を
繰
り
返
し
て
マ
イ
ナ
ス
を
プ
ラ
ス
に

す
る
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
。
日
が
短
く
な
っ

て
く
る
九
月
に
蒔ま

い
た
ヘ
チ
マ
は
い
つ
に
な
っ
て

も
花
を
咲
か
せ
な
い
。
毎
日
水
や
り
を
し
て
も
変
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アラブ首長国連邦

アブダビ

校
舎
全
景

小
学
部
中
学
年　

ケ
ー
キ
屋
さ
ん
訪
問

大統領官邸
高
層
ビ
ル
群
と
ビ
ー
チ

Japanese School in Abu Dhabi
URL  http://www.jsaduae.com
児童生徒数　幼＝34人　小＝59人　中＝13人

アブダビアブダビ
海外校シリーズ
●アラブ首長国連邦●

アブダビ
日本人学校

http://www.jsaduae.com
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化
の
な
い
ヘ
チ
マ
を
寂
し
く
見
つ
め
る
子
ど
も
た

ち
が
か
わ
い
そ
う
で
人
工
ヘ
チ
マ
を
つ
く
っ
て
茎

に
つ
け
て
み
た
。
見
つ
け
た
子
ど
も
た
ち
は
大
喜

び
。「
で
も
何
か
変
？！
」と
複
雑
な
表
情
を
見
せ

る
子
も
…
…
。

　
十
一
月
に
入
る
と
最
高
気
温
も
三
十
度
に
届
か

な
く
な
り
、
朝
晩
は
二
十
度
前
半
に
な
っ
て
過
ご

し
や
す
い
日
が
続
く
。
こ
の
時
期
に
生
活
科
や
理

科
、
技
術
家
庭
科
で
植
物
の
栽
培
に
取
り
組
む
。

お
も
に
日
本
の
夏
野
菜
の
代
表
、
キ
ュ
ウ
リ
、
ナ

ス
、
ト
マ
ト
、
オ
ク
ラ
、
ヘ
チ
マ
な
ど
を
育
て
、

今
年
度
は
ひ
ま
わ
り
や
ペ
チ
ュ
ニ
ア
も
栽
培
し
、

近
年
に
な
い
ほ
ど
花
壇
が
豊
か
に
な
っ
た
。
子
ど

も
た
ち
は
登
校
す
る
と
、
自
作
の
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

ジ
ョ
ウ
ロ
で
植
物
に
た
っ
ぷ
り
水
を
や
る
。
毎
日

忘
れ
る
こ
と
な
く
よ
く
世
話
を
し
て
い
る
。
花
壇

は
ほ
と
ん
ど
が
砂
な
の
で
上
に
栽
培
用
の
土
を
盛

り
、
種
を
蒔
く
。
下
地
が
砂
な
の
で
子
ど
も
た
ち

が
撒ま

い
た
水
は
あ
っ
と
い
う
間
に
吸
わ
れ
て
な
く

な
る
。
そ
れ
で
も
子
ど
も
た
ち
は
時
間
の
許
す
か

ぎ
り
水
を
や
り
続
け
る
。

　
数
日
で
芽
が
出
て
数
週
間
で
花
が
咲
く
。
キ
ュ

ウ
リ
や
ヘ
チ
マ
の
よ
う
な
虫
媒
花
は
ま
ず
、
雄
花

が
先
に
咲
き
だ
し
数
週
遅
れ
て
雌
花
が
咲
き
だ
す
、

オ
ク
ラ
は
花
も
食
べ
ら
れ
オ
ク
ラ
の
実
と
同
じ
味

が
す
る
、
オ
ク
ラ
や
ナ
ス
は
ほ
ぼ
一
〇
〇
パ
ー
セ

ン
ト
結
実
す
る
、
キ
ュ
ウ
リ
は
結
実
す
る
と
成
長

が
速
く
二
、
三
日
で
び
っ
く
り
す
る
ほ
ど
大
き
く

な
る
。
本
校
の
児
童
は
誰
よ
り
も
日
本
の
野
菜
の

こ
と
を
知
っ
て
い
る
。

　
開
花
当
初
は
虫
も
寄
っ
て
こ
ず
雄
花
だ
け
が
無

残
に
落
下
し
て
子
ど
も
た
ち
を
が
っ
か
り
さ
せ
る

こ
と
も
あ
っ
た
。
そ
の
う
ち
虫
も
寄
っ
て
く
る
よ

う
に
な
り
後
ろ
足
に
花
粉
団
子
を
い
っ
ぱ
い
つ
け

た
ハ
チ
の
姿
も
目
立
つ
よ
う
に
な
り
、
い
よ
い
よ

収
穫
。
道
具
箱
か
ら
自
分
の
は
さ
み
を
持
っ
て
き

て
自
分
の
育
て
た
オ
ク
ラ
を
収
穫
し
、
み
ん
な
と

て
も
満
足
そ
う
。
共
同
で
栽
培
し
た
キ
ュ
ウ
リ
な

ど
は
先
生
が
調
理
し
み
ん
な
で
食
べ
る
が
、
ふ
だ

ん
は
キ
ュ
ウ
リ
な
ど
食
べ
な
い
子
ど
も
が
「
お
い

し
い
！
」
と
食
べ
て
い
る
姿
を
見
る
と
こ
ち
ら
も

う
れ
し
く
な
る
。
連
休
で
二
十
㌢
㍍
ほ
ど
に
大
き

く
な
っ
た
オ
ク
ラ
を
見
つ
け
て
「
校
長
先
生
、
オ

ク
ラ
が
キ
ュ
ウ
リ
に
な
っ
ち
ゃ
っ
た
！
」
と
は
す

ご
い
発
想
で
あ
る
。

　
遠
く
離
れ
た
異
国
の
地
で
日
本
野
菜
を
栽
培
し

た
経
験
が
、
本
校
の
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
か
け

が
え
の
な
い
思
い
出
と
し
て
ず
っ
と
残
っ
て
く
れ

る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。

（
二
〇
二
二
年
六
月
現
在
）

子 ど も た ち か ら

小学部５年　アラビア語の授業

砂漠の国の雨 日本との交流授業

小学部４年　理科　ヘチマの収穫

フラッグデイ
小学部低学年　トマトの収穫
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中
世
の
都
市
ニ
ュ
ル
ン
ベ
ル
ク

　
ニ
ュ
ル
ン
ベ
ル
ク
は
ド
イ
ツ
の
南
東
に
位
置
す

る
バ
イ
エ
ル
ン
州
第
二
の
都
市
で
あ
り
、
現
在
の

人
口
は
五
十
万
人
超
。
人
口
の
ほ
ぼ
半
分
が
移
民

の
背
景
を
持
つ
と
い
わ
れ
る
多
民
族
都
市
で
あ
る
。

一
〇
五
〇
年
ご
ろ
、
神
聖
ロ
ー
マ
皇
帝
ハ
イ
ン
リ

ッ
ヒ
三
世
が
周
囲
を
見
下
ろ
す
高
台
に
城
を
築
き
、

中
世
に
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
有
数
の
商
業
都
市
と
し
て

栄
え
た
。
ル
ネ
サ
ン
ス
期
に
は
芸
術
や
学
術
に
お

い
て
も
黄
金
期
を
迎
え
て
、
画
家
の
デ
ュ
ー
ラ
ー
、

現
存
す
る
世
界
最
古
の
地
球
儀
を
つ
く
っ
た
ベ
ハ

イ
ム
、
マ
イ
ス
タ
ー
ジ
ン
ガ
ー（
職
人
歌
手
）と

し
て
活
躍
し
た
ハ
ン
ス
・
ザ
ッ
ク
ス
な
ど
を
輩
出

し
た
。
ナ
チ
ス
時
代
、
し
ば
し
ば
党
大
会
が
開
催

さ
れ
、
戦
争
終
結
後
に
ナ
チ
ス
の
軍
事
責
任
を
問

う
国
際
ニ
ュ
ル
ン
ベ
ル
ク
裁
判
が
行
わ
れ
た
場
所

で
も
あ
る
。
第
二
次
世
界
大
戦
で
は
街
の
ほ
と
ん

ど
が
破
壊
さ
れ
た
が
、
見
事
に
復
興
し
、
城
壁
を

中
心
と
し
た
中
世

の
面
影
を
残
す
美

し
い
街
並
み
が
復

元
さ
れ
た
。

　
ク
リ
ス
マ
ス
マ

ー
ケ
ッ
ト
は
ド
イ

ツ
で
最
大
級
の
規

模
を
誇
り
、
毎
年

世
界
中
か
ら
観
光

客
が
訪
れ
る
。
グ

リ
ュ
ー
ワ
イ
ン（
香

辛
料
の
入
っ
た
ホ

ッ
ト
赤
ワ
イ
ン
）や
小
指
ほ
ど
の
大
き
さ
の
ニ
ュ

ル
ン
ベ
ル
ガ
ー
と
呼
ば
れ
る
焼
き
ソ
ー
セ
ー
ジ
が

名
物
で
あ
る
。
グ
リ
ュ
ー
ワ
イ
ン
購
入
時
に
マ
グ

カ
ッ
プ
の
デ
ポ
ジ
ッ
ト
を
払
う
の
だ
が
、
デ
ポ
ジ

ッ
ト
を
返
し
て
も
ら
わ
な
け
れ
ば
、
カ
ッ
プ
は
そ

の
ま
ま
自
分
の
も
の
に
な
る
。
デ
ザ
イ
ン
が
異
な

る
カ
ッ
プ
を
集
め
る
の
も
ま
た
楽
し
い
。

　
ニ
ュ
ル
ン
ベ
ル
ク
は
、
ニ
ュ
ル
ン
ベ
ル
ク
空
港

の
お
か
げ
で
ド
イ
ツ
国
内
ま
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国

へ
ア
ク
セ
ス
し
や
す
く
、
治
安
は
よ
い
。

　
日
系
企
業
、
ド
イ
ツ
企
業
の
駐
在
員
家
族
、
学

生
を
含
む
長
期
滞
在
者
、
国
際
結
婚
者
が
ニ
ュ
ル

ン
ベ
ル
ク
お
よ
び
近
郊
都
市
で
生
活
し
て
お
り
、

ニ
ュ
ル
ン
ベ
ル
ク
だ
け
で
も
約
四
〇
〇
人
の
日
本

人
が
住
ん
で
い
る
。
近
年
は
ド
イ
ツ
の
普
通
の
ス

ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
も
醤し

ょ
う
ゆ油
、
み
り
ん
、
海の

苔り

な
ど
が
手
に
入
る
よ
う
に
な
り
、
寿
司
ブ
ー
ム
も

追
い
風
と
な
っ
て
日
本
食
店
も
多
い
。
寿
司
コ
ー

ナ
ー
を
設
置
す
る
ス
ー
パ
ー
も
増
え
た
。
ま
た
、

ラ
ー
メ
ン
の
人
気
も
ド
イ
ツ
全
土
で
上
昇
し
て
お

り
、
ラ
ー
メ
ン
店
も
ち
ら
ほ
ら
見
ら
れ
る
。

　
隣
接
す
る
エ
ア
ラ
ン
ゲ
ン
市
に
は
大
学
病
院
も

あ
り
、
ニ
ュ
ル
ン
ベ
ル
ク
近
郊
地
域
の
最
先
端
の

医
療
を
担
う
。
ド
イ
ツ
の
医
療
水
準
は
非
常
に
高

く
、
そ
う
い
う
意
味
で
は
安
心
で
あ
る
。

本
校
の
特
色

　
本
校
は
ニ
ュ
ル
ン
ベ
ル
ク
日
本
語
補
習
授
業
校

理
事
会
を
運
営
主
体
と
し
、
一
九
九
二
年
三
月
二

十
一
日
に
設
立
さ
れ
た
。
現
在
、
幼
稚
部
、
小
・
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ニュルンベルク

ドイツ

市
の
中
心
部
の
街
並
み

ハ
ウ
プ
ト
マ
ル
ク
ト
広
場

借
用
校
舎
外
観

ニュルンベルク補習校
Japanische Kulturvereinigung in Nürnberg e.V.
URL  https://nuremberg-hoshukou.weebly.com
児童生徒数 幼＝16人　小＝29人　中＝8人

ニュルニュル
海外校シリーズ

●ドイツ●

ニュルンベルグ
補習授業校

https://nuremberg-hoshukou.weebly.com
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中
学
部
合
わ
せ
て
五
十
三
人
が
在
籍
。
複
式
合
わ

せ
て
八
ク
ラ
ス
あ
り
、
ニ
ュ
ル
ン
ベ
ル
ク
の
借
用

校
舎
で
毎
週
土
曜
日
の
午
前
中
に
授
業
を
行
っ
て

い
る
。

　
本
校
の
子
ど
も
た
ち
は
家
庭
の
事
情
に
合
わ
せ
、

平
日
は
半
分
以
上
が
現
地
の
幼
稚
園
や
学
校
、
あ

る
い
は
エ
ア
ラ
ン
ゲ
ン
市
に
あ
る
イ
ン
タ
ー
ナ
シ

ョ
ナ
ル
ス
ク
ー
ル（
幼
稚
園
併
設
）に
通
学
し
て

い
る
。
異
な
る
環
境
の
子
ど
も
た
ち
の
学
習
発
達

を
促
進
す
る
た
め
に
は
、
講
師
の
み
な
ら
ず
保
護

者
の
協
力
も
不
可
欠
で
あ
り
、
保
護
者
が
輪
番
で
、

教
材
の
コ
ピ
ー
、
始
業
・
終
業
の
合
図
な
ど
の
業

務
を
行
っ
て
い
る
。
幼
稚
部
で
も
先
生
の
補
助
と

し
て
毎
週
、
保
護
者
が
一
人
入
る
。
コ
ロ
ナ
禍
の

ピ
ー
ク
に
は
衛
生
輪
番
も
設
置
し
、
校
内
の
階
段

の
手
す
り
や
ド
ア
ノ
ブ
な
ど
の
消
毒
を
し
て
も
ら

っ
て
衛
生
管
理
に
努
め
た
。
本
校
の
行
事
の
運
営

も
、
保
護
者
か
ら
選
ば
れ
た
運
営
委
員
が
中
心
と

な
っ
て
行
わ
れ
る
。

　
毎
年
六
月
に
行
わ
れ
る
運
動
会
は
、
コ
ロ
ナ
禍

の
た
め
に
去
年
は
オ
ン
ラ
イ
ン
で
行
わ
れ
た
が
、

と
て
も
楽
し
い
も
の
で
あ
っ
た
。
低
学
年
が
参
加

し
た
オ
ン
ラ
イ
ン
玉
入
れ
は
、
各
家
庭
に
玉
入
れ

用
の
入
れ
物
を
用
意
し
て
も
ら
い
、
子
ど
も
た
ち

に
は
後
ろ
向
き
で
下
か
ら
投
げ
入
れ
て
も
ら
う
工

夫
が
な
さ
れ
た
。
ほ
か
に
も
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

に
合
わ
せ
て
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ク
イ
ズ
や
、
借
り
物

競
争
、最
後
に
は
大
ヒ
ッ
ト
ア
ニ
メ「
鬼
滅
の
刃
」

の
主
題
歌
に
合
わ
せ
て
全
員
で
オ
ン
ラ
イ
ン
ダ
ン

ス
を
す
る
な
ど
盛
り
上
が
り
を
見
せ
た
。
オ
ン
ラ

イ
ン
で
あ
り
な
が
ら
印
象
深
い
運
動
会
に
な
っ
た

の
は
、
ひ
と
え
に
運
営
委
員
の
努
力
の
賜た

ま
物も
の
で
あ

る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

　
去
年
十
二
月
の
ク
リ
ス
マ
ス
会
は
幸
い
に
も
対

面
で
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　
中
学
部
が
司
会
進
行
を
担
い
、
幼
稚
部
の
ハ
ン

ド
ベ
ル
演
奏
か
ら
始
ま
り
、音
読
劇
、ク
イ
ズ
、そ

し
て
恒
例
の
サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
か
ら
の
プ
レ
ゼ
ン

ト
。
子
ど
も
た
ち
の
う
れ
し
そ
う
な
笑
顔
が
マ
ス

ク
越
し
に
も
見
え
、
や
は
り
人
と
人
と
の
直
接
的

な
か
か
わ
り
は
必
要
だ
と
実
感
し
た
次
第
で
あ
る
。

　
こ
こ
バ
イ
エ
ル
ン
州
に
は
補
習
校
が
二
校
し
か

な
く
、
七
十
㌔
㍍
ほ
ど
の
遠
方
か
ら
通
っ
て
く
る

家
庭
も
少
な
く
な
い
。
学
年
が
上
が
る
に
つ
れ
、

現
地
校
や
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ス
ク
ー
ル
で
の

勉
強
と
の
バ
ラ
ン
ス
を
取
る
難
し
さ
は
あ
る
が
、

講
師
、
役
員
、
保
護
者
が
一
体
と
な
り
、
こ
の
補

習
校
で
の
経
験
が
将
来
実
を
結
ぶ
よ
う
に
手
助
け

し
て
い
き
た
い
。　

　
（
二
〇
二
二
年
六
月
現
在
）

─
─
ク
リ
ス
マ
ス
会（
昨
年
）
─
─

小学部１年　国語

小学部６年　国語

オ
ン
ラ
イ
ン
運
動
会

幼
稚
部
玉
入
れ

小
学
部
５
年

入
学
式

幼稚部

幼稚部

子 ど も た ち か ら
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本
校
は
一
九
七
三
年
六
月
に
児
童
数

二
十
三
人
で
始
ま
り
ま
し
た
。
校
名
は

ミ
シ
ガ
ン
州
の
州
花
「
り
ん
ご
」
に
由

来
し
ま
す
。
九
一
年
、非
営
利
団
体「
り

ん
ご
会
」
が
日
本
商
工
会
か
ら
独
立
し

ま
し
た
。
そ
れ
以
来
、
日
本
国
内
に
引

け
を
取
ら
な
い
学
校
に
育
て
て
い
こ
う

と
教
職
員
、
保
護
者
が
一
丸
と
な
っ
て

学
校
整
備
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

校
歌
は
九
三
年
に
迎
え

た
創
立
二
十
周
年
、
ス
ペ

ー
ス
シ
ャ
ト
ル
に
日
本
人

で
初
め
て
搭
乗
し
た
毛
利

宇
宙
飛
行
士
の
記
念
講
演

を
は
じ
め
と
す
る
大
イ
ベ

ン
ト
が
あ
り
、
こ
の
機
会

に
校
章
と
共
に
ぜ
ひ
作
成

し
よ
う
と
い
う
こ
と
に
な

っ
て
当
時
の
教
職
員
が
力

を
合
わ
せ
て
作
成
し
ま
し

た
。

　

毎
週
土
曜
日
、
子
ど
も

た
ち
は
地
平
線
上
の
美
し

い
朝
焼
け
や
夕
焼
け
を
見

な
が
ら
登
下
校
し
ま
す
。

と
き
に
は
シ
カ
や
七
面
鳥

と
遭
遇
す
る
こ
と
も
。
自

然
豊
か
な
ミ
シ
ガ
ン
の
美
し
さ
と
補
習

校
の
楽
し
さ
を
歌
っ
た
、
素
敵
な
校
歌

を
こ
れ
か
ら
も
大
切
に
歌
い
継
い
で
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

現
在
幼
稚
園
部
か
ら
高
等
部
ま
で
約

七
八
〇
人
が
学
ん
で
い
ま
す
。
た
く
さ

ん
の
保
護
者
や
関
係
者
の
皆
様
に
支
え

て
い
た
だ
い
て
、
二
〇
二
三
年
に
は
創

立
五
十
周
年
を
迎
え
ま
す
。

●

三
十
年
余
り
の
時
を
超
え
て
デ
ト
ロ
イ

ト
補
習
校
と
ま
だ
つ
な
が
ら
せ
て
い
た

だ
い
て
い
る
な
ん
て
、
不
思
議
な
気
持

ち
で
す
。
決
し
て
ひ
と
り
で
で
き
た
も

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
の
で
、
皆

様
に
感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で

す
。 (

後
藤
貴
代
美)

●

商
工
会
か
ら
の
独
立
、
二
十
周
年
、
そ

し
て
校
歌
決
定
の
タ
イ
ミ
ン
グ
に
教
職

員
と
し
て
在
籍
し
、
自
分
の
応
募
し
た

歌
詞
が
採
用
さ
れ
、
い
ま
な
お
歌
い
継

が
れ
て
い
る
こ
と
に
感
激
し
て
い
ま
す
。

聞
く
た
び
に
土
曜
日
の
光
景
が
目
に
浮

か
び
、
う
れ
し
い
気
持
ち
に
な
り
ま
す
。

(

井
上
格)

●

「
友
と
語
り
学
び
あ
い
」の
歌
詞
は
、
違

う
バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
持
っ
た
人
た

ち
と
も
仲
よ
く
で
き
る
こ
と
と
い
う
メ

ッ
セ
ー
ジ
を
感
じ
、
い
ま
で
も
そ
う
思

う
こ
と
が
で
き
ま
す
。(

卒
業
生)

一
　
海
の
よ
う
に
大
き
な

　
　
グ
レ
イ
ト
レ
イ
ク
ス

　
　
緑
と
水
の
ス
テ
イ
ト

　
　
ミ
シ
ガ
ン

　
　
美
し
い
自
然
に
囲
ま
れ
て

　
　
明
る
く
の
び
ゆ
く
　
補
習
校

二
　
朝
焼
け
の
美
し
さ

　
　
僕
ら
は
知
っ
て
る

　
　
集
う
日
の
楽
し
さ
が

　
　
待
っ
て
い
る

　
　
友
と
語
り
学
び
あ
い

　
　
あ
ふ
れ
る
勇
気
　
補
習
校

三
　
風
に
舞
う
粉
雪
が

　
　
花
び
ら
に

　
　
春
に
咲
く
白
い
花

　
　
ホ
ワ
イ
ト
ア
ッ
プ
ル

　
　
秋
に
固
く
実
を
つ
け
て

　
　
豊
か
に
育
つ
　
り
ん
ご
会

URLをタップしてデトロイトりんご会補習授業校の校歌を聞いてみよう
https://youtu.be/O1KtDr6CxBw

作
曲
　
後
藤
貴
代
美

作
詞
　
後
藤
貴
代
美

　
　
　
井
樽
覚
参

補
作
　
補
習
授
業
校
講
師

デ
ト
ロ
イ
ト
り
ん
ご
会
補
習
授
業
校
校
歌

デ
ト
ロ
イ
ト
補
習
授
業
校
校
歌

も
う
す
ぐ創

立
50
周
年

校歌の広場
各校自慢の校歌を各校自慢の校歌を各校自慢の校歌を各校自慢の校歌を各校自慢の校歌を各校自慢の校歌を各校自慢の校歌を各校自慢の校歌を各校自慢の校歌を
紹介してもらいました紹介してもらいました紹介してもらいました紹介してもらいました紹介してもらいました紹介してもらいました紹介してもらいました紹介してもらいました紹介してもらいました
各校自慢の校歌を
紹介してもらいました

https://youtu.be/O1KtDr6CxBw
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は
じ
め
に

　
海
外
で
現
地
校
や
イ
ン
タ
ー
ナ
シ

ョ
ナ
ル
ス
ク
ー
ル
に
通
っ
て
い
る
お

子
さ
ん
た
ち
に
と
っ
て
、
日
本
の
学

齢
相
応
の
学
習
を
並
行
し
て
行
わ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
の
は
な
か

な
か
た
い
へ
ん
な
こ
と
で
す
。
ご
家

族
も
そ
の
サ
ポ
ー
ト
で
ご
苦
労
さ
れ

る
こ
と
が
多
い
か
と
思
い
ま
す
。

　
特
に
漢
字
の
学
習
に
つ
い
て
は
、

日
常
的
に
使
わ
な
く
な
る
の
で
定
着

さ
せ
る
の
が
難
し
い
の
は
当
然
の
こ

と
で
し
ょ
う
。

　
け
れ
ど
も
、
そ
も
そ
も
私
た
ち
日

本
人
に
と
っ
て
漢
字
は
「
勉
強
」
す

る
も
の
で
は
な
く
、「
使
う
」
も
の
で

す
。
日
常
的
に
使
う
言
語︵
日
本
語
︶

を
表
現
す
る
た
め
の
文
字
で
あ
り
、

日
ご
ろ
使
っ
て
い
な
け
れ
ば
定
着
し

な
い
の
は
ど
こ
に
い
て
も
同
じ
で
、

日
本
で
も
同
じ
よ
う
に
悩
ん
で
い
る

か
た
は
多
い
こ
と
で
し
ょ
う
。

　
ま
ず
は
「
漢
字
は
使
う
か
ら
こ
そ

身
に
つ
く
」
と
い
う
こ
と
を
理
解
し

て
く
だ
さ
い
。

（一）
漢
字
嫌
い
に
さ
せ
な
い
で

　
ま
ず
、
漢
字
を
身
に
つ
け
て
い
く

の
に
大
切
な
こ
と
は
「
漢
字
嫌
い
」

に
さ
せ
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
一
般
的
に
漢
字
は
学
校
で「
国
語
」

の
学
習
と
し
て
取
り
扱
う
な
か
で
、

︵
繰
り
返
し
練
習
し
な
が
ら
︶
あ
る

程
度
習
熟
し
て
身
に
つ
け
る
側
面
も

あ
り
ま
す
。
単
純
に
覚
え
る
た
め
だ

け
な
ら
、
毎
日
欠
か
さ
ず
ド
リ
ル
学

習
を
す
れ
ば
あ
る
程
度
身
に
つ
け
る

こ
と
は
期
待
で
き
ま
す
。

　
け
れ
ど
も
子
ど
も
た
ち
が
な
ぜ

「
漢
字
嫌
い
」
に
な
る
か
と
い
う
と
、

こ
の
練
習
が
い
や
だ
か
ら
と
い
う
こ

と
が
大
き
な
要
因
と
し
て
挙
げ
ら
れ

ま
す
。
し
か
も
そ
の
先
に
「
テ
ス
ト

で
評
価
さ
れ
る
」
と
い
う
こ
と
が
つ

い
て
く
る
か
ら
な
お
さ
ら
で
す
。

　「
国
語
が
苦
手
で
も
、
せ
め
て
漢

字
だ
け
で
も
練
習
し
て
お
け
ば
点
数

が
取
れ
る
で
し
ょ
」
と
、
か
つ
て
誰

か
に
言
わ
れ
た
経
験
の
あ
る
大
人
は

た
く
さ
ん
い
る
と
思
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
形
で
漢
字
を
学
ん
で

い
る
と
「
漢
字
嫌
い
」
に
な
っ
て
し

ま
う
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
だ

け
は
避
け
た
い
と
こ
ろ
で
す
。
漢
字

の
成
り
立
ち
や
意
味
を
知
る
こ
と
で

「
漢
字
っ
て
面
白
い
な
」
と
思
え
た

り
、
漢
字
が
日
常
生
活
の
な
か
で
自

分
の
世
界
を
広
げ
た
り
、
生
活
に
役

立
っ
た
り
す
る
こ
と
で
、
漢
字
に
興

味
を
持
ち
、
漢
字
を
使
う
こ
と
に
積

極
的
に
な
れ
る
よ
う
に
し
て
い
き
た

プロフィール（なかむら　まさこ）
1984年から帰国生だけの特設学級（国際学級）を
併設する東京学芸大学附属大泉小学校に 35年間
勤務する。その間、国際学級主任、担任を経験し、
帰国生への相談・面接等も担当する。2012年よ
り同校主幹教諭。退職後、19年より同校非常勤講師、
東京学芸大学非常勤講師を務める。20年10月よ
り海外子女教育振興財団の教育アドバイザー。

海
外
子
女
教
育
振
興
財
団
　

教
育
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

中
村

昌
子

子どもは漢字を覚えても
すぐに忘れてしまいます。
定着させる方法を
   教えてください。
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い
も
の
で
す
。

（二）
漢
字
に
興
味
・
関
心
を
持

た
せ
る

　
で
は
、
漢
字
に
興
味
・
関
心
を
持

た
せ
る
に
は
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
、

詳
し
く
見
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　
繰
り
返
し
ま
す
が
、「
漢
字
は
練

習
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」「
漢
字
は

覚
え
な
い
と
い
け
な
い
」
と
い
う
気

持
ち
を
払
拭
さ
せ
、「
漢
字
っ
て
面

白
い
」「
漢
字
を
読
ん
だ
り
書
い
た

り
す
る
の
が
楽
し
い
」
と
思
う
よ
う

に
さ
せ
る
こ
と
は
と
て
も
大
切
で
す
。

　
子
ど
も
た
ち
は
、
新
し
い
こ
と
に

触
れ
る
こ
と
で
知
的
好
奇
心
を
持
ち

ま
す
。
漢
字
に
ま
つ
わ
る
さ
ま
ざ
ま

な
発
見
を
さ
せ
て
あ
げ
る
こ
と
で
、

興
味
・
関
心
を
広
げ
、
そ
れ
に
よ
っ
て

漢
字
を
も
っ
と
知
り
た
い
と
い
う
気

持
ち
を
引
き
出
し
て
あ
げ
ま
し
ょ
う
。

　
小
学
校
の
「
国
語
」
の
教
科
書
に

も
、
た
と
え
ば
次
の
よ
う
な
内
容
が

取
り
上
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

・
漢
字
の
な
り
た
ち

・
絵
か
ら
生
ま
れ
た
漢
字

・
部
首
、
へ
ん
、
つ
く
り

・
同
じ
読
み
を
す
る
漢
字
︵
漢
字
の

仲
間
づ
く
り
︶

こ
の
よ
う
な
学
習
に
、
子
ど
も
は

意
欲
的
に
取
り
組
み
ま
す
。
そ
れ
は

知
的
好
奇
心
を
く
す
ぐ
ら
れ
る
か
ら

で
す
。
で
す
か
ら
そ
の
よ
う
な
要
素

を
兼
ね
備
え
た
も
の
を
家
庭
で
も
活

用
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

　
た
と
え
ば
、
漢
字
か
る
た
、
漢
字

ゲ
ー
ム
、
漢
字
に
関
す
る
学
習
漫
画
、

漢
字
に
か
か
わ
る
絵
本
な
ど
で
す
。

子
ど
も
が
楽
し
ん
で
繰
り
返
し
活
用

す
る
こ
と
で
、
漢
字
に
親
し
む
時
間

を
確
保
す
る
の
で
す
。親
子
や
兄
弟

姉
妹
で
競
い
合
う
の
も
よ
い
で
し
ょ

う
。
楽
し
ん
で
漢
字
に
つ
い
て
の
興

味
・
関
心
を
広
げ
て
み
ま
し
ょ
う
。

（三）
日
々
漢
字
に
触
れ
る
習
慣

を
つ
け
る

　
は
じ
め
に
も
触
れ
た
よ
う
に
、漢
字

は
使
わ
な
け
れ
ば
身
に
つ
き
ま
せ
ん
。

　
大
人
に
な
っ
て
誰
も
が
あ
た
り
ま

え
に
読
ん
だ
り
書
い
た
り
で
き
る
漢

字
は
、
い
つ
も
使
っ
て
い
る
漢
字
な

の
で
す
。
生
活
の
な
か
で
い
つ
も
見

た
り
聞
い
た
り
、
書
く
機
会
が
多
か

っ
た
り
す
る
か
ら
お
の
ず
と
身
に
つ

い
て
い
く
の
で
す
。

ク
イ
ズ
番
組
で
扱
っ
て
い
る
よ
う

な
漢
字
は
、
ふ
だ
ん
使
わ
な
い
漢
字

が
ほ
と
ん
ど
で
す
。
知
っ
て
い
れ
ば

教
養
と
し
て
役
立
つ
こ
と
は
あ
り
ま

す
が
、
逆
に
す
ぐ
に
読
ん
だ
り
書
い

た
り
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
て
も

「
調
べ
る
」
方
法
を
知
っ
て
い
れ
ば

い
い
の
で
す
。

　
で
す
か
ら
家
庭
で
も
漢
字
を
使
っ

た
り
、
漢
字
に
触
れ
た
り
す
る
機
会

を
い
つ
も
意
識
す
る
よ
う
に
し
ま
し

ょ
う
。
そ
の
た
め
に
役
立
つ
方
法
を

い
く
つ
か
紹
介
し
ま
す
。

①
読
書
を
す
る

　
漢
字
を
身
に
つ
け
る
最
も
有
効
な

手
段
は
読
書
で
す
。
国
語
の
学
習
と

し
て
も
読
書
は
と
て
も
大
切
で
す
。

　
小
さ
な
子
ど
も
が「
読
み
聞
か
せ
」

を
し
て
も
ら
い
な
が
ら
次
第
に
そ
の

本
に
出
て
く
る
「
文
字
」
に
興
味
を

持
っ
て
ひ
ら
が
な
に
触
れ
て
い
く
の

と
同
じ
よ
う
に
、
読
書
す
る
な
か
で

漢
字
に
も
お
の
ず
と
触
れ
、
そ
れ
を

読
む
力
を
つ
け
て
い
き
ま
す
。
そ
の

本
の
内
容
に
引
か
れ
て
い
け
ば
い
く

ほ
ど
、
も
し
読
め
な
い
漢
字
が
あ
れ

ば
大
人
に
聞
い
た
り
、
自
分
で
調
べ

た
り
し
て
読
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
な
る
の
で
す
。

　
そ
れ
は
漢
字
を
覚
え
る
た
め
に
や

っ
て
い
る
の
で
は
な
く
、
本
の
内
容

に
引
き
込
ま
れ
た
結
果
と
し
て
つ
い

て
き
た
も
の
で
強
制
さ
れ
て
覚
え
て

い
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
さ
ら
に
漢
字
の
定
着
と
い
う
観
点

か
ら
そ
の
効
果
を
高
め
る
た
め
に
、

漢
字
に
ル
ビ
の
ふ
ら
れ
た
本
を
選
ん

で
読
む
と
い
う
方
法
が
あ
り
ま
す
。

新
し
く
触
れ
る
漢
字
も
そ
こ
で
読
む

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
繰
り

返
し
読
む
な
か
で
覚
え
て
い
き
ま
す
。

②
音
読
を
す
る

さ
ら
に
そ
の
効
果
を
高
め
る
た
め

に
は
「
音
読
」
が
お
勧
め
で
す
。
音

で
自
分
の
耳
に
記
憶
す
る
こ
と
が
定

着
の
近
道
に
な
り
ま
す
。



月刊　海外子女教育 2022.937 発行：海外子女教育振興財団　改変ならびに再販を禁じます。

　
海
外
で
生
活
し
て
ふ
だ
ん
か
ら
日

本
語
に
触
れ
る
機
会
が
減
っ
て
い
る

お
子
さ
ん
に
は
日
本
語
の
保
持
と
い

う
点
か
ら
も
「
音
読
」
は
お
勧
め
で

す
。
好
き
な
本
だ
け
で
な
く
、
小
学

生
新
聞
な
ど
を
読
む
の
も
よ
い
で
し

ょ
う
。
小
学
生
新
聞
は
か
な
ら
ず
ル

ビ
が
ふ
っ
て
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
教
科
書
を
コ
ピ
ー
し
、
ル

ビ
を
ふ
っ
て
音
読
す
る
、
最
後
は
ル

ビ
の
ふ
っ
て
い
な
い
も
と
の
教
科
書

に
戻
っ
て
読
ん
で
み
る
と
い
う
の
も

よ
い
方
法
で
す
。
国
語
だ
け
で
は
な

く
、
理
科
や
社
会
科
の
教
科
書
も
有

効
で
す
。
教
科
特
有
の
専
門
用
語
、

地
名
や
人
名
な
ど
は
漢
字
で
表
記
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
そ
の
と
き
に
は
、
誰
か
が
か

な
ら
ず
そ
の
音
読
を
聞
い
て
あ
げ
ま

し
ょ
う
。
音
読
を
聞
い
て
あ
げ
る
こ

と
で
保
護
者
の
か
た
が
間
違
っ
て
い

る
と
こ
ろ
を
見
つ
け
て
直
し
て
あ
げ

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
ひ
と
り
で
静
か
に
読
書
し
て
い
る

だ
け
だ
と
、
わ
か
ら
な
い
漢
字
を
飛

ば
し
て
読
ん
で
い
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。
と
き
ど
き
音
読
を
さ
せ
て
、
誰

か
が
聞
い
て
あ
げ
る
と
い
う
こ
と
は

と
て
も
大
切
な
こ
と
な
の
で
す
。

　
①
と
②
を
読
ん
で
、「
読
む
」
だ
け

で
は
「
書
く
」
に
つ
な
が
ら
な
い
と

心
配
に
な
っ
た
人
が
い
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
で
も
言
語
の
学
習
は
ま
ず

イ
ン
プ
ッ
ト
か
ら
始
ま
り
ま
す
。

　
た
く
さ
ん
の
文
字
を
自
分
の
目
で

見
て
、
耳
で
聞
い
て
自
分
の
中
に
吸

収
す
る
、
こ
の
場
合
は
「
読
む
」
こ

と
に
よ
っ
て
漢
字
の
意
味
を
理
解
し

た
り
、
形
を
覚
え
た
り
し
て
、
自
分

の
中
に
イ
ン
プ
ッ
ト
し
ま
す
。

　
そ
し
て
、
そ
の
「
読
み
の
音
」
を

覚
え
ま
す
。
す
る
と
次
第
に
次
の
段

階
で
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
、
つ
ま
り
書
い

て
み
た
く
な
る
の
で
す
。
自
分
が
知

っ
て
い
る
漢
字
を
書
い
て
み
た
い
と

い
う
意
欲
が
湧
い
て
く
る
の
で
す
。

「
書
き
た
い
」
と
い
う
意
欲
が
あ
る

か
ら
こ
そ
、
正
し
く
漢
字
を
書
き
、

覚
え
て
い
く
わ
け
で
す
。

　
ま
ず
は
「
た
く
さ
ん
イ
ン
プ
ッ
ト

す
る
」「
読
め
る
よ
う
に
す
る
」
を

心
が
け
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

③「
書
く
」練
習
の
工
夫

　
そ
う
は
い
っ
て
も
や
は
り「
書
く
」

力
を
つ
け
る
工
夫
も
必
要
で
す
。

〇
な
ぞ
っ
て
練
習
す
る

　
漢
字
を
書
く
と
い
う
過
程
に
は
、

書
き
順
や
細
か
い
は
ね
、
折
れ
な
ど

に
も
注
意
を
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

せ
っ
か
く
練
習
す
る
の
で
す
。正
確
に

身
に
つ
け
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　
そ
の
た
め
に
は
、
な
ぞ
っ
て
練
習

す
る
こ
と
が
有
効
で
す
。
な
ぞ
り
練

習
の
多
い
ド
リ
ル
や
教
材
を
選
び
ま

し
ょ
う
。

〇
マ
ス
に
書
い
て
練
習
す
る

　
漢
字
が
正
し
く
書
け
る
よ
う
に
な

る
に
は
マ
ス
の
ノ
ー
ト
を
使
っ
て
練

習
す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
大
き

さ
や
形
を
整
え
る
こ
と
も
大
切
な
要

素
で
す
。

　
そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
練
習
を
す
る

の
は
短
時
間
で
、
書
く
量
も
少
な

く
、
た
だ
し
毎
日
継
続
す
る
こ
と
が

大
切
で
す
。「
漢
字
の
練
習
を
生
活

の
一
部
に
し
て
し
ま
う
」
と
い
う
こ

と
で
す
。

　
一
つ
の
字
を
十
回
も
二
十
回
も
書

く
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
三
～
五
回

程
度
、
一
日
に
五
文
字
ず
つ
く
ら

い
、
十
五
分
か
ら
二
十
分
く
ら
い
集

中
し
て
継
続
で
き
る
よ
う
に
し
て
み

ま
し
ょ
う
。

　
そ
し
て
保
護
者
の
か
た
は
、
子
ど

も
を
た
く
さ
ん
褒
め
て
あ
げ
て
く
だ

さ
い
。「
こ
こ
が
違
う
」「
書
き
順
が

間
違
っ
て
い
る
」
な
ど
と
指
摘
し
て

は
い
け
ま
せ
ん
。
書
き
終
わ
っ
た
あ

と
に
「
今
日
は
こ
こ
の
形
が
上
手
に

書
け
た
ね
」
な
ど
と
言
っ
て
、
花
丸

を
た
く
さ
ん
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。

　
そ
し
て
「
で
き
れ
ば
こ
こ
を
直
す

と
い
い
ね
」
と
最
後
に
ア
ド
バ
イ
ス

し
ま
す
。
な
ん
と
い
っ
て
も
や
る
気

を
引
き
出
す
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
ほ
ん
の
一
例
を
ご
紹
介
し
ま
し
た

が
、
お
子
さ
ん
が
楽
し
く
漢
字
に
興

味
・
関
心
を
持
つ
こ
と
を
第
一
に
心

が
け
、
そ
の
取
り
組
み
が
日
本
に
帰

国
し
て
か
ら
も
継
続
で
き
る
よ
う

に
、
生
活
の
一
部
に
な
る
よ
う
取
り

組
ん
で
み
て
く
だ
さ
い
。
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理
解
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

　

こ
と
ば
キ
ャ
ン
プ
の
理
解
力
と
は
、
た

だ
音
と
し
て
聞
き
流
す
の
で
は
な
く
「
理

解
し
よ
う
と
し
て
聞
く
力
」。
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
要
で
す
。
人
の
話
を
聞
く

態
度
を
身
に
つ
け
、
相
手
の
話
を
受
け
止

め
て
聞
く
力
を
養
い
ま
し
ょ
う
。

＜

ワ
ー
ク＞

　

ふ
だ
ん
の
会
話
の
な
か
で
、
確
認
し
合

う
こ
と
を
心
が
け
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

こ
の
積
み
重
ね
が
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
に

な
り
ま
す
。

話
を
す
る
と
き

①　

�

こ
ち
ら
が
話
し
た
あ
と
、「
い
ま
、

言
っ
た
こ
と
を
も
う
一
度
言
っ
て
み

て
」
と
子
ど
も
に
復
唱
し
て
も
ら
う
。

話
を
聞
く
と
き

②　

�

子
ど
も
が
話
し
た
内
容
に
つ
い
て

「
こ
れ
は
こ
う
い
う
こ
と
？
」
と
聞

い
て
み
る
（
肯
定
的
な
態
度
で
聞
く

こ
と
が
ポ
イ
ン
ト
）。

　

米
国
に
暮
ら
し
少
し
ず
つ
友
人

や
知
人
と
話
す
よ
う
に
な
る
と
、

海
外
の
人
と
日
本
人
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
違
い
を
感
じ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
ま
ず
、
よ
く

質
問
す
る
こ
と
。「
あ
な
た
は
ど

う
思
っ
た
？
」「
ど
れ
が
好
き
？
」

な
ど
と
質
問
さ
れ
ま
す
。
は
じ
め

の
う
ち
は
戸
惑
っ
て
い
ま
し
た

が
、
次
第
に
「
質
問
し
て
く
れ
る

の
は
、
お
互
い
に
知
り
合
い
た
い

か
ら
」
な
の
だ
と
思
え
て
、
友
人

た
ち
と
の
会
話
が
楽
し
み
に
な
り

ま
し
た
。

　

も
う
一
つ
も
質
問
に
ま
つ
わ
る

の
で
す
が
、
話
を
確
認
す
る
こ
と
。

「
そ
れ
は
こ
う
い
う
こ
と
？
」「
私

は
～
～
～
と
理
解
し
た
け
ど
、
こ

れ
で
合
っ
て
る
？
」
と
い
う
よ
う

に
、
わ
か
ら
な
い
こ
と
を
尋
ね
た

り
、
こ
と
ば
や
話
の
内
容
に
つ
い

て
確
か
め
た
り
す
る
の
で
す
。

　

ま
た
、話
が
一
段
落
す
る
と
「
私

は
こ
の
よ
う
に
解
釈
す
る
け
ど
、

こ
れ
で
い
い
？
」
な
ど
と
共
通
理

解
し
て
い
る
か
ど
う
か
聞
か
れ
る

こ
と
も
よ
く
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ

はconfirm

と
い
う
「
確
認
す
る
、

承
認
す
る
」
と
い
う
意
味
の
ス
キ

ル
で
す
。

　

日
本
人
同
士
だ
と
、
た
と
え
相

手
の
話
に
多
少
理
解
で
き
な
い
部

分
が
あ
っ
て
も
、
は
っ
き
り
と
言

わ
ず
に
や
り
過
ご
し
、
わ
か
ら
な

い
こ
と
が
あ
っ
て
も
「
だ
い
た
い
、

こ
う
い
う
こ
と
か
な
」
と
察
し
て

受
け
止
め
て
い
た
よ
う
に
思
う
の

で
す
。
相
手
が
年
上
な
ら
ば
、
な

お
さ
ら
の
こ
と
。
い
ち
い
ち
聞
く

の
は
「
聞
き
と
が
め
て
い
る
よ
う
」

で
、
失
礼
の
よ
う
な
気
が
す
る
か

ら
で
し
ょ
う
か
？

　

じ
つ
は
私
自
身
、
日
本
に
い
る

と
き
は
、
話
を
し
て
い
る
と
き
に

い
ち
い
ち
質
問
（
確
認
）
さ
れ
る

の
が
苦
手
で
し
た
。
で
も
、
確
認

さ
れ
る
こ
と
に
慣
れ
て
く
る
と
、

confirm

の
ス
キ
ル
は
デ
メ
リ
ッ

ト
よ
り
も
メ
リ
ッ
ト
の
方
が
大
き

い
と
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

会
話
を
し
て
い
て
、
話
し
手
が

伝
え
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
と
、

聞
き
手
が
受
け
取
っ
た
こ
と
が
同

じ
と
は
限
り
ま
せ
ん
。
確
認
す
る

こ
と
で
、
話
に
ズ
レ
が
あ
る
場
合

は
修
正
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

誤
解
が
生
ま
れ
に
く
く
な
る
の
で

す
。
ま
た
、
理
解
し
よ
う
と
話
を

真
剣
に
聞
く
よ
う
に
な
っ
て
聞
く

力
が
つ
い
て
き
ま
す
。

　

子
ど
も
と
の
ふ
だ
ん
の
会
話
で
、

確
認
す
る
こ
と
を
心
が
け
て
み
ま

せ
ん
か
？

　

子
ど
も
が
話
し
た
こ
と
に
つ
い

て
「
こ
う
い
う
こ
と
？
」
と
聞
い

た
り
、「
マ
マ
（
パ
パ
）
が
言
っ
た

こ
と
を
繰
り
返
し
て
言
え
る
か

な
？
」
と
尋
ね
て
み
た
り
す
る
の

で
す
。
思
い
違
い
の
ズ
レ
を
修
正

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
し
、
確
認

し
合
う
と
話
す
方
も
聞
く
方
も
真

剣
に
な
り
ま
す
よ
！

ことばキャンプとは、７つの力で話す力、聞く力、考える力を育て
るトレーニングプログラム

～ ７つの力 ～
　　　度胸力：恐れずに言う　論理力：話を組み立てる
　　　理解力：話を理解する　応答力：受け答えする
　　　語彙力：ことばを知る　説得力：理解してもらう
　　　プレゼン力：アピールする

「自立して生き抜ける子に」https://ameblo.jp/t-shizuka/
幸せになれる子に育てたい　https://www.takatori-shizuka.com

思い違いのズレをなくす質問

1818

「ことばキャンプ」主宰

高取しづか

https://ameblo.jp/t-shizuka/
https://www.takatori-shizuka.com
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Shizuoka Prefecture, Hamamatsu: Nueshiro 鵺代

Along the western bank of Lake Hamana 浜名湖 hamanako, there is 
a place called Nueshiro. It uses a unique kanji you can see in the 
photo below.

This kanji (鵺) means ‘chimera,’ and combines the characters for ‘night’ 夜 and ‘bird’ 鳥.
In English, a chimera is a mythical beast that combines the characteristics of several 
different animals ─ often animals commonly seen in the West, such as lions, eagles, 
bears, and the like. A Japanese chimera generally involves the animals pictured below:

The kanji  （鵺） is thought to originally represent strange ‘birds’ 鳥 that called out in the 
‘night’ 夜. People would hear scary sounds at night, and since it was so dark, they could 
not see what animals were lurking around. So, their imagination took over and created 
fantastical beasts like the chimera.
It is said that a long time ago, a chimera attacked the western bank of Lake Hamana 
and was defeated by 源 頼 政 Minamoto no Yorimasa with a bow and arrow. The area 
where this took place is now called 鵺代 nueshiro. 

　アメリカ・ニュージャージー州生まれ。
非漢字圏出身者で初めて漢字検定一級に
合格。

https://www.facebook.com/BretMayer/
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「
維
持
会
員
企
業
・
団
体
フ
ォ

ー
ラ
ム
二
〇
二
二
」
を
オ
ン

ラ
イ
ン
で
開
催

（
海
外
子
女
教
育
振
興
財
団
）

　

七
月
十
五
日
、
海
外
子
女
教
育
振
興

財
団
（
Ｊ
Ｏ
Ｅ
Ｓ
）
は
、
Ｊ
Ｏ
Ｅ
Ｓ
の

維
持
会
員
企
業
・
団
体
を
対
象
に
オ
ン

ラ
イ
ン
で
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
行
っ
た
。

　

本
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、
在
外
教
育
施
設

と
維
持
会
員
企
業
・
団
体
の
国
内
本
社

人
事
部
と
の
リ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
強
化
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
昨
年
度
よ
り
開

催
し
て
い
る
。

　

今
回
は
一
一
四
法
人
、
約
一
五
〇
人
が

参
加
、
在
外
教
育
施
設
の
現
状
と
抱
え

る
課
題
な
ど
を
共
有
し
た
。

　

ま
ず
Ｊ
Ｏ
Ｅ
Ｓ
の
綿
引
宏
行
理
事
長

が
あ
い
さ
つ
に
立
ち
、
日
ご
ろ
の
支
援

に
感
謝
す
る
と
と
も
に
、
六
月
に
法
制

化
さ
れ
た
「
在
外
教
育
施
設
に
お
け
る

教
育
の
振
興
に
関
す
る
法
律
」（
以
下
、

振
興
法
）
に
つ
い
て
説
明
し
、
Ｊ
Ｏ
Ｅ

Ｓ
は
「
安
心
し
て
子
ど
も
を
帯
同
で
き

る
教
育
環
境
づ
く
り
」と「
会
員
企
業
・

団
体
、
そ
し
て
日
本
に
お
け
る
将
来
の

人
材
確
保
」
に
貢
献
し
て
い
き
た
い
と

述
べ
た
。

　

続
い
て
文
部
科
学
省
総
合
教
育
政
策

局
国
際
教
育
課
の
石
田
善
顕
課
長
と
外

務
省
領
事
局
政
策
課
の
伊
藤
博
樹
課
長

補
佐
が
そ
れ
ぞ
れ
在
外
教
育
施
設
等
の

現
状
に
つ
い
て
紹
介
し
た
ほ
か
、
振
興

法
の
公
布
を
受
け
て
、
行
政
の
立
場
か

ら
企
業
・
団
体
、
財
界
向
け
に
行
っ
て

い
る
支
援
に
つ
い
て
説
明
し
、
よ
り
い

っ
そ
う
の
連
携
強
化
を
呼
び
か
け
た
。

　

次
に
企
業
・
団
体
側
か
ら
は
マ
ツ
ダ

株
式
会
社
人
事
本
部
人
事
サ
ー
ビ
ス
部

人
事
サ
ー
ビ
ス
グ
ル
ー
プ
ア
シ
ス
タ
ン
ト

マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
石
鍋
秀
幸
氏
が
、
同

社
の「
海
外
出
向
者
の
傾
向
と
課
題
」に

つ
い
て
行
っ
て
い
る
支
援
も
含
め
て
説
明

し
た
。
海
外
出
向
者
は
世
界
十
一
カ
国

に
約
三
五
〇
人
、
若
年
化
が
進
み
幼
児

を
帯
同
す
る
ケ
ー
ス
が
目
立
っ
て
い
る
と

話
し
、
日
本
人
学
校
以
外
へ
の
通
学
・

通
園
が
増
加
し
て
い
る
た
め
、
今
後
は

日
本
人
学
校
以
外
の
学
校
や
幼
稚
園
を

含
め
た
海
外
情
報
の
収
集
・
提
供
等
を

Ｊ
Ｏ
Ｅ
Ｓ
と
相
互
協
力
し
な
が
ら
進
め

て
い
き
た
い
と
述
べ
た
。

　

さ
ら
に
特
色
あ
る
学
校
運
営
を
行
っ

て
い
る
在
外
教
育
施
設
を
代
表
し
て
、

授
業
を
ほ
ぼ
英
語
で
行
う
「
グ
ロ
ー
バ

ル
ク
ラ
ス
」
を
持
つ
香
港
日
本
人
学
校

香
港
校
の
山
崎
秀
哲
校
長
と
、「
バ
イ

リ
ン
ガ
ル
と
し
て
学
び
続
け
ら
れ
る
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
」
づ
く
り
に
力
を
入
れ
て

い
る
デ
ト
ロ
イ
ト
補
習
授
業
校
の
林
る

美
校
長
、「
日
本
人
学
校
併
設
幼
稚
園
」

を
テ
ー
マ
に
日
系
企
業
や
日
本
人
会
と

の
つ
な
が
り
を
大
切
に
日
本
文
化
や
国

際
理
解
の
視
点
を
持
っ
て
教
育
を
行
っ

て
い
る
ク
ア
ラ
ン
プ
ー
ル
日
本
人
学
校

幼
稚
部
の
加
悦
佳
子
園
長
が
登
壇
し
、

そ
れ
ぞ
れ
現
状
等
に
つ
い
て
発
表
し
た
。

子
ど
も
た
ち
の
声
の
入
っ
た
動
画
も
紹

介
さ
れ
、
現
場
の
臨
場
感
や
躍
動
感
が

楽
し
い
雰
囲
気
で
共
有
さ
れ
た
。

　

ま
た
Ｊ
Ｏ
Ｅ
Ｓ
か
ら
は
、
駐
在
員
の

出
国
前
・
滞
在
中
・
帰
国
後
の
時
間
軸

に
合
わ
せ
た
教
育
相
談
事
例
に
見
る
傾

向
と
課
題
に
つ
い
て
、
奥
田
修
也
教
育

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
が
具
体
的
に
解
説
し
た

ほ
か
、
十
月
に
開
設
を
予
定
し
て
い
る

新
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
の
理
解
と
、
そ

れ
に
伴
う
「
Ｊ
Ｏ
Ｅ
Ｓ
マ
イ
ポ
ー
タ
ル
」

へ
の
新
規
ユ
ー
ザ
登
録
に
関
す
る
お
願

い
が
あ
っ
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
「
約
二
時
間
、
ま
っ

た
く
飽
き
な
い
興
味
深
い
内
容
だ
っ
た
。

マ
ツ
ダ
様
の
支
援
に
関
す
る
説
明
は
た

い
へ
ん
参
考
に
な
っ
た
。
ま
た
学
校
の

発
表
は
各
校
の
魅
力
が
ひ
し
ひ
し
と
伝

わ
っ
て
き
て
、
こ
の
よ
う
な
学
校
に
通

え
る
の
な
ら
、
ぜ
ひ
子
ど
も
を
帯
同
し

て
海
外
に
赴
任
し
て
ほ
し
い
と
思
っ

た
」「
現
地
の
教
育
現
場
の
実
態
や
実
際

の
授
業
に
つ
い
て
知
る
こ
と
が
で
き
て

有
意
義
だ
っ
た
。
こ
れ
か
ら
駐
在
す
る

予
定
の
社
員
に
伝
え
た
い
。
ま
た
教
育

相
談
に
関
し
て
も
、
今
後
積
極
的
に
活

用
し
て
い
き
た
い
」「
政
府
の
考
え
を
直

接
聞
け
た
の
は
有
意
義
だ
っ
た
。
ま
た

財
団
の
活
動
に
勢
い
を
感
じ
、
今
後
の

シ
ス
テ
ム
改
革
後
の
サ
ー
ビ
ス
向
上
に

期
待
し
た
い
」な
ど
の
声
が
聞
か
れ
た
。

全
海
研
、
第
四
十
九
回
全
国

研
究
大
会
を
福
島
県
で
開
催

　

全
国
海
外
子
女
教
育
国
際
理
解
教
育

研
究
協
議
会（
全
海
研
）は
八
月
五
・
六

日
、
福
島
市
に
お
い
て
今
年
度
の
全
国

研
究
大
会
を
オ
ン
ラ
イ
ン
を
活
用
し
て

実
施
し
た
。
大
会
の
詳
細
は
全
海
研
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
さ
れ
て
い
る

（http://w
w
w
.zenkaiken.jp

）。

　

全
海
研
は
日
本
人
学
校
や
補
習
授
業

校
へ
の
派
遣
教
員
経
験
者
が
結
成
し
て

い
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
で
、
一
九
七
四
年
に

発
足
。
海
外
子
女
教
育
・
帰
国
子
女
教

育
・
国
際
理
解
教
育
・
外
国
人
子
女
教

育
・
日
本
語
教
育
・
補
習
校
教
育
・
教

員
研
修
教
育
の
実
践
と
研
究
の
た
め
、

各
都
道
府
県
組
織
と
連
携
し
な
が
ら
活

動
を
続
け
て
い
る
。

　

全
国
大
会
は
発
足
の
翌
年
か
ら
開
か

れ
て
い
て
、
今
年
は
「『
世
界
と
子
ど

も
を
ひ
ら
き
、
つ
な
ぎ
、
つ
む
ぐ
教
育

を
め
ざ
し
て
』
〜
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
つ

む
ぐ
、
明
日
の
教
育
〜
」が
テ
ー
マ
。

　

初
日
は
全
国
の
地
方
組
織
代
表
者
を
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対
象
に
、
全
国
代
表
者
会
や
研
究
担
当

者
会
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
担
当
者
会
が
実
施
さ
れ

た
ほ
か
、
文
部
科
学
省
に
よ
る
講
話
が

あ
っ
た
。

　

一
般
公
開
さ
れ
た
二
日
目
は
、
全
海

研
の
滝
多
賀
雄
会
長
と
文
部
科
学
省
総

合
教
育
政
策
局
国
際
教
育
課
の
石
田
善

顕
課
長
が
あ
い
さ
つ
に
立
ち
、
日
ご
ろ

の
支
援
に
感
謝
す
る
と
と
も
に
、
そ
れ

ぞ
れ
現
場
の
教
師
に
向
け
て
、「
今
後

の
国
際
理
解
教
育
・
グ
ロ
ー
バ
ル
教
育

に
お
い
て
、
実
質
的
に
可
能
な
こ
と
を

ど
う
行
動
す
る
か
を
考
え
る
こ
と
が
大

切
」、「
在
外
校
の
子
ど
も
た
ち
は
グ
ロ

ー
バ
ル
人
材
の
原
石
。
在
外
で
の
充
実

し
た
教
育
、
お
よ
び
帰
国
後
に
そ
の
経

験
を
生
か
し
広
め
て
い
く
こ
と
が
期
待

さ
れ
る
」と
述
べ
た
。

　

続
い
て
海
外
子
女
教
育
振
興
財
団
の

綿
引
宏
行
理
事
長
が
登
壇
し
、「
在
外

教
育
施
設
に
お
け
る
教
育
の
振
興
に
関

す
る
法
律
」
の
成
立
に
大
き
く
貢
献
し

た
全
海
研
の
活
動
に
敬
意
を
払
う
と
と

も
に
、
今
後
、
世
界
が
混
と
ん
と
し
て

い
く
な
か
、
求
め
ら
れ
る
力
は
人
間
に

し
か
持
て
な
い「
誠
実
さ
」「
思
い
や
り
」

「
敬
意
」
で
あ
り
、
学
校
教
育
の
重
要

性
が
い
っ
そ
う
大
き
く
な
る
と
話
し
た
。

さ
ら
に
Ｊ
Ｏ
Ｅ
Ｓ
が
九
月
六
日
に
ス
タ

ー
ト
さ
せ
る
「D

avos N
ext

」
に
つ
い

て
も
、
ま
さ
に
「
世
界
と
子
ど
も
を
ひ

ら
き
、
つ
な
ぎ
、
つ
む
ぐ
教
育
を
め
ざ

し
て
」い
る
と
紹
介
し
た
。

　

そ
の
後
、
元
帰
国
生
で
本
誌
の
ラ
イ

タ
ー
で
も
あ
る
在
外
教
育
関
係
ジ
ャ
ー

ナ
リ
ス
ト
の
古
家
淳
氏
が
、
過
去
の
取

材
記
事
を
ふ
り
返
り
、
自
身
の
体
験
も

踏
ま
え
て「
帰
国
生
と
し
て
の
ア
イ
デ
ン

テ
ィ
テ
ィ
の
遍
歴
」と
題
し
た
記
念
講
演

を
行
っ
た
。
帰
国
生
に
と
っ
て「
ふ
る
さ

と
」と
は
？　
「
適
応
」と
は
？　
ま
た「
ア

イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
」に
つ
い
て
探
っ
た
。

　

午
後
に
は
四
つ
の
特
定
課
題
分
科
会

（「
教
育
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
（
Ｉ
Ｂ
と
日

本
の
教
育
の
融
合
の
視
点
か
ら
）」「
コ

ロ
ナ
渦
に
お
け
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
」「
派

遣
体
験
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
化
（
国
際
理

解
教
育
の
目
標
に
よ
る
一
般
化
を
通
し

て
）」「
日
本
人
学
校
の
イ
ン
タ
ー
ナ
シ

ョ
ナ
ル
化
（
日
本
人
学
校
の
こ
れ
か
ら

の
在
り
方
に
つ
い
て
）」）
が
開
か
れ
、

参
加
者
は
そ
れ
ぞ
れ
一
つ
を
選
ん
で
出

席
し
た
。

　

さ
ら
に
「
現
職
派
遣
教
師
へ
の
道
」

「
シ
ニ
ア
派
遣
教
師
へ
の
道
」「
在
外
教

育
施
設
の
未
来
像
」
と
い
う
テ
ー
マ
に

分
か
れ
て
の
ト
ー
キ
ン
グ
テ
ー
ブ
ル
が

行
わ
れ
た
。

　

す
べ
て
が
対
面
と
は
な
ら
な
い
開
催

で
あ
っ
た
が
充
実
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
と

有
意
義
な
発
言
が
多
く
見
ら
れ
、
今
後

の
海
外
子
女
教
育
・
帰
国
子
女
教
育
の

発
展
が
ま
す
ま
す
期
待
さ
れ
る
大
会
と

な
っ
た
。

オ
ン
ラ
イ
ン
講
演
会「CLIL

（
ク

リ
ル
）ア
プ
ロ
ー
チ
に
よ
る
小
学

校
英
語
授
業
の
実
践
」を
実
施

（
海
外
子
女
教
育
振
興
財
団
）

　

海
外
子
女
教
育
振
興
財
団
は
、
昨
年
、

日
本
人
学
校
出
身
の
小
学
五
・
六
年
生

を
中
心
と
し
た
グ
ル
ー
プ
を
対
象
に
、

英
語
の
「CLIL

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
（
全

八
回
）」を
開
催
し
た
。

　

そ
の
経
験
を
踏
ま
え
八
月
九
日（
火
）、

児
童
英
語
教
育
に
興
味
の
あ
る
人
を
対

象
に
、
上
智
大
学
言
語
教
育
研
究
セ
ン

タ
ー
教
授
の
逸
見
シ
ャ
ン
タ
ー
ル
氏
と

の
協
働
の
も
と
、「CLIL

（
ク
リ
ル
）ア
プ

ロ
ー
チ
に
よ
る
小
学
校
英
語
授
業
の
実

践
」講
演
会
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
行
っ
た
。

C
LIL

（C
ontent and Language 

Integrated Learning

）
と
は
内
容
言

語
統
合
型
学
習
の
こ
と
で
、
付
加
言
語

（
日
本
で
は
英
語
で
あ
る
場
合
が
多
い
）

を
使
用
し
て
内
容
（Content

）・
言
語

（Com
m
unication

）・
思
考（Cognition

）・

文
化
（Culture

）
の
四
つ
の
Ｃ
を
と
り

入
れ
て
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
お
よ
び
授
業
を

展
開
し
て
い
く
。

　

協
働
学
習
と
異
文
化
理
解
を
重
視
し

た
教
育
で
あ
る
点
も
特
徴
で
、
思
考
力

を
育
む
こ
と
はCLIL

の
重
要
な
柱
で

あ
る
。

　

今
回
は
、「
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
か
つ

児
童
の
積
極
的
な
学
び
に
つ
な
が
る
授

業
」
の
実
践
と
解
説
が
お
も
な
内
容
で
、

小
学
校
の
英
語
検
定
教
科
書
『N

ew
 

H
orizon Elem

entary 6

』のU
nit

を

一
つ
抽
出
し
、「
主
体
的
・
対
話
的
で

深
い
学
び
」
に
役
立
つ
ア
プ
ロ
ー
チ
を

中
心
に
進
め
ら
れ
た
。

　

国
内
外
か
ら
参
加
し
た
の
は
約
二
〇

〇
人
。「
現
地
な
ま
り
の
英
語
に
な
ら
な

い
よ
う
に
す
る
に
は
ど
う
し
た
ら
い
い

の
か
」「
英
語
の
レ
ベ
ル
差
が
激
し
い
な

か
で
の
授
業
は
ど
う
す
れ
ば
い
い
の

か
」「
日
本
語
と
英
語
を
ど
ん
な
バ
ラ
ン

ス
で
授
業
を
行
え
ば
い
い
の
か
」「
日
本

人
の
子
ど
も
にCLIL

が
フ
ィ
ッ
ト
す

る
教
科
は
あ
る
か
」「
授
業
中
、
子
ど
も

が
イ
エ
ス
・
ノ
ー
を
答
え
ら
れ
ず
に
黙

っ
て
し
ま
う
こ
と
な
く
、
自
然
な
会
話

が
で
き
る
よ
う
に
進
め
る
に
は
ど
う
し

た
ら
い
い
か
」「
身
近
な
外
国
語
か
ら
子

ど
も
が
英
語
を
覚
え
て
い
く
こ
と
に
つ

い
て
、
ど
う
思
う
か
」
な
ど
の
質
問
が

多
数
あ
っ
た
。

　

逸
見
シ
ャ
ン
タ
ー
ル
氏
は
そ
の
一
つ

一
つ
に
丁
寧
に
答
え
る
と
と
も
に
、
間

違
い
で
あ
っ
た
と
し
て
も
子
ど
も
の
発

言
を
否
定
す
る
の
で
は
な
く
、
そ
の
発

言
内
容
を
受
け
入
れ
、
皆
で
い
っ
し
ょ
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に
考
え
て
知
識
を
構
築
し
て
い
く
こ
と

が
大
切
だ
と
笑
顔
で
話
し
た
。

日
本
在
外
企
業
協
会
を
訪
問

（
海
外
子
女
教
育
振
興
財
団
）

　

海
外
子
女
教
育
振
興
財
団
（
以
下
、

Ｊ
Ｏ
Ｅ
Ｓ
）
は
七
月
二
十
二
日
、
日
本

在
外
企
業
協
会
（
以
下
、
日
外
協
）
を
訪

問
し
、
情
報
を
交
換
し
合
っ
た
。

　

日
外
協
は
一
九
七
四
年
に
日
本
経
済

団
体
連
合
会
、
日
本
商
工
会
議
所
、
経

済
同
友
会
、
日
本
経
営
者
団
体
連
盟
、

日
本
貿
易
会
、
関
西
経
済
連
合
会
、
日

本
政
府
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
の
も
と
に
任

意
団
体
と
し
て
設
立
さ
れ
、
日
本
企
業

の
海
外
事
業
活
動
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
を

支
援
し
て
い
る
。

　

教
育
面
で
の
活
動
に
お
い
て
、
日
外

協
と
Ｊ
Ｏ
Ｅ
Ｓ
が
協
力
し
て
で
き
る
こ

と
を
探
る
た
め
に
、
四
月
の
勉
強
会
に

続
き
、こ
の
た
び
情
報
交
換
会
を
行
っ
た
。

　

Ｊ
Ｏ
Ｅ
Ｓ
の
綿
引
宏
行
理
事
長
と
浅

原
業
務
執
行
理
事
が
日
外
協
を
訪
ね
、

浅
原
が
「
海
外
子
女
教
育
と
Ｊ
Ｏ
Ｅ
Ｓ

の
概
要
」、
綿
引
は
六
月
の
国
会
で「
在

外
教
育
施
設
に
お
け
る
教
育
の
振
興
に

関
す
る
法
律
」
が
成
立
し
た
こ
と
に
も

触
れ
な
が
ら
「
Ｊ
Ｏ
Ｅ
Ｓ
の
ミ
ッ
シ
ョ

ン
と
こ
れ
か
ら
」に
つ
い
て
説
明
し
た
。

　

日
外
協
か
ら
は
今
後
の
海
外
子
女
教

育
の
動
向
や
駐
在
員
の
傾
向
に
関
す
る

質
問
が
あ
っ
た
ほ
か
、
日
本
に
残
る
家

族
へ
の
メ
ン
タ
ル
面
の
ケ
ア
も
含
め
た

総
合
的
な
貢
献
が
で
き
れ
ば
よ
い
と
い

っ
た
感
想
が
聞
か
れ
た
。

日
本
貿
易
会
を
訪
問

（
海
外
子
女
教
育
振
興
財
団
）

　

海
外
子
女
教
育
振
興
財
団
（
以
下
、

Ｊ
Ｏ
Ｅ
Ｓ
）
は
八
月
三
日
、
日
本
貿
易

会
（
以
下
、
Ｊ
Ｆ
Ｔ
Ｃ
）
を
訪
問
し
、
情

報
を
交
換
し
合
っ
た
。

　
「
と
も
に
築
こ
う
、
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル

な
世
界
を
」
を
掲
げ
る
一
般
社
団
法
人

の
貿
易
業
界
団
体
Ｊ
Ｆ
Ｔ
Ｃ
と
、
教
育

面
で
協
力
で
き
る
こ
と
を
探
る
た
め
に
、

Ｊ
Ｏ
Ｅ
Ｓ
の
綿
引
宏
行
理
事
長
と
浅
原

業
務
執
行
理
事
が
Ｊ
Ｆ
Ｔ
Ｃ
を
訪
ね
、

そ
れ
ぞ
れ
の
活
動
を
報
告
し
合
っ
た
。

　

報
告
会
で
は
、
ま
ず
Ｊ
Ｆ
Ｔ
Ｃ
か
ら
、

行
っ
て
い
る
活
動
に
関
す
る
説
明
が
あ

っ
た
ほ
か
、
海
外
駐
在
経
験
の
あ
る
元

企
業
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
が
多
く
登
録
す
る
人

材
バ
ン
ク
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
国
際
社
会
貢

献
セ
ン
タ
ー
（
Ａ
Ｂ
Ｉ
Ｃ
）」
を
設
立
し

て
い
て
、
国
際
理
解
教
育
や
外
国
人
教

育
の
分
野
で
活
躍
し
て
い
る
会
員
も
多

い
と
の
紹
介
が
あ
っ
た
。

　

続
い
て
Ｊ
Ｏ
Ｅ
Ｓ
が
「
海
外
子
女
教

育
と
Ｊ
Ｏ
Ｅ
Ｓ
の
概
要
」「
Ｊ
Ｏ
Ｅ
Ｓ
の

ミ
ッ
シ
ョ
ン
と
こ
れ
か
ら
」
に
つ
い
て

説
明
し
た
。

　

Ｊ
Ｆ
Ｔ
Ｃ
か
ら
は「D

avos N
ext

は

素
晴
し
い
取
り
組
み
」、
Ｊ
Ｏ
Ｅ
Ｓ
か

ら
は
「
Ａ
Ｂ
Ｉ
Ｃ
の
活
動
は
キ
ャ
リ
ア

教
育
や
日
本
語
教
育
の
分
野
で
も
貢
献

で
き
る
の
で
は
な
い
か
」
な
ど
の
声
が

上
が
り
、
共
に
「
お
客
様
の
ニ
ー
ズ
は

ど
こ
に
あ
る
の
か
が
課
題
」
と
い
う
感

想
が
聞
か
れ
た
。

「
帰
国
生
の
学
校
選
択
と
受
験

対
策
に
つ
い
て
」
対
談
を
実
施

（
海
外
子
女
教
育
振
興
財
団
）

　

八
月
三
日
、
学
校
説
明
会
の
特
別
企

画
と
し
て
、
帰
国
子
女
向
け
受
験
指
導

の
エ
キ
ス
パ
ー
ト
で
あ
る
株
式
会
社
早

稲
田
ア
カ
デ
ミ
ー
の
田
畑
康
氏
と
本
財

団
の
後
藤
彰
夫
教
育
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
が
、

帰
国
生
の
学
校
選
択
と
受
験
対
策
に
つ

い
て
オ
ン
ラ
イ
ン
で
対
談
を
行
っ
た
。

　

田
畑
氏
は
自
身
も
元
帰
国
生
。
塾
の

立
場
か
ら
中
学
・
高
校
の
入
試
や
面
接

対
策
な
ど
に
つ
い
て
、
具
体
的
に
学
校

名
を
挙
げ
な
が
ら
わ
か
り
や
す
く
解
説

し
た
。

　

当
日
の
様
子
は
、
左
記
の
サ
イ
ト
で

紹
介
し
て
い
る（
申
し
込
み
必
要
）。

U
R
L

https://w
w
w
.joes.or.jp/

collection/events/detail/16

二
〇
二
三
年
度
大
学
入
学
共

通
テ
ス
ト
実
施
概
要

出
願
期
間　

二
〇
二
二
年
九
月
二
十
六

日
〜
十
月
六
日
（
消
印
有
効
）

試
験
実
施
日　

　

二
十
三
年
一
月
十
四
・
十
五
日

追
試
験
実
施
日　

　

二
十
三
年
一
月
二
十
八
・
二
十
九
日

出
願
書
類
の
入
手
方
法

　

日
本
国
内
に
居
住
す
る
親
族
等
を
経

由
し
て
「
受
験
案
内
」
を
入
手
す
る
。

出
願
書
類
の
提
出
方
法

　

日
本
国
内
に
居
住
す
る
親
族
等
を
経

由
し
て
提
出
。
た
だ
し
親
族
等
が
い

な
い
場
合
は
、大
学
入
試
セ
ン
タ
ー
に

連
絡
の
う
え
、
速
達
航
空
郵
便
で
直

接
大
学
入
試
セ
ン
タ
ー
宛
て
に
提
出
。

問
い
合
わ
せ
先

　
（
独
）
大
学
入
試
セ
ン
タ
ー
事
業
部

事
業
第
一
課

U
RL  https://w

w
w
.dnc.ac.jp

二
〇
二
二
年
度
後
期
用
教
科

書
送
付

　

文
部
科
学
省
で
は
、
海
外
子
女
教
育

の
推
進
を
は
か
る
た
め
、
外
務
省
の
協

力
を
得
て
、
海
外
在
住
の
義
務
教
育
年

齢
の
日
本
人
の
子
ど
も
が
使
用
す
る
教

科
書
の
無
償
給
与
を
行
っ
て
い
る
。
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二
〇
二
二
年
度
後
期
用
教
科
書
は
、

七
月
中
旬
か
ら
発
送
作
業
が
行
わ
れ
、

今
後
、
在
外
公
館
を
通
じ
て
対
象
者
に

無
償
給
与
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。
今
回

発
送
さ
れ
る
の
は
分
冊
と
な
っ
て
い
る

下
巻
で
、
総
計
一
二
万
九
五
二
四
冊
。

　

な
お
、
こ
れ
か
ら
一
年
以
上
の
在
留

予
定
で
海
外
へ
出
国
す
る
お
子
さ
ん
は
、

海
外
子
女
教
育
振
興
財
団
を
通
し
て
教

科
書
の
無
償
給
与
を
受
け
る
こ
と
に
な

る
。
必
要
書
類
等
、
詳
細
は
左
記
の
ウ

ェ
ブ
サ
イ
ト
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

問
い
合
わ
せ
先　

　

海
外
子
女
教
育
振
興
財
団

　

情
報
サ
ー
ビ
ス
チ
ー
ム

U
RL

https://w
w
w
.joes.or.jp/

kyokasho/

海
外
で
使
用
す
る
教
科
書
の

無
償
配
付
に
つ
い
て

（
海
外
子
女
教
育
振
興
財
団
）

　

海
外
滞
在
予
定
が
一
年
以
上
（
永
住

は
除
く
）
の
日
本
国
籍
を
持
つ
小
・
中

学
生
は
無
償
で
教
科
書
を
受
け
取
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
た
だ
し
現
地
到
着
当

初
に
使
用
す
る
教
科
書
は
海
外
で
は
用

意
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
の
で
、
か
な
ら
ず

出
国
前
に
海
外
子
女
教
育
振
興
財
団
で

受
け
取
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

そ
の
後
の
海
外
滞
在
中
の
教
科
書
に

関
し
て
は
在
留
地
を
管
轄
す
る
在
外
公

館
（
大
使
館
・
総
領
事
館
等
）
が
配
付

を
統
括
し
て
い
ま
す
。
現
地
に
到
着
後

た
だ
ち
に
在
外
公
館
に
「
在
留
届
」
を

提
出
し
、
教
科
書
受
領
の
た
め
の
手
続

き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

詳
細
は
本
財
団
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

　

海
外
子
女
教
育
振
興
財
団

　

情
報
サ
ー
ビ
ス
チ
ー
ム

〇
三
│
四
三
三
〇
│
一
三
四
九

E-m
ail textbook@

joes.or.jp
U
RL

https://w
w
w
.joes.or.jp/

kojin/kyokasho
『
帰
国
子
女
の
た
め
の
学
校
便

覧
二
〇
二
三
』

（
海
外
子
女
教
育
振
興
財
団
）

　

小
学
校
か
ら
大
学
ま
で
、
日
本
全
国

の
受
け
入
れ
校
等
（
約
一
三
〇
〇
校
）

や
教
育
委
員
会
（
約
一
〇
〇
自
治
体
）

な
ど
を
網
羅
し
た
入
学
・
編
入
学
ガ
イ

ド
ブ
ッ
ク
を
十
月
下
旬
に
発
刊
す
る
予

定
で
、
入
学
・
編
入
学
に
関
す
る
ア
ド

バ
イ
ス
を
含
め
、
二
〇
二
三
年
度
入
試

の
た
め
の
最
新
情
報
が
満
載
。

　

各
学
校
の
所
在
地
・
連
絡
先
や
入

学
・
編
入
学
資
格
の
条
件
、
入
試
日
程

や
選
考
方
法
、
教
育
方
針
や
受
け
入
れ

後
の
指
導
内
容
お
よ
び
進
路
状
況
等
に

つ
い
て
紹
介
し
て
い
る
ほ
か
、
寮
の
あ

る
学
校
や
高
校
三
年
生
で
の
編
入
学
を

実
施
し
て
い
る
学
校
、
日
本
に
お
け
る

国
際
バ
カ
ロ
レ
ア
認
定
校
や
海
外
で
の

入
学
試
験
を
実
施
し
て
い
る
学
校
の
一

覧
表
を
掲
載
す
る
。

　

さ
ら
に
、
お
子
さ
ん
が
充
実
し
た
学

校
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、

入
学
・
編
入
学
の
進
め
方
や
海
外
滞
在

中
に
心
が
け
る
こ
と
、
情
報
収
集
の
方

法
や
学
校
の
選
び
方
に
関
し
て
も
具
体

的
に
説
明
す
る
。

〇
予
価
三
八
五
〇
円
（
本
体
価
格
三

五
〇
〇
円
＋
税
）

＊
維
持
会
員
企
業
・
団
体
所
属
の
か
た

に
は
割
引
価
格
で
販
売
し
ま
す
。

参
考
・
申
し
込
み

U
RL

https://w
w
w
.joes.or.jp/

publish/detail/binran2022

『
母
親
が
歩
い
て
見
た
　
帰
国

生
の
た
め
の
学
校
案
内
二
〇
二

三
首
都
圏
版
中
学
・
高
校
編
』

（
フ
レ
ン
ズ
帰
国
生
母
の
会
）

お
も
な
内
容

〇
帰
国
生
受
け
入
れ
校
情
報

　

国
公
私
立
の
小
・
中
・
中
等
教
育
・

高
等
・
高
等
専
門
学
校
、
約
三
二
〇

校
の
帰
国
生
入
試
要
項
や
編
入
学
情

報
な
ど

〇
訪
問
記
と
訪
問
レ
ポ
ー
ト

　

約
一
二
〇
校
を
取
材

　

帰
国
生
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
も
掲
載

〇
参
考
資
料

　

中
学
・
高
校
受
験
体
験
記
、
寮
の
あ

る
国
内
の
中
学
・
高
校
一
覧
、
外
国

に
あ
る
日
本
の
私
立
校
一
覧
な
ど

〇
体
裁　

Ａ
４
判
・
約
四
七
〇
ペ
ー
ジ

〇
定
価　

三
七
四
〇
円（
税
込
）

〇
発
行
予
定　

九
月
十
七
日

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

フ
レ
ン
ズ　

帰
国
生
母
の
会

『
帰
国
生
へ
の
学
校
案
内
《
関

西
》
二
〇
二
三
』（
関
西
帰
国

生
親
の
会
か
け
は
し
）

テ
ー
マ「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
へ
の
取
り
組
み
」

お
も
な
内
容

〇
取
材
に
よ
る
リ
ポ
ー
ト

　

関
西
圏
の
小
・
中
・
高
校
と
府
県
教

育
委
員
会
な
ど
約
六
十
カ
所
を
帰
国

生
の
親
の
目
線
で
取
材
・
編
集
。
入

学
・
編
入
情
報
、
先
生
が
た
の
お
話
、

在
籍
帰
国
生
と
そ
の
保
護
者
の
声
も

載
せ
て
、
学
校
の
特
色
を
詳
し
く
紹

介
。
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〇
特
集
記
事

　

か
け
は
し
セ
ミ
ナ
ー｢

昔
の
帰
国
生

今
の
帰
国
生｣

、特
別
リ
ポ
ー
ト
「
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
│
帰
国
生
の
体
験｣

、コ
ラ
ム

〇
各
種
情
報

　

学
校
基
礎
知
識
〜
出
国
か
ら
帰
国
ま

で
〜
、
日
本
の
学
校
へ
の
入
学
・
編

入
学
（
国
立
／
私
立
の
学
校
、
公
立

小
中
学
校
、
近
畿
二
府
四
県
公
立
高

校
）、
大
学
入
試
基
礎
知
識
、
英
語

保
持
教
室
・
塾
・
予
備
校
情
報
な
ど
。

体
裁　

Ａ
４
判　

約
三
五
〇
ペ
ー
ジ

価
格　

二
九
〇
〇
円（
税
込
・
送
料
別
）

発
刊
予
定　

十
月
四
日

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

関
西
帰
国
生
親
の
会
か
け
は
し

U
RL

http://w
w
w
.ne.jp/asahi

/kakehashi/kikoku/

（
株
）早
稲
田
ア
カ
デ
ミ
ー
と

業
務
提
携

（
海
外
子
女
教
育
振
興
財
団
）

　

八
月
一
日
、
海
外
子
女
教
育
振
興
財

団
は
「
本
気
で
や
る
子
を
育
て
る
」
と

い
う
教
育
理
念
を
掲
げ
て
い
る
早
稲
田

ア
カ
デ
ミ
ー
と
業
務
提
携
を
締
結
し
、

海
外
子
女
お
よ
び
帰
国
子
女
の
教
育
の

さ
ら
な
る
振
興
を
は
か
っ
て
い
く
。

　

こ
の
た
び
の
提
携
を
通
じ
て
、
海
外

勤
務
生
活
の
安
定
に
寄
与
し
、
我
が
国

の
海
外
に
お
け
る
発
展
と
国
際
交
流
の

推
進
に
役
立
っ
て
い
く
こ
と
が
目
的
。

「
関
西
分
室
」
業
務
体
制
変
更

の
お
知
ら
せ

（
海
外
子
女
教
育
振
興
財
団
）

　

海
外
子
女
教
育
振
興
財
団
は
業
務
効

率
化
策
の
一
環
と
し
て
、
関
西
分
室
の

オ
フ
ィ
ス
を
九
月
三
十
日
を
も
っ
て
閉

室
し
ま
す
。
十
月
以
降
の
関
西
分
室
の

業
務
は
、
東
京
本
部
に
一
部
移
管
し
、

現
・
関
西
分
室
職
員
が
東
京
本
部
と
一

体
と
な
り
、
よ
り
充
実
し
た
サ
ー
ビ
ス

を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　

な
お
連
絡
先
は
、
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の

各
サ
ー
ビ
ス
の
お
問
い
合
わ
せ
一
覧
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ　

　

海
外
子
女
教
育
振
興
財
団

U
R
L  https://w

w
w
.joes.or.jp

Instagram

公
式
ア
カ
ウ
ン

ト
を
開
設

（
海
外
子
女
教
育
振
興
財
団
）

Instagram

の
公
式
ア
カ
ウ
ン
ト
を

開
設
し
ま
し
た
。

　

本
財
団
の
サ
ー
ビ
ス
や
イ
ベ
ン
ト
の

ご
案
内
、
最
新
情
報
な
ど
、
海
外
赴
任

前
、
滞
在
中
、
帰
国
後
の
ご
家
族
に
と

っ
て
役
立
つ
情
報
を
随
時
配
信
し
て
い

き
ま
す
。
ぜ
ひ
フ
ォ
ロ
ー
し
て
く
だ
さ

い
。

　

海
外
子
女
教
育
振
興
財
団
は
、
皆
さ

ん
に
よ
り
身
近
に
感
じ
て
い
た
だ
け
る

財
団
を
目
指
し
ま
す
。

公
式
ア
カ
ウ
ン
ト
名　

joes_koho

新
規
ご
入
会
維
持
会
員

・
一
般
社
団
法
人
日
本
在
外
企
業
協
会

・
株
式
会
社
プ
ロ
ス
パ
イ
ラ

・
プ
ラ
イ
ム
プ
ラ
ネ
ッ
ト
エ
ナ
ジ
ー
＆

ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
ズ
株
式
会
社

Ｊ
Ｏ
Ｅ
Ｓ
学
校
会
員
掲
示
板

（
海
外
子
女
教
育
振
興
財
団
の

学
校
会
員
か
ら
の
お
知
ら
せ
）

大
妻
中
野
中
学
校
・
高
等
学
校

（
東
京
都
中
野
区
）

　

本
校
の
帰
国
生
英
語
保
持
講
座
で
、

言
語
学
博
士
・
大
妻
女
子
大
学
大
学
院

教
授
、
服
部
孝
彦
先
生
に
よ
る
特
別
授

業
「
親
子
で
取
り
組
む
英
語
保
持
」
を

十
一
月
二
十
六
日
に
行
い
ま
す
。
オ
ー

プ
ン
参
加
（
事
前
申
し
込
み
）
で
す
。

帰
国
小
学
生（
女
子
）の
皆
さ
ん
、
ぜ
ひ

ど
う
ぞ
。

U
RL  https://w

w
w
.otsum

anakano.
ac.jp/archive/55942/

啓
明
学
園
中
学
校
高
等
学
校

（
東
京
都
昭
島
市
）

　

九
月
七
日
、「
中
学
校
新
入
試
説
明

会
」
を
プ
レ
ス
関
係
者
お
よ
び
学
習
塾

教
育
関
係
者
を
対
象
に
、
同
十
二
日
に

は
「
高
校
入
試
説
明
会
」
を
学
習
塾
教

育
関
係
者
対
象
に
オ
ン
ラ
イ
ン
で
実
施

し
ま
す
。
中
学
校
入
試
は
抜
本
的
な
改

定
を
実
施
す
る
予
定
で
、
説
明
会
当
日

は
サ
ン
プ
ル
問
題
も
ご
提
供
し
ま
す
。

U
RL  https://w

w
w
.keim

ei.ac.jp

ク
ラ
ー
ク
記
念
国
際
高
等
学
校

（
通
信
制
・
全
国
）

　

オ
ン
ラ
イ
ン
説
明
会
を
実
施
し
て
い

ま
す
。
本
校
の
特
色
や
卒
業
ま
で
の
サ

ポ
ー
ト
体
制
、
他
の
通
信
制
高
校
と
の

相
違
点
を
三
十
分
ほ
ど
で
簡
潔
に
ま
と

め
て
い
ま
す
。
オ
ン
ラ
イ
ン
個
別
面
談

の
参
加
も
可
能
で
す
。

申
し
込
み
フ
ォ
ー
ム

U
RL  https://docs.google.com

/
form

s/d/1eniConH
57F2p1ynJJ_

W
wd1BdxDkRde5wJJUNSt9DVM

Y/edit

ニュースニュース
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お申し込み・お問い合わせ先

　公益財団法人海外子女教育振興財団　　URL  https://www.joes.or.jp
　教育振興チーム TEL 03-4330-1352   FAX 03-4330-1355   E-mail sodanjigyo@joes.or.jp

 〒105-0002　東京都港区愛宕１－３－４　愛宕東洋ビル６階

　関西分室 TEL 06-6344-4318　FAX 06-6344-4328　E-mail kansai@joes.or.jp

 〒530-0001　大阪市北区梅田３－４－５　毎日新聞ビル３階

海外滞在中および帰国後に、お子さんが安心

して教育を受けられるよう、専門の教育アド

バイザーが個別にご相談におこたえします。

●お子さんの出国時期
●現地教育事情
●学校選択（日本人学校・現地校等）
●出国前の外国語学習準備

●母語の保持・育て方
●現地生活事情
●海外の学校での学習内容・方法

●現地での転学・進学
●通信教育での学習
●日本語力低下の懸念
●統一テスト等の制度（IB・SAT・GCEなど）
●編入受け入れのある学校
●お子さんの帰国時期

教育相談とは別に、教育や学校生活にかかわる次の情報等は随時提供しています。

お気軽にお問い合わせください（予約不要・無料）。
●赴任地の学校情報（日本人学校、補習授業校、現地校・インターナショナルスクール）
●日本人学校・補習授業校の入学・編入学手続きや授業料・授業時間数などに関する情報
●国内の学校情報（帰国生選抜を実施する小学校・中学校・高等学校・大学等のほか約90の教育委員会）
●渡航前および帰国時の学校関係書類の準備や各種手続きに関する情報

本財団の教育相談をご利用ください

●小学校～大学の学校選択
●受験資格
●外国語の保持
●遅れている学習のキャッチアップ
●友人関係等を含む適応問題

教 育 相 談

出 国 前

滞 在 中 帰 国 後

※ 2022年8月現在、新型コロナウイルスの影響で面談相談は中止し、オンライン会議システムを使った相談を
中心に行っています（電話・メールでのご相談も可）。最新情報はウェブサイトでご確認ください。
※面談・電話・オンラインでのご相談は１家族１時間。予約制です。
※ 維持会員企業・団体に所属するかたとそのご家族のかたのご相談は無料です（維持会員一覧は下記本財団ウェ
ブサイトに掲載しています）。
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編集人　島田　誠一
　　　　公益財団法人
発行所　海外子女教育振興財団
　〒105-0002  東京都港区愛宕1－3－4
 　  愛宕東洋ビル６階
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「9・11」、あの日、映像を見たときの
衝撃は忘れられない。事件に遭遇した
方たちはどれほど怖かっただろう、親
族を亡くされた方はどれほど無念だっ
ただろう。あれから約二十年、今回の
特集で紹介されていた遺族の皆さん
の葛藤とその後の生き方に胸が熱くな
り、「人」の力に救われた気がした。（松）
ちょうど50年前、自分が中学生だ
った1972年の出来事を調べてみた。
あさま山荘、日本赤軍によるテルア
ビブ空港でのテロ、ミュンヘン五輪
でのテロ、日中国交正常化、沖縄返
還、ウォーターゲートなどなど。今
回の特集で出会った中学生たちと数
十年後に再会してみたい。　　（淳）
�文部科学省による「在外教育施設
未来戦略2030」の策定（2021.6）、東
京学芸大学国際教育センターの閉
鎖（2022.3）、「在外教育施設におけ
る教育の振興に関する法律」の成立
（2022.6）。この1年余りで海外子女教
育を巡る状況は大きく変った。深呼
吸をして、十年後を見据えたい。（島）

10月号「特集」の予定は…

2022年9月号　No.595

海外子女教育月刊

●現地校に入って
●個性派書店の魅力

�財団の南に広がる芝公園の一画に芝丸山古墳がある。
４世紀後半～５世紀につくられた全長100ｍ以上の都内
で最大級の前方後円墳だ。写真は墳丘に登り、鍵穴形の
方形側（前方）から円形側（後円）を見たもの。後円部分
にはベンチが置かれて休憩でき、木々の間から東京タ
ワーものぞく。古代、この地で勢力を誇った豪族の夢の
跡は、鬱蒼とした公園になってひっそり佇んでいる（然）

１都１道２府４３県めぐり　クイズ解答

① C　② C

https://www.joes.or.jp


●生徒が主体的につくりあげる駒場
東邦の学校行事修学旅行先はプレ
ゼン大会を通じて自分で決める！
│││││││││││││││││
●日本一「面倒見の良い」女子大
学、岐阜女子大学に行ってみた！
│││││││││││││││││
●「福祉」ってなんだろう？
　東北福祉大学で聞いてみた。
│││││││││││││││││
●専門家に聞いた！
　理学療法士ってどんな仕事？

…etc

WEB限定記事

東大合格者速報でおなじみの
大学通信が発信する学校情報。
わりと真面目に教育と学校と
その他の情報について
発信しています。

〒101-0051 東京都千代田区神田神保町3-2-3
TEL.03-3515-3591（代表）　FAX.03-3515-3558
h t t p s : / /un i v - on l i n e . com/

https://univpressnews.com/


大学通信の情報力を集結した

https://univ-online.com/

〒101-0051 東京都千代田区神田神保町3-2-3
TEL.03-3515-3591（代表）　FAX.03-3515-3558
h t t p s : / /un i v - on l i n e . com/

受験シーズンの話題を独
占する「高校別大学合格
者数」情報をはじめ、大学
入試・進学に関する最新
データやトピックスを

いち早く公開!

https://univ-online.com/
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